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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　とよた瑣織
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　くえすと・いん・ざ・ぱーく







　のらりくらりと街かい道どうを進む馬車。


　その御ぎよ者しや台だいに、ライナ・リュートとフェリス・エリスは座すわっていた。


　ライナはいつものぼへーっと緩ゆるんだ黒い瞳ひとみに、整えきれてない黒くろ髪かみ……脱だつ力りよくした身体からだには、気けだるい日曜日、ああ明日あしたはもう学校じゃねぇかよやってらんねぇ的な雰ふん囲い気きを身にまとっている。一方、その横に颯さつ爽そうとした姿すがたで座っている金きん髪ぱつ無む表ひよう情じようの美人は、真しん剣けんなまなざしで、なにやら地図らしきものを広げて見み据すえていた。


　空は快かい晴せい。


　気持ちのいい、ライナでなくとも眠ねむくなるような昼下がり。


　ライナは手た綱づなを操そう作さし、さらに馬車のスピードを落としてから、言った。


「…………んで？　さっきからフェリスはなにをそんなに真剣に見てんだ？　地図なんか見なくても、俺おれちゃんと次の勇者伝説のある場所知ってるぞ？　なんせ二年もこのことについて研究してんだからさ……」


　が──


　フェリスは神しん妙みような表情で顔をあげ、


「そんなことは知っている。だが、我われ々われの旅に欠かかせない、気になる情じよう報ほうを昨日きのう入手したのだ……その場所をいま調べている」


「へ？　気になる情報？」


「うむ。実は聞いた話によると、このルーナ帝てい国こくには、勇者伝説以外に数百万人もの人間をたぶらかしたという魔ま物ものの伝説が古くから残っていてな。それどころか、いま現げん在ざいもその魔物は現げん存ぞんしており、串くし刺ざしになって見み世せ物ものになっているらしい」


「って……うわぁ……噓うそくさい話だなぁ」


　その話に、ライナは思わずげんなりした。


「あのさぁ……本当に魔物が現存してるんなら、もっと有名になってるだろうし、しかも見世物になってるんだろ？　それって、どっかのサーカスかなんかの出し物なんじゃないか？　だいたい、俺が調べた文ぶん献けんの中には、ルーナには、おとぎ話なんかも含ふくめて、そんな魔物の伝説なんて一つもなかったし……却きやつ下か却下。ったく、んな噓くさい話をいちいち調べてたら、一生かかってもこの任にん務むが終わらな……」


　とそこで、もう言うまでもないが、フェリスの剣が閃ひらめいて、それがライナの首くび筋すじへとつきつけられ、


「我々の任務は重要だ。どんな些さ細さいな見落としも許ゆるされない。おまえもわかっているだろうが──ルーナにそれほどの強大な力を持った魔物を奪うばわれるわけにはいかないのだ」


「……いや、どう考えても今回のそれは、調べるだけ無む駄だだと思うんだけどなぁ……う……いや、わかってるよ。俺にはそんなことを決める権けん利りはないって言いたいんだろ？　わかってるから、とりあえずその剣は収おさめとけ」


「ん」


　一つうなずきフェリスは剣を収めると、続けた。


「そういうわけで、我々がとる進路は東だ。目的地はタラスの町……しかしここで、一つの問題が発生する。その町は、例の魔物を名物の一つとして、町ごと観かん光こう地ちになっており、町に入るだけでもけっこうな入場料がとられてしまうのだ」


「へぇ……まあそりゃ、本当に魔物なんてもんがいるなら、それくらいしても儲もうかるだろうな。んで？　それになんの問題があるんだ？」


「うむ。実はそのタラスの町には、カップルは半はん額がく料金で入場できるというサービスが、期間限げん定ていいまだけ存在しているという、重要な情報もある。我々の旅には、決して金きん銭せん的てき余よ裕ゆうがないのは知っているな？　よって、我々はそのサービスを使うべきなのだが……そこに、大きな問題が発生するのだ」


「……っていうか、カップル半額とかそういうシステムのうさんくささがむしろ問題だと思うんだが……そんなとこにおまえ、本気で伝説の魔物がいると思うのか？」


　というもっともな問いかけは、完全に無む視しされ、フェリスが続ける。


「第一の問題としてまず、女が軍務につかないこのルーナでは、鎧よろいを着ているだけで、この絶ぜつ世せいの美女である私ですら男だと思われてしまう事実。男同士では、このあいだの変へん態たい女以外にはカップルだとは思ってはもらえまい。そしてもう一つ、実際のところ、こちらが最大の問題なのだが……この、驚きよう天てん動どう地ち海真まっ二ぷたつな美人の私と、万年寝ねぼけ色しき情じよう狂きようのおまえとでは、誰だれがどう見ても恋こい人びと同士に見えないという現実……前者の問題は鎧を脱ぬいで女物の服を着ればいいのだからあっさり解かい決けつするが……後者はいかんともしがたい……しかし、それもすでに解決済ずみだ」


　言って、フェリスは馬車の中からなにやら荷物を取りだし、ライナに見せてくる。


　それは、女物の服だった。材質も見た目もまったく普ふ通つうの、フリル付ピンクのワンピース……


　いや、ただ一つだけ、普通のものとは違うところがあったが……


　というより、極きわめてそのおかしいところが目立っていたが……


　ライナはあえてそこを無視して、言った。なぜか上うわずった声こわ音ねで、


「へーなるほど。いいじゃないか。フェリスによく似に合あいそうだ。おまえが鎧を脱いでそれを着れば、俺は男でおまえは女ってことで、カップル料金で入場でき……」


　が、ライナの言葉はあっさりそこで遮さえぎられ、


「なにを言っているんだおまえは。よくこの服のサイズを見ろ。この服はおまえの体に合わせて……」


「いやだ！　見たくない！　っていうかそもそもなんでそうなるんだよ！」


　というライナの叫さけびもさらに無視されて、


「すでに化け粧しよう品ひんも買ってあるしな。これで全すべての問題は解決だ。私のような超ちよう絶ぜつ美人が色情狂と付き合っているというのには大きな違い和わ感かんがつきまとうが、私が男で、おまえが女という設せつ定ていならば話は別だ。男は野や獣じゆうだからな。おまえのような色情狂でやる気のない変態女でも、見み境さかいなく手を出すだろう。そこに違和感は存在しない。完かん璧ぺきな計画だ」


　言いきるフェリス。彼女は再び馬車の中から、化粧品を取り出してきて、


「とりあえず口くち紅べにでも塗ぬってみるか？」


「いやだぁあああああああ!?」


　ライナの悲ひ鳴めいが街かい道どうに響ひびき渡ったのだった。





　一方場面はかわって……


　子こ供どもたちの笑い声。


　家族連づれや、カップル、みんな幸しあわせそうな顔をしている。周しゆう囲いを見み渡わたせば、いろいろな娯ご楽らく施し設せつがそろっていて、珍めずらしい動物がいたり、おいしそうな食べ物が置いてある屋や台たいがあったり……


　ここは一種のテーマパークだった。見上げればそこにはでかでかと、ぴっきー・ファンタジーランドとある。ルーナでは有名なテーマパークだ。


　そこに、


「私はそんなに子供じゃありません！　ルークの考えはわかってるんです。ここで適てき当とうに遊ばせて、ライナのことをうまいこと忘わすれさせて、本国へ帰そうとか考えてるんでしょ！　そうはいかないんだから!!」


　ミルク・カラードはいた。愛らしい童どう顔がんにくりくりお目目。小こ柄がらな体をいまは目め一いつ杯ぱいにいからせて、保ほ護ご者しや然ぜんとした態たい度どで彼女をとりかこんでいる部下四人に言った。


「私はもう大人おとななんです！　こんな……こんな子供だましな娯楽施設で……釣つれると思ったら大おお間ま違ちがいなん……」


　とそこで、ミルクの部下の中では最年長──といってもまだ二十五歳なのだが──のルークが言ってくる。


「あ！　ミルク隊たい長ちよう！　あそこに『ピキピキぴっきー』がいますよ！」


　瞬しゆん間かん、


「え!?　うそ!?　どこどこ？」


　ルークの指差したほうへと、亜あ麻ま色いろのポニーテールを揺ゆらしながら、とてとてと駆かけ出していくミルク。やがて、クマのようなウサギのような……それにくわえて半分眠っているようなとろんとした目という、いまいちかわいさ中ちゆう途と半はん端ぱな、ファンタジーランドのマスコットキャラ、ぴっきーを見つけて、


「うわ！　ぴっきーだ！　すごぉい！」


　ミルクは無む邪じや気きにそれに飛びついていく。


「ルーク、ラッハ、リーレ、ムー！　ほらすごいよ！　きてきて！」


　そんな彼女を、彼女の部下たちは感かん慨がい深ぶかい瞳ひとみで眺ながめて、


「やっぱり連れてきてよかったな……ファンタジーランド」


「いい思い出になりますね」


「子供の成長には思い出が大切ですからね」


「物より思い出……という言葉もあります」


「お……いいこと言うね、リーレは」


　とかなんとか……最近ではめっきり保護者ぶりも板についてきた四人だった……





　ちょうどその頃ころ、ライナたちも目的地に到とう着ちやくしていた。


　場所は……ぴっきー・ファンタジーランド。


　がしかし、ライナはいま到着した場所がどこなのかを確かく認にんしたりするほどの余よ裕ゆうもなかった。ただひたすらうつむいて歩き続けている。


「うう……なぁフェリス。みんな俺おれを見てるんだろ？　見てるんだろ？」


「気にするな」


「気にするわ!!　はぁ……最悪だ……なんでこんなことに……もうだめだ。こんな……こんな……」


　言いながら、ライナはピンクのワンピースで包つつんだ長身瘦そう軀くを、さらに縮ちぢこませる。


　そんなことをしている間にも、ファンタジーランド入場広場までやってきて、うつむいたままのライナの横から、フェリスと、どこぞのおっさんの声が聞こえてきた。


「カップルチケットを一枚頼たのむ」


「はいはい。えっとカップル……って……あんたすごい綺き麗れいだなぁ…………女じゃないのかい？」


「ん。よく言われる。だが、この鎧よろいを見ろ」


「あ……ほんとに男なんだ。すごいな。なんかもったいない気が……いやいや、なに言ってるんだ俺は。じゃあカップルチケットこれね。はいこれはあんたに。そんでもってこれは彼女さんの……うぉ!?」


　とそこで、おっさんの声が止まった。


「って……これがあんたの彼女？　こ、この、ごついのが？」


「ん。それもよく言われる。だが、男がこんなフリル付のピンクのワンピースなど着るか？　こんなものを着て街まち中なかを歩ける男なんて、変へん態たいでもそうそういない」


「そ、そうだよな。疑うたがって悪かった……あんたの彼女なのにな……」


「気にするな。もう言われなれている。だがこいつは少し傷きずついたようだ。私がそのチケットは受け取っておこう」


　そうして、ライナとフェリスはファンタジーランドに入ったのだった。


　入るなり、フェリスはライナの目の前にチケットを差し出してきて、


「そういうわけだ変態」


「ってどういうわけだよ！」


　ライナはチケットを受け取るなり怒ど鳴なった。


「やっぱりおかしいんじゃないか！　いくらなんでもおまえが女で俺が男ってカップルより、絶ぜつ対たいこっちのほうが違い和わ感かんがあるだろうが！」


「ふむ。そのようだな。すれ違ちがう人間全すべてが振ふりかえっていた」


「全員!?　ああもうだめだ！　俺の人生は終わった！　汚よごれてしまったんだ！　お嫁よめにいけない！」


　などなど、なぜか女座ずわりで顔を押おさえ、取り乱みだすライナに、フェリスが淡たん々たんと、


「そんなに嫌いやならなぜ最初から拒こばまなかった？　化け粧しようまでしっかりしているじゃないか」


「はぁ？　俺は最初っから拒んでただろうが！　おまえが剣けんで脅おどさなきゃ誰が女じよ装そうなん……」


「ん。まわりのカップルは皆みな腕うでを組んでいるな。やはりここは組まねば怪あやしまれるか。ほら、組め」


「って俺の話を聞けよ!?」


　叫さけびつつ、とりあえずライナはフェリスの腕に後ろから手を回し、引っ付いた。再ふたたび顔をうつむけ、


「とりあえずさっさと魔物がいるところへいって帰るぞ」


「そうだな。ふふ」


「あ！　おまえいま笑ったろ!?　笑ったろ!?　まさか俺にこんな格かつ好こうさせて楽しんでるんじゃ!?」
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「よく似に合あってるぞ。変態女」


「てめぇ!?　絶対あとで殺ころすからな！」


「ん。なら私はおまえのその姿すがたをしっかり王に報ほう告こく……」


「したらほんとに殺す！」


　なんていう、物ぶつ騒そうな会話をしながらも、まるでラブラブカップルのように仲なか良よさそうにくっついて二人は歩いていく。


　ライナはそのまま、いつものやる気なさとはうって変わって、しきりにこの状じよう況きようの打だ開かい策さくを練ねっていた。


「どうすればいい。いまさら服を馬車に取りに戻もどれば、もう一度入園料をとられるし、といって服はこのあほみたいにでかいワンピースしかないし……いったいどうすれば……」


　とそこで、あるものがライナの目に入った。笑え顔がお満面の子こ供どもたちに取り囲かこまれた、クマかウサギかよくわからない、きぐるみが二匹ひき。


　赤いの一匹に青いの一匹。


　なぜかそんな異い様ような格好をしているにもかかわらず、女装のライナと違って、この上なくいまのこの場所になじんでいる。


　それを見た瞬しゆん間かん、ライナは叫んでいた。


「あれだ！」


　するとフェリスがそれに反はん応のうして、


「ん？　なんだ突とつ然ぜん声をあげて。あの奇妙なのと握あく手しゆでもしたいのか？」


「違うわ！　っていうか、この場所で俺はいまめちゃめちゃ浮ういてるだろ？」


「うむ。変態にしか見えないな」


「……………………い、いや、とりあえず時間がないから反はん論ろんはしないが……それで、俺考えたんだけどさ、あのきぐるみを奪うばって着れば、この場所にうまく溶とけこめるんじゃないか？　どっちにしろ、どっかに忍しのびこむんだし」


「ああ。なるほど。それはいい考えだな」


「だろ？　そうと決まれば、俺ちょっとあのきぐるみ奪ってくるよ。よし！　決めた。じゃあいくぞ？　もういくぞ？」


　そう言って、ぴっきー二匹のもとへと、ワンピースをひらひらとはためかせながらライナは駆かけ出す。


　その後姿は──いくらわりと細身だとはいえ、やはり男だとわかる。大おお柄がらの女というよりは、背せの高いおかまにしか見えない。


　それは……


　奇妙というよりも、恐きよう怖ふに近かった。別べつ区く画かくにあるファンタジーランドのお化ばけ屋や敷しきでアルバイトすれば、それはもう喜よろこばれること請うけ合いだろう。


　フェリスはそんなライナを眺ながめ、


「なるほど。ライナの新しい就しゆう職しよく先さきが決まったな」


　なんてことを呟つぶやきながら、彼女もぴっきー二匹のもとへ歩き出した。





　しばらく後のち……


　ミルクはファンタジーランドを堪たん能のうしていた。乗り物を制せい覇はし、今度はファンタジーランドのどこかに一匹だけいるという赤ぴっきーとやらを探さがしている最中だったりする。


　きょろきょろとポニーテールを振ふりまわしながら、


「うーん。なかなか見つからないなぁ。でも、私はあきらめないわよ！　赤ぴっきーは、私が絶対見つけてやるんだから！」


　それにムーが、


「その意気です隊長！　隊長にかかれば、赤ぴっきーの一匹や二匹楽勝ですよ！」


　続いてラッハが、


「俺たちも協力しますから」


　リーレはパンフレットの地図を眺めながら、


「ふむ。西、南区画にはいませんでしたからね。次は東区画へいってみましょう」


「うん！　みんなありがとう！　よーし、待ってなさいよ赤ぴっきー!!」


　そしてそんな光景を優やさしい笑顔で眺めるルーク。


　これが、ローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいという、エリート集しゆう団だんの会話だった……


　なぜかひどく才さい能のうを浪ろう費ひしているような気がしないでもないが……


　そのエリートたちの洞どう察さつ力りよく、観察力、状況分ぶん析せき力りよくは、常じよう人じんを遥はるかに超こえている。


　彼らにかかれば、ファンタジーランド内のみという、限げん定てい領りよう域いきの中から、赤いぴっきーを探すことなど、造ぞう作さもないことだった。


　一つずつ、怪あやしい場所を調べていき、一度いった場所は、部隊の参さん謀ぼう役、リーレが頭に叩たたき込こむ。ムーとラッハは、若わかいお兄さんといった感じでミルクと一いつ緒しよに駆けまわり、それを父親役のルークが、


「アイスは一日一個までですよ隊長。お腹なかを壊こわしたら大変ですから」


　全体に気を配る。


　日の光は頂ちよう点てんから少し傾かたむいただろうか？


　晴れ渡る空。


　さわやかな風。


　いつもの危き険けんな旅とはうってかわって、そんなおだやかな昼下がりが続く。


「悪くないな」


　ルークはうなずいて、再び歩き出した。


　とそのとき、ミルクが突然、アイスを取り落とした。そして彼女は震ふるえながら、


「み、み、見つけた!?　みんな見つけたよ赤ぴっきー!?」


　彼女が指差す先を見ると、そこには二匹のぴっきーがいた。


　青いぴっきーと、そしてレアな赤いぴっきー。


　その二匹は、確たしかに他のぴっきーとは違った。


　それは色じゃない。


　雰ふん囲い気きがまるで違うのだ。


　赤いほうは、どうにも愛あい嬌きようがなく、なぜか腰こしには長剣をたずさえていたりする。


　そして青いほうは……背が高く、猫ねこ背ぜで、やる気なさそーにぼけーっと立っている。


　もとから付いている、眠そうな半はん眼がんの目もあわさって、すぐにでも寝てしまいそうな様子だ。


　そんなぴっきーたちに、


「見てみんな！　あのぴっきー！　赤いのも青いのもかわいい!?」


　と、飛び出してくミルク。それにルークは、


「ラッハ、リーレ、ムー。隊長についていけ」


『はい』


　命令し、それから、ミルクが取り落としたアイスを地面から拾ひろってゴミ箱に入れ、


「はぁ平和だ」


　ゆっくりとミルクたちのあとを追った。


　幼よう稚ち園えんの遠足。先生は、子供たちが散ちらかしたものをきちんと片かた付づける義ぎ務むがあるのだ。


　まあ、そんな先生たちの裏うら話ばなしはさておき、


　一方ミルクはといえば、


「赤ぴっきー見っ……きゃあ!!」


　ぴっきーに飛びつこうとして、あっさりそれをかわされ、地面に転ころがっていた。


　それを見てラッハたちが、


『隊長！　大だい丈じよう夫ぶですか!?』


　しかしミルクはすぐさま起きあがり、


「逃にがさないんだからね赤ぴっきー！」


　と、また元気に飛びかかっていく。今度は少し本気に、相手を捕ほ獲かくするように手を構かまえ、相手の隙すきを突つくような、かなり鋭するどい突とつ進しん。


　これでも、彼女は士官学校卒そつ業ぎようのエリートなのだ。バイトでぴっきーに入ってるような人間とはレベルが違う。


　今度はあっさり捕つかまる……はずだった……


　が──


　刹せつ那な。


　赤ぴっきーの姿すがたがかすんだかと思うと、赤い残ざん像ぞうを残して、青ぴっきーの横へと移い動どうした。


　ミルクはまたもかわされ、地面を転がる。


『な!?』


　それを見て驚おどろいたのはラッハたちだった。赤ぴっきーのあまりの身のこなしの軽かろやかさに驚いたのだ。その動きは信じられないものだった。まさに神しん速そく。いや、こんなぴっきーのアルバイトで、神速の必要性がどこにあるのかはまるでわからなかったが……


　そのまま赤ぴっきーはぼそりと、


「邪じや魔まだ。消えろ」


　なんと喋しやべった!?


　人間の言葉はわからないが、子供とは、テレパシーで気持ちを通じ合わせることができるといわれているぴっきーが、喋った……


　子供たちの夢ゆめがいま……


　崩ほう壊かいしたのだ。


　その声を聞いて……


　ミルクが信じられないという表情で、


「え？……噓うそ……ぴっきーが、ぴっきーが喋ったぁ！　うわぁああああん。人が、人が入ってるの？　ほんとは人が入ってるの!?」


　泣なき出す。


　それを見てルークが慌あわてて走ってきて、


「お、落ちついてください隊長。こ、これは人の言葉が喋れるぴっきーなんです。赤いのがその証しよう拠こです」


「ほ、ほんと？　ぴっきーはいるよね？　偽にせ物ものじゃないよね？」


「ほんとです！　その証拠に、この青いほうのぴっきーは喋らないでしょう？　ほら？」


　言いつつ、ルークはやる気なさそうな猫背の青いぴっきーに、懇こん願がんするような目を向けた。すると──


「はぁ眠ねむ……だる……ってかこのきぐるみ重いし……」


「いやぁああ!?　きぐるみって言った!?　きぐるみって言ったぁ!?」


　少女は、心ない大人によって、また一つ、傷つけられるのであった……


　そんな少女を無む視しして、ぴっきーたちは、まわりの子供たちの目をはばからず、平へい然ぜんと会話し続けるが……


「で、その魔物とやらは、どこにいるんだよ。変なのもでてきたし、めんどうになる前にとっととそれ見つけて、さっさと帰ろうぜ？」


　赤ぴっきーがそれに答える。


「ん。北区画だ。私はそこへ向かうが、おまえはどうする？　クマウサギとしての職しよく務むをここでまっとうするか？」


「んなわけないだろ」


　そんな会話をするぴっきーたちに、ルークは顔をしかめた。最低だ。最近のアルバイトのモラルは、これほどまでも下がってしまったのか……仕方ない。ここは隊長に二つ目のアイスを許ゆるして気を静めてもらって帰ろう……とりあえず今日きよう一日で、任務のこともだいぶ忘れてくれたようだし……


　が──そんなルークの思いを踏ふみにじるような一言が、あっさりと赤ぴっきーの口から漏もれた。赤いぴっきーは淡たん々たんとした声こわ音ねで、


「ではライナ。北区画へいくか……」


　瞬しゆん間かん、時間が止まった。


　青ぴっきーが固かたまり、ミルクが泣き止やみ、ルークが愕がく然ぜんとして赤ぴっきーを見つめ、


「って、てめぇフェリスなに考えて……」


「ら～い～な～!?　なに？　どういうこと!?　んもう絶ぜつ対たい許ゆるさない！　二人で楽しそうにぴっきーになるなんて!?　私だってぴっきーになりたいのに!!　浮うわ気きよ浮気！　ルーク、ラッハ、リーレ、ムー。このぴっきーはライナよ！」


「はぁ……そんな馬ば鹿かな……せっかく隊長に任にん務むのことを忘れさせようとここにきたのに……」


「いいから早く!!」


『は、はい』


　そうして、戦せん闘とうが始まった。ルークたちは剣を抜ぬき放はなち、続いてミルクが、


「もう今度こそは絶対絶対逃にがさないんだからね！」


　叫んで、空間に魔ま方ほう陣じんを描えがき始める。ローランド帝国の強力な攻こう撃げき呪じゆ文もん。それを見て、青ぴっきーが深くうめく。


「って……うぉ……まじかよ……こんな人がいっぱいいる公共の場で、攻撃呪文？　ったく、俺が解かい除じよできなくて死人がでたらどうするつもりだよ。即そく犯はん罪ざい者しやだぞ……」


　言いながら、青ぴっきーも手を動かした。ミルクの数倍の早さで魔方陣を完成させ、


「求めるは侵しん入にゆう──」


　が、そこでミルクが叫ぶ。


「解除させないで！　ルーク、ラッハ、リーレ、援えん護ご！」


『は！』


　声とともに、ルークたちは剣を振り上げ、ライナに襲おそいかかる。


　刹那。


　赤い閃せん光こうが走った。


　信じられない早さで神速の赤ぴっきーが剣を引き抜き、ルークたちの剣をすべて弾はじきかえしてしまったのだ。


　と──そこで突とつ然ぜん、周囲からなぜか子供たちの歓かん声せいが上がった。


「かっこいい！　赤ぴっきー！」


「負けないでぴっきー!?」


「ぴっきーこっち向いてー!?」


　いつのまにか、ぴっきー対五人組の戦闘集しゆう団だんという、見世物と化していた……


　家族連れに、ラブラブカップルにと、あいかわらず穏おだやかなムードの中、ミルクの雷らい撃げき呪文が完成し、


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　続いてライナの魔法も完成。


「求めるは侵入〉〉〉・蝕し走ら」


　お互たがいの魔方陣から稲いな妻ずまと煙けむりが発生し、派は手でな演えん出しゆつのあと、お互いがお互いに干かん渉しようしあい、消失する。


　するとまた周囲から、


『おおおおおおおおおおお』


　パチパチパチと拍はく手しゆなんぞが漏もれたりして……


「そこのちっこい女の子もがんばれー！」


「かわいいぞー」


「髪の白いお兄さんも素す敵てきよ！」


　と大人気。


　そんな状況下……


　青いぴっきー──もとい、ライナが、赤いぴっきーをにらみつけて怒ど鳴なった。


「フェリスてめぇ、どういうつもりだ！　なんで俺のことばらし……」


　が、赤いぴっきー──もとい、フェリスは、ライナのそんな言葉はまったく無む視しして、無表情に周囲を見回し、


「ん。しかしこれだけの人数の中で目立つのはまずいな。特にライナ、おまえが過か去こにぼろくずのように捨すてたこの女。ルーナでローランドの魔法を見せ過すぎだ。『忌いみ破やぶり』追撃部隊としての自じ覚かくがないのか？　これ以上この女が魔法を使うようなら……」


　言って、剣をそっと構えた。


「首を刎はねる」


「っておーい！」


　フェリスの言葉に、青ぴっきーのライナは思わず言った。


「んなことしたら、見てる子供たちの夢ゆめに、毎まい晩ばん生なま首くびがでてくるだろうが……っていうかそもそも、こういう事態を招まねいたのもおまえが──」


　というライナの言葉も遮さえぎって、


「そう。おまえの日ひ頃ごろの女グセの悪さのせいで、だんだんと生きづらくなっているな。自分のまいた種くらいは自分で刈かり取れ。私はこのまま任務を続行するぞ。ではこの地図を渡しておくから、こいつらを始し末まつして後からこい。北区画、二十四番だ」


「っておまえ……」


「魔法は使うなよ。人目が多すぎる」


「いやだからおまえ……」


　が、今度はミルクがライナの言葉を遮って、


「なによ！　二人ばっかりぴっきーだからって、無視しないで!?」


　彼女は再び魔ま方ほう陣じんを描えがき始める。


　それを見てライナが、


「っておまえちょっと待……」


　言いかけたところで、


「よし。じゃあ始末してこい」


「だ～か～ら！　おまえなぁ、魔法なしでどうやって……」


　言いかけたところで、


「さあいくわよライナ！　絶対に一いつ緒しよにぴっきー遊びするんだからね！」


「……………………………はぁ」


　そのとき、ライナはため息いきだけで全すべてを語かたるという、新技を身につけたのだった。


　いや、全然嬉うれしくない技だが……


　そんなライナにフェリスが、


「よし。では私は任務を続行する」


　言って、フェリスの姿すがたが赤い残ざん像ぞうを残してかき消えた。それに、観客たちはまた驚おどろきの声を上げるが、そんなことに構っている暇ひまはライナにはない。


　魔法をほぼ完成させようとしているミルクを見み据すえ、疲つかれた声こわ音ねで、


「ああもう……ったく。おまえもいい加か減げんにしろよ」


　言って、魔方陣を描く腕を押さえようと動き出す。


　が、ルークたちがそこに立ちふさがり、


「隊長には指一本触ふれさせ──」


　言葉が終わる前に、


「……もうめんどいから、ちょっとだけ本気でやるぞ……」


　ライナはため息をつきながらルークの手元を蹴けり上げ、剣を弾はじいた。その剣を今度はそのまま空中で叩たたいて左方へ飛ばす。


　それで横から迫せまってきていたラッハを牽けん制せいし、リーレが振り下ろしてくる剣を身をそらしてよけて側そく面めんから蹴り飛ばし、ムーと衝しよう突とつさせる。


　そんな一瞬の動作で、四人の剣を構えた男たちを退しりぞけ、あっさりライナはミルクへの道を作ってしまった。


　そのライナの動きは、フェリスの圧あつ倒とう的てきな速さとは違う、なめらかでいて老ろう練れんな、柔やわらかい動きだった。


　いや、フェリスは人間どころか、化ばけ物ものも上回るほどの速さの上に、なめらかなのだが……


　まあどちらにせよぴっきーの姿では様さまにならない。


　それはともかく……ライナは、両手でミルクの魔方陣を描いている腕を押さえた。


「よし！　押さえ……って？」


　が──魔方陣はすでに完成しており、あとは呪文を詠えい唱しようするだけ。


「いくわよーライナ！　求めるは──」


「わ、わ、わ、ちょっと待てミルク!?」


　が、両手はいつのまにかミルクに押さえられていて動かない。というか、手を動かして止めていては間に合わない。


「求めるは雷鳴〉〉〉・──」


「やばい!?　どうする？　く」


　そして咄とつ嗟さにライナの取った行動は……


「稲いづ……ふぐぐ!?」


　瞬間、ぴっきーの口が、ミルクの口をふさいだ。するとなぜかミルクの顔が真まっ赤かになり、目をとろんとさせて腕の力が抜ぬけ……


　ルークたちが叫ぶ。


『隊長おおおおおおおおおおおおお!?』


「ってなんでだよ」


　ライナはそのままぽいっとミルクを放して言った。口には、当然だがなんの感かん触しよくもない。


「はぁ……疲れた。ただでさえこのきぐるみ重いのに……」


　と、気だるげに頭をかくぽーずをする。実際にはきぐるみを着てるから、かけはしないのだが……


　と──そのとき。


　なぜか静まり返っていた周囲が、少しずつざわめきだした。その声に耳を澄すますと、


「すごい。最高！　感動したわ!?」
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「ぴっきーかわいいしかっこいいし……」


「私にもキスしてぴっきー!?」


　そんな声があがり、一いつ斉せいにライナのもとへぴっきーファンたちが駆かけ寄よりはじめる。


「へ？」


　ライナはそれを見て思わずそんな間抜けな声をあげた。そのファンの数は、もう数えきれないほどになっていた。いつのまにかいまの戦闘をアトラクションの一つだと勘かん違ちがいして、ライナたちを取り囲んでいたファンたちは、ぴっきーコールをしながら駆け寄ってくる。


　その群むれに呑のみこまれたら、命はないかもしれない……


　ライナは後あとじさりながら顔をしかめ、


「……っておいおい……次から次へとまあ……と、とりあえず逃にげよ……」


　言って、走り出そうとして、


「うわ!?」


　突然！　なにか、悪あく魔ま的てきと言ってもいいほどの強さで足をつかまれ、転てん倒とうした。


　いや、もう説明するまでもないが、足をつかんだのはミルクなのだが……


「捕つかまえたわよライナ！　もう逃がさないんだからね!!」


「っておまえ状況を見ろって！　あの集しゆう団だんに踏ふみ潰つぶされたらまじで死ぬぞ!?」


「そんなことばっかり言ってまた私を置おき去ざりにするつもりでしょ!!　そうはいかないんだから！　さあ早く、私にもぴっきーに変身する方法を教えて!!」


「はぁ？　だからンなこと言ってる場合じゃ……」


　が、ライナは顔をあげ、言葉を止めた。いや、続けるのをやめた。もう圧倒的な勢いきおいで迫せまってくる集団は目の前にいて、足は悪魔につかまれていて……


「ああ……もうどうにでもしてくれ……」


　ここにきてあきらめの境きよう地ちという新技を覚おぼえても、迫りくる群ぐん衆しゆうは止まらない。


　というわけで、彼はあっさり群衆に呑み込まれていったのだった……





　日は傾かたむき。


　空は真っ赤に染そまっている。


　夕方──夕食にはまだ早いといった時間だ。


　ファンタジーランド北区画、二十四番。


　地図にそう書かれている場所には、こぢんまりとした木もく造ぞうの商店が建っていた。ほんとうにこぢんまりとした、夫ふう婦ふ二人だけで経営している良心的なお店です的雰ふん囲い気き。


　そんなほのぼのとした店の前に、一匹の青ぴっきーがよろよろと現あらわれた。いや、青と言っていいのだろうか？　全身泥どろで汚よごれ、ところどころ毛皮が破やぶけている。


　いったいどんな修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけてきたのだろう？　その眠ねむそうな半はん眼がんの目には、もはやなんの感情の色も浮かんでいない。


　いや、きぐるみなのだから、表情が変わらないのは当たり前なのだが……


　その青ぴっきーは、両開きになっている扉とびらを開き、店に入っていった。


　中には、なにやら食べ物を提てい供きようしているカウンターと、いくつかの座席がある。


　客は一人だけ。


　その客は、体は赤ぴっきー、そして頭は、金きん髪ぱつの絶世の美女という格かつ好こうだった。


　青ぴっきーの来らい訪ほうに、赤ぴっきー女はだんごの串くしを右手に、お茶を左手に持ったまま振りかえり、


「お、ライナ。遅おそかったな」


「って………………なにおまえはくつろいでんだよ……任にん務むは？　魔物はどうした？」


　が、青ぴっきーの問いかけは無む視しされ、


「ここのだんごはもう売り切れてしまったぞ。残ざん念ねんだったな。人気店なのだ。やはりわざわざ出で向むいてきてみたかいがあった」


「は？……………………だんご？　なんだそりゃ？　わざわざ出向いてきたって……？」


　という青ぴっきーの言葉もまた無視される。これはどういうことだろう？　もしかしたら、赤ぴっきーと青ぴっきーでは言葉が通じないのかもしれない。


「だから魔物はどこだよ？」


「うむ。ここのだんごは素す晴ばらしいぞ。これほどの味は、いきつけのウィニットだんご店以外では初めてだ。私が購こう読どくしているだんご屋通信の中でも、常にベストテンに入……」


「だからそうじゃなくて……っていうかだんご屋通信ってなんだよ!?」


「ふふ。だんごマガジンも読んでいる」


「いやそうじゃなくてさ……っていうか……まさかおまえ……魔物がここにいるとかは、このだんご屋にくるための噓うそなんじゃないだろうな？」


　瞬間、青ぴっきーの頭に青あお筋すじが現れたように見えたのは気のせいだろうか？


　が、そんな青ぴっきーの勢いもものともせず、赤ぴっきーは深いため息をついて、


「おまえはなにもわかってないな。このだんごのうまさを、だんご愛あい好こう家かたちはなんと呼んでいると思う？　シンプルなだんごの中に隠かくれた魔物と──」


「んなの知るか!?」


「なにをそんなに怒おこっているのだ？　私はなにも噓をついてはいないぞ。私が最初に言った言葉を覚えているか？」


「え？　あ……えっと、確たしか、このルーナ帝てい国こくには、勇者伝説以外に、数百万人もの人間をたぶらかしたという魔物の伝説が古くから残っていて……」


　と、青ぴっきーがそこまで言ったところで、赤ぴっきーが無言で壁かべにかかっているシックな木もく製せいの看かん板ばんを指さす。そこには、


『創そう業ぎよう百二十周年。満まん員いん御おん礼れい、来店者数二百万人突とつ破ぱ！』


　それを簡かん単たんに訳やくすと、古くから数百万人もの人間をたぶらかした……ということになるのだろうか？


　青ぴっきーは顔をしかめながら、続けた。


「…………そしていま現在もその魔物は串刺しになって見世物に……」


　赤ぴっきーがそこで、青ぴっきーに串刺しになっただんごを見せつけて、


「で？　他にはなにか言いたいことはあるか？」


「……………………いや、もう言葉もないよ……」


　うめくように言って、青ぴっきーは頭にかぶっているきぐるみを取り、大きくため息をついた。それから赤ぴっきーの隣となりへ座すわり、だんごの串を一本とって、


「しかし……ってことは今回の収しゆう穫かくはこのだんごだけなのか？……まじで？　これだけのために俺はあんなに……あんなに……」


　とそこで、青ぴっきーは最後の一個をなげやりに口に放ほうり込こんで、


「ったく……こんなもんのために……あ、でも確かにうまいな。普ふ通つうのより粘ねばりがあっ……って……ってうぁ!?……の、喉のどにつまっ……ちょ、フェリス!?　み、水ぅ!?」


「ん？　水？　なにを言っている。だんごにはお茶と決まっているだろう？」


　言って、赤ぴっきーは青ぴっきーが、頭のきぐるみをもう取ったはずなのに、顔が青くなってぱたりと倒たおれるのを、お茶をすすりながら眺ながめて、


「ふむ。だんごの道を極きわめるのは、やはり長く、険けわしいな……」


　黄昏たそがれたように呟つぶやいた。


　空はすでに、赤から濃のう青せいへと変わり始めている。


　彼らははたして、だんごの道を極められるのだろうか？


　いやそもそも、二人はいったいなんの旅をしているのだろうか？


　最近めっきり、謎なぞである。







（くえすと・いん・ざ・ぱーく：おわり）







　はっぴー・うえでぃんぐ







「ひゃっほー!!」


「ほらほら、死にたくなけりゃ、さっさと馬車を止めて、積つみ荷にをよこしやがれ！」


　突とつ如じよ上がった粗そ野やな声。


　それに、


「はぁ……」


　ライナ・リュートはため息いきをついていた。いまいち整えられてない黒くろ髪かみに、やる気ない猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。いつもの眠ねむそうな目で周まわりを見まわして……


「……めんどい……」


　またため息。


　状じよう況きようはこうだった。


　場所は人ひと里ざと離はなれた街かい道どう。


　のんびりとした陽気のもと、のろのろと走っていたライナが操あやつる馬車は現げん在ざい、やたら目つきの悪い、馬に乗った男たちに包ほう囲いされている。


　相手は六人。切れ味のいまいち悪そうな分ぶ厚あつい剣けんを振ふりまわして、


「どうしたほら！　いきがってこんな洒しや落れた馬車に乗りやがって！　金持ちのぼんぼんがびびって声も出ねぇのか!!」


　どう考えても切せつ迫ぱくした状況。


　が──ライナは緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない、やたらだるそうな声こわ音ねで、


「おいおい、いまの聞いたかフェリス。金持ちのぼんぼんだってよ。俺おれたちを見て、どっからそんな言葉がでてくんのかね？　ここんところろくに飯めしも食ってないってのに……」


　その言葉に、隣となりに座すわっていたフェリス・エリスがうなずいた。気けだるい雰ふん囲い気きのライナとは対たい照しよう的てきな、輝かがやくばかりの美び貌ぼうをもった女だ。


　ただなぜか、やたらと無表情だが……


　そのフェリスが淡たん々たんと言ってきた。


「うむ。ひどい話だな。しかしよくある話でもある。甲か斐い性しようのない男。働きもせず、なにかにつけては酒を買ってこいと怒ど鳴なり散ちらす。あげくにその日の食うにも困こまって、やくざな男たちに女によう房ぼうを売る。辛つらい思いをするのは、いつも女子こ供どもと決まっている」


「って、それはいったいなんの話なんだ？」


「無む論ろん、おまえの話だ。周りを取り囲んでいるのはおまえの客だろう？　おまえの女房では、借しやつ金きんの返へん済さい額がくに届とどかなかったと見える」


「ってか俺には女房なんていないし……」


　とっさに突つっ込こんでから、ライナはため息をついた。


「だいたいおまえ、ありゃどう考えても強ごう盗とうだろ？　おまけに俺らが金がないのは、俺じゃなくておまえのせいじゃねぇかよ。勝手に使いこみやがって」


　というライナの言葉に、


「ん。なるほど。そうやって責せき任にんを押おし付け、おまえはか弱い女をいままで食い物にしてきたわけだな」


「って…………だれがか弱いって？」


「私だ」


　即そく答とうしてくるフェリス。


　それにライナは頭を抱かかえて、


「……ああ……か弱い女って言葉の理想が崩くずれる……」


　うめくように言った。


「おまけに金もないし……このまま旅を続けるにしても、そろそろまじでまともになんか金稼かせぐ方法を考えないと──」


　とそこで、


「てめえらなに無む視ししてやがんだ！　早く馬車止めて、積荷をよこしやがれ！」


　怒鳴って、強盗たちは威い圧あつするように分厚い剣を掲かかげる。


　常人なら、これだけで恐おそれおののくのだろうが……


　フェリスはその剣をなんの感情もない、切れ長の目で見上げて、言った。


「ふむ。金か。まあ、こういう手もなくはないな」


　それにやはり、緊張感ゼロの声音でライナが答える。


「こういう手って？」


「うむ。こいつらのように、金持ちの馬車を襲おそう」


「ってそっちかよ」


「ん？　他ほかになにがある？」


「いや、こういう盗とう賊ぞくを襲って身み包ぐるみを剝はぐとかじゃなくて……一いつ般ぱん人じんを襲うのか？」


「あたりまえだろう。盗賊が金持ちかどうかはわからないが、金持ちは金持ちだと一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないか」


「そ、そりゃそうだけど……一般人から奪うばうよりは、悪人から奪ったほうがなんというか、うしろめたさがないっていうか……」


　その言葉に、フェリスは首をかしげて、


「うしろめたい？　誰だれに対して？　夜よ闇やみにまぎれて女を襲う男の言葉とは到とう底てい思えないな」


　真ま顔がおで言ってくる。


　それに対してライナは一いつ瞬しゆん反はん論ろんしようとし、それから疲つかれたようにうなだれ、なにやら頭を抱えて葛かつ藤とうらしきものをしてから、ため息をついた。


「はぁ……まあ、それでいいやもう……とりあえず、この状況をなんとかしようか。こいつらの身包みを剝げば、今日一日くらいはいい飯が食えるかもしれないしな……」


　いじめっこは無視するに限かぎるという、大人おとなな考えを身につけたライナは、一人呟つぶやくように言って、馬車を止めたのだった。





　しばらく後。


　といってもほんの二十秒程てい度どのことだが……


　二人は一瞬で気き絶ぜつさせた、憐あわれな六人の盗賊の懐ふところを探さぐっている真っ最中だった。


　ライナは布ぬの製せいの汚よごれた服をめくりあげ、なにもないことを確かく認にんしながら、


「はぁ……まじでこいつらなんも持ってないぞ……そっちはどうだ？」


「同じだ。ほとんど金目のものを持っていない。だから言っただろう？　盗賊が金持ちなわけがないのだ。本当に金持ちなら、こんなにせっせと労ろう働どうするわけがない。金持ちは労働せず、金に金を生ませるのだ」


「……なんか深いこと言ってんなぁ……」


「ん。やはり次に襲うべきは金持ちの屋や敷しきだな」


「って、いつのまに俺たちは盗賊に職しよくを変えたんだよ」


「盗賊ではない。金持ちから金を奪うのは、いつの時代も義ぎ賊ぞくだ」


「やるこた変わんないけどな……」


　そんな会話をしながら、次々と盗賊たちの懐をあさっていく二人。その光こう景けいは、どう見ても義賊には見えないのだが……


「ん？」


　とそこで、フェリスの動きが止まった。


「これは……」


　それに気付いてライナも顔をあげ、


「なんだ？　なんか飯が食えそうなもんがあったのか？」


　言って、だるそうな足取りでフェリスの横まできてその紙をのぞきこむ。


　と──そこにはこう書いてあった。


　エクタル教会襲しゆう撃げき計画書。


「っておーい……なにをこんなもん真しん剣けんに見てんだよ。まさかおまえ、教会を襲うつもりじゃないだろうな？」


　するとフェリスは顔をあげて、


「問題があるのか？」


「っていうか……義賊とかの話はどこへいったんだよ？」


　というライナの問いかけを無視して、フェリスは澄すました顔で言ってくる。


「ここルーナ帝てい国こくはローランドと違ちがって、神から力を借りうけて魔ま法ほうを発動させる国だということはおまえも知っているな」


　ライナはうなずいた。


「らしいな。だから研究しても信しん仰こう心しんがないとルーナの魔法を習得できないってどっかの本で読んだけど……あれ本当なのか？　神が現げん存ぞんしてて、人間に力を供きよう給きゆうしてるって？　ちょっと信じられないな……んなもんがほんとにいるのかね？」


　という問いかけにフェリスは首を傾かしげた。


「ん？　神を信じていないのに、おまえは教会を襲うのを反対するのか？」


「いや……そういうのは、信じる信じない以前の問題だと思うんだが……信じてなくてもなんかバチがあたるような気がしないか？」


「しない」


　即そく答とうだった。おまけに、


「私は日ひ頃ごろの行いがいいからな」


「…………」


　もう言葉もなかった……


　そんなライナを無視して、フェリスは淡たん々たんと続けるが……


「問題は、この国では魔法が宗しゆう教きようと直結しているということだ。そのせいで、どんな小さな教会もこの国では大だい繁はん盛じようだ。そして──」


　そこで、フェリスは手に持った紙をめくって、ライナに突きつけてきた。そこには簡かん単たんな建たて物ものの見取り図が描かいてあった。その中に、ルーナの守しゆ護ご神しんをかたどったとされている、十字に星があわさったような奇き妙みようなシンボルが描えがかれていた。ちなみにこのシンボルはルーナの国こつ旗きにも使われていて、ライナも目にしたことがあったのだが、ここに描かれているシンボルは手書きなので、妙にヘタクソで、神こう々ごうしさとかとは無む縁えんに見えた。


　まあそれはともかく……


　そのシンボルの隣となりに、これまたヘタクソな字で『ステア銀製』とあり、それを指差してフェリスが言葉を続ける。


「ん。どうもこの教会のシンボルは、銀製らしいな」


「へぇ……ステア銀ね。そりゃまたずいぶんと金持ちな教会なんだな」


　ステア銀というのは、通つう常じようの銀よりも見た目が美しく、その上希少なため、けっこうな値ね段だんがつくのだ。実際には銀よりも硬かたく加工しにくいため、実用性には欠かけるのだが……


　とそこで、フェリスがライナの言葉に神妙な顔でうなずいて、


「うむ。神という奴は、ずいぶんと金かね儲もうけがうまいらしいな。言っただろ？　本当の金持ちは労働しない」


「…………そりゃ、神は労働してないだろうけどさ……いやまあそんなバチあたりな話はおいといても……それでおまえは、その神から金を盗ぬすんで……それでも自分のことを義賊とか言うつもりなのか？……まじな話、バチあたるぜ？　教会なんか襲ったら……」


　が、彼の言葉はそこまでだった。ここ数日なにもほとんど食べてなかったせいか、ライナの腹がぐーっとなって……


　彼は顔をしかめた。


「ああ……まあでも、神なんて見たことないしな。俺も義賊になるのもいいかなとか思い始めたわ……」


　結けつ局きよく、二人ともバチあたりだった……


「ん。ではいこう」


「あいよ、お頭かしら」


「アネさんだ」


「なんだよそりゃ」


　とかなんとか言いながら、再ふたたび二人は馬車に乗り込んだのだった。





　一方場所は変わって……


「すいませーん」


　ミルク・カラードは、教会の門の前にいた。


　亜あ麻ま色いろのポニーテールに、愛らしい童どう顔がん。小こ柄がらな体で一いつ生しよう懸けん命めい門をぽんぽん叩たたきながら再び息を吸すい込んで、


「すいません。泊とめてもらえませんかー？」


　時間はもう夕方。空は朱あけに染そまり、日はすっかり傾かたむいている。このあたりに町はない。


　門を叩いているミルクを囲むようにして、彼女の保ほ護ご者しや役──もとい、部下たちは、困こまったような表情で話し合っていた。


　リーレが言う。


「ここを断ことわられると、まずいですね。ルーク先せん輩ぱい。いまからほかの宿を探さがしていたら、寝ねるのは深夜になってしまいます」


　続いてラッハが、


「そりゃまずいな。夜よ更ふかしは非ひ行こうの元だしな」


　さらに続いてムーが顔を青くして、


「それはほんとにまずいです！　いい子を育てるには九時には就しゆう寝しん！　こないだ僕ぼくが読んだ子育てガイドにもそう書いてありました」


　なんてことをのたまう面々……ちなみに言うと、彼らはローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいという、軍の中でもエリート部隊のメンバーなのだが……最近の彼らの愛読書が、ムーの言った『子育てガイド・入門編へん』だったりするのは、なぜだろう……


　まあそれはともかく、


　それらの言葉に、この部隊の中では最年長──といってもまだ二十五歳なのだが──ルーク・スタッカートはうなずいて、


「まあ、うちのミルク隊長に限かぎって、非行に走るなんてことはないと思うけど……」


「いえ、そのうちの子に限ってという甘あまえがまずいらしいですよ」


「わかってる。『子育てガイド』第二章のはじめにそう書いてあったな」


「そうです」


　彼らはいったいなんの話をしているのだろうか……？


　とそのとき。突とつ然ぜん教会の門が開いた。


　出てきたのは真っ白なローブに身を包つつんだ初老の女。後ろにはやはり白いローブを身にまとった数人の女たちを従したがえて、


「ようこそいらっしゃいました。私はこのエクタル教会の司し祭さいをやらせていただいております、シルメと申もうします。なにか、お困りの様よう子すですが……？」


　するとそれにミルクが大きくうなずいて、


「んと、ライナが浮うわ気きして逃にげてったから、それを追いかけなくちゃいけなくて、だけどルークが九時には寝なさいっていうから泊まる場所探さなきゃいけなくてそれでそれで……」


　という、たどたどしい説明を遮さえぎって、ルークが一歩前に出て、


「紹しよう介かいが遅おくれました。私たちはローランド帝国『忌いみ破やぶり』追撃部隊のものです。現在任にん務むでルーナを活動中なのですが、少し予定が狂くるって、街に到とう着ちやくすることができずにこんな時間に……できれば今夜一晩、ご厄やつ介かいになりたいと思いまして……」


　と──シルメと名乗った司祭は微笑ほほえんで、


「なんと。ローランドの方でしたか。それはそれは遠路はるばる……そういうことでしたら、何日でも滞たい在ざいしてくださいな」


　そんなこんなで、ミルクたちは教会に泊まることになったのだった。


　しばらくして、豪ごう華か──とはとても言えない質しつ素そな料理を、シルメ司祭や、他のシスターたちと一いつ緒しよにとりながら、ミルクたちは会話していた。


　司祭が言う。


「そうですか。しかし任務とはいえ、わざわざルーナまでくるのは大変だったでしょう？　ミルクさんはまだ十六歳さいだと言うし……」


　それにミルクは料理を食べながら答える。


「大だい丈じよう夫ぶだよ！　ルークたちだっているし……」


　なんて言葉を、司祭は微笑みながらうんうんと聞いている。さらにミルクが続けた。


「それにそれに、私じゃないと絶ぜつ対たいライナを捕つかまえらんないもん！　だってね、結けつ婚こんの約やく束そくとかしてるんだよ？」


「ほう。それでは婚約者を追わなければならないのですか？　それは辛つらい任務でしょう」


「そうなのよ！　なのにあいつったら、あんな、ただちょっと美人なだけの女と逃げたりして！」


「へ？　美人な……女……ですか？」


「そう！　絶対悪い女にだまされてるのよライナは！　だから私が目を覚さまさせてあげないと!!」


　と、熱く語かたるミルク。


　しかしそれとは対たい照しよう的てきに、なぜか急に司祭は難むずかしい表情になり、それからおずおずと、


「あの……すみませんが……一つお聞きしていいでしょうか？」


「ん？　なに？」


「いえ……その……聞きたいことというのはほかでもないんですが……ミルクさんは軍務につかれているんですよね？　なんせ、隊長さんですものね？」


　その問いかけに、ミルクはあっさりうなずいて、


「うん。そうだよ。あ！　私がちっこいからって、信用してないんでしょ！　でもでもほんとだもん。ね？　ルーク」


「そうですね。大変優ゆう秀しゆうな成せい績せきで士官学校を卒そつ業ぎようしたエリートですよ、ミルク隊長は」


　なぜか、自分の娘むすめを自じ慢まんするかのような口く調ちようで言うルークは親ばかだった。


　いやまあそんなことはともかく……


　そのルークの説明を聞いても、シルメ司祭はあいかわらず顔をしかめたまま、


「いえ、そういうことを聞いているのではなくて……その……追いかけているその婚約者は、話からするとどうも、男性の方に聞こえるのですが……まさか……」


　とそこで、ルークは気付いた。それからあわてて、


「ああ!?　ああ、違ちがいます違います！　こんな軍服を着てますが、隊長は女の子なんです！」


　これをもう、何度説明したろう。そう思ってルークは苦く笑しようした。ここルーナでは決して女性は軍務につかないから、たびたびこんな誤ご解かいが生じてしまうのだ。


　それに司祭は驚おどろいた表情になって、


「え？　女の子なんですか？」


「そうです。だいたい、どう見たって女の子でしょ？　こんなかわいくて素す直なおな子は、ちょっとそこいらにはいませんよ」


　まじめな口調で、親ばかぶりがさらに炸さく裂れつする。


　が、その言葉に、今度こそシルメ司祭は啞あ然ぜんとした表情になり、


「はぁ……言われてみれば確たしかに、かわいらしい女の子……」


　とそこで、急に顔色を変えて立ちあがって、


「な、なんてことですか!?　で、では、ミルクさんは女の子で、にもかかわらずこんな危き険けんな任務に従じゆう事じしていると言うのですか!?」


　信じられないとばかりに怒鳴った。


　そんな突然の剣けん幕まくに気け圧おされながら、ルークがうなずくと、シルメ司祭は首をふりふり、


「なんて嘆なげかわしいこと。女性が軍務につくなんて……ローランドの王はいったいなにを考えているのでしょう？　きっとよっぽど甲か斐い性しようのない無む能のうな王なのでしょうけど……」


　と、場所が場所なら戦争に発はつ展てんしそうな発言を平気でのたまう。そんな、シルメ司祭の突然の変化に、ルークたちは啞然とする。


「いや、あの……」


　が、ルークの言葉を遮さえぎり、一人でシルメは考え込んだり、頭を振ふったりしながら、


「ああ、どうすればいいでしょう。こんなバチあたりな話はありません。決してそんなことを神は許ゆるしませんわ……わかりました。神に道を示しめしてもらいましょう……」


　そして、彼女は祈いのるようなしぐさで目を閉じ──一瞬後。


「ああああ……きました……きましたよぉ……はぁっ!?」


　なんかそれっぽく叫さけんで刮かつ目もくした。開かれたその目は、なぜか据すわっている……


　シルメ司祭は確かく信しんに満ちた声こわ音ねで言ってきた。


「わかりました。もう、すぐに結婚してしまいましょう。女の幸せは結婚して、家庭に入ることにあるのです！」


「いやだから急にそんなことを……」


「そうですね……はい、もう決めました。いま神の声が聞こえてきました。ルークさん、あなたがめでたくミルクさんの旦だん那な様さまに決まりました」


　そんな勝かつ手てに暴ぼう走そうしまくるシルメ司祭に、ミルクたち全員が、


『は!?』


　と、声をあげ、ルークが、


「そ、そんな、私二十五ですよ？　十六の彼女と結婚したらそれこそ犯はん罪ざいに……」


　しかしやはりルークの言葉は無視され、


「そんなことはどうでもいいんです！　私が決めた＝神の意思なのです。だって私、いま神の声が聞こえたし」


　と、真顔でなにやら危あぶないことを言うシルメ司祭……続いてシスターたちが、そんなシルメ司祭を尊そん敬けいの目で見つめて口々に、


「さすがシルメ様。神の声をあんなに簡かん単たんに聞けるなんて……すばらしい信しん仰こう心しんです」


「はやく私も、神の声を聞けるようになって、司祭になりたいな。シルメ様はいつごろ、どうやって、神の声を聞かれたんですか？」


　その問いにシルメ司祭は一つうなずいて、


「あれは私が人生にうちひしがれ、お酒を飲みすぎて意い識しきを失ったときのことでした。神は私の目の前に現あらわれ、『あんな男のことは忘わすれて我われに仕つかえよ』と申もうされたのです」


「素す晴ばらしいです!!」


「やはり神は乙おと女めの味方なんですね!!」


　っておいおい……


　ルークたちはそんな会話をなかば呆あきれ顔で聞いていた。続いてミルクもそんな強ごう引いんなシルメ司祭に反はん論ろんして、


「あの、でも私は、ライナと結婚の約束し……」


「さあシスターたち。ことはもう早いほうがいいです。さっそく結婚式の準じゆん備びを。ミルクさんはウェディングドレスの試着をしましょうね？」


　瞬間、


「!?　ウェディングドレス!?　ウェディングドレスがあるの!?」


「シスター、ミルクさんを案内してあげて」


「さ、こちらですミルクさん」


「どこどこ！」


　そんなわけで、あっさりミルクは丸め込まれた。それを引きとめようとしたルークたちも、群むらがってくるシスターたちに押おさえ込まれて、


「ルークさんタキシードに着替えましょ！　さあさあ服脱ぬいで！　ふふ、実は私ってば、殿との方がたの裸はだか見たことないんですよ[image: ]」


「きゃー[image: ]　私も！」


「私は四年ぶり[image: ]」


　とかなんとか、きゃあきゃあわめき散ちらすわけのわからない熱気に押されて、ルークたちは別室へと連つれ去られていく。


　そんなこんなで、ミルクとルークは結婚することになったのであった。





　場所を少しだけずらして深夜。


　教会の外に、ライナたちはいた。


　ステンドグラスの一部を、フェリスの剣けん技ぎで、割わらずにくりぬいて……一つの狭せまい穴あなを、ライナとフェリスはお互たがいの顔を無む理り矢や理り押し付け合いながら中をのぞき込む。


　そして……ライナが疲つかれた声音で言った。


「………………こんな夜中に灯あかりがついてるのはおかしいなとは思ったけど……なぁんであいつらがこの教会にいるんだ？」


　状況はこうだった。


　教会の中ではなぜか、純じゆん白ぱくのウェディングドレスに身を包んだミルクと、確たしかミルクの部下のルークとかいう白はく髪はつの男がタキシードを着込んで並ならんでいる。二人の前には司祭らしい初老の女が立ち、その後ろに、彼らが狙ねらう銀色の巨きよ大だいな十字のシンボルが、まるで教会全体を支ささえる支し柱ちゆうであるかのようにそそり立っていた。


　それは……ライナが想そう像ぞうしていたものより遥はるかにでかい……っていうかその百倍はあった。そんなもんをどうやって盗むのかはとりあえずおいといて……他にもミルクの部下たちや、シスターたち十数名は、そんなミルクとルークを眺めながら笑え顔がおだったり、涙なみだを拭ふいていたりしていた。


　それを見て、


「って……あいつらなにやってんだ？」


　思わず呟つぶやくライナを、なぜかフェリスが見つめてきて、


「どう見ても結婚式だな。やはりおまえのような変へん態たい色しき情じよう狂きようよりも、まっとうな手近な男を選んだか」


　言ってから、なぜかライナの肩かたをなぐさめるようにぽんぽんとたたき、




[image: ]


「まあ、そう気を落とすな」


「いや………全然まったくもって気なんか落としてないんだけどな……なぐさめられるとなんか妙に惨みじめな気分になって嫌やだからやめろ……ってまあ、それはともかくさ、どうする？」


「ん。問題ないな。誰が結婚式をしていようとやることは変わらない。それがたとえ、おまえのかつての女でもだ」


「いやそういうことじゃなくてさ……あのシンボルのことだよ。あのでかさをなんとかしないと……あんなもん抱かかえるどころか、二人で押したって動きゃしないぞ？」


　そんなライナの問いに、しかし、フェリスはやはり表情を変えずにステンドグラスから顔を離はなし、


「それも問題ないな。必要な分だけ、切り取ればいいだけだ」


　あっさり言って、フェリスは腰こしの剣をすらりと引き抜ぬいた。


　それにライナはあきれた顔で、


「いや、簡単に言うけどおまえ……銀も切れちゃうわけ？　ステア銀って、けっこう硬かたいんだぜ？　たしか硬こう度どは四だったか……」


　ちなみに当然のことながら、持ち運べるだけの量を巨大なシンボルから切り取るには、ただたんに切りつけたら削けずれたとかそんなレベルじゃどうにもならないのだ。


　文も字じ通どおり、すっぱり切り抜かなければ意味がないのだが……


　しかし、フェリスはライナの言葉には答えず、剣を閃ひらめかせた。


　ステンドグラスを、周りを囲っている鉄の枠わくごと、まるでゼリーを切るかのようにすぱすぱと真四角に切り裂さく。


　さらにちなみに言うと、鉄はステア銀よりも硬いわけで……


　フェリスはまるでなにごともなかったかのような様よう子すで剣を収おさめ、ゆっくりと無音で倒たおれてくる四角に切り抜かれた──壁かべ？　それとも扉とびらと言っていいのだろうか？──とにかくそれを受けとめ、振りかえって言った。


「さあいくぞ」


「って……いつも思うんだが……化ばけ物ものだなおまえは」


「おまえに言われる筋すじ合あいはない」


　なんて会話をしつつ、結局は五十歩百歩な二人は、盗賊のくせに堂どう々どうとした足取りで、ゆったりと教会の中へと侵しん入にゆうしたのだった。


　そのままずんずんシンボルをめざし、当然突然の来らい訪ほう者しやに司祭が気付いて、


「？……こんな夜よ更ふけに教会になんのご用でしょうか？　あなたたちは何者ですか？」


　やんわりとした中にも、警けい戒かいした口調だ。


　それにライナが、気まずそうに頭をかいて答えようとした瞬間！


「あ！　ライナ!?　やっぱり迎むかえにきてくれたのね!?」


　ミルクが叫さけんだ。彼女はなぜか顔を輝かがやかせ、瞳ひとみをうるうるさせて、


「きゃー[image: ]　これってば結婚式に本当の恋人がきて、『俺と逃げよう！』とか言っちゃったりしちゃったりしちゃうわけ？　いやぁん[image: ]　なんてドラマチックな展てん開かいなの!?」


　続いて再び司祭が、そんな幻げん想そうまっさかりなミルクの発言を聞いてすっと目を細め、


「ほう。あなたがライナさんですか。結婚の約束をかわした彼女をほっぽりだし、あげくに軍務につけるという極ごく悪あく非ひ道どうな男……」


「って…………なんかずいぶんといろいろ違ちがうような気がするんだが……」


　というライナの言葉をあっさり無視し、司祭は続ける。


「神はあなたを許ゆるしませんよ！　さんざん女を待たせたあげく、いまさらくるなんてみっともない！　止めても無む駄だです。ミルクさんはルークさんと結婚するんです！」


　その言葉に、フェリスはまた、ライナの肩をたたき、


「うむ。彼女の言う通りだ。男の未み練れんはみっともないぞ。あきらめろ」


「いや……あの……うう、別にもうそういうことでもいいけどさぁ……」


　なぜかちょっとすねた口調で言ってから、ライナはだるそうに首をぐるりと回して、


「んじゃま、さっさと奪うばって帰るか……」


　瞬間。ミルクが顔を輝かせ、


「奪って!?　奪って!?　そんな大だい胆たんな[image: ]　きゃあ!?」


　続いてルークが顔を真まっ青さおにして、


「う、奪う!?　隊長はまだ未成年なんですよ！　それをわかって言ってるんですか!?」


　さらに続いて司祭が、


「う、奪うだなんてそんなはしたない……乙おと女めをなんだと思っているんですか！」


　そこでなぜかフェリスが一歩前に出て、いつもの淡々とした口調で、


「愚ぐ問もんだな。この色情狂にとっては、乙女だろうが男だろうが、一夜限りの使い捨てに過ぎない」


　なんてことをきっぱり断だん言げんする。


　それに司祭やシスターたち、それにミルクの部下たち全員が青ざめて……


『お、男も!?』


　続いて司祭がまるでもう、明あ日すでこの世が終わってしまうかのような絶ぜつ望ぼうした表情で叫んだ。


「なんてこと！　なんてことなの!?　なぜそんなにも神に抗あらがおうとするのですか！　あなたのようなものがいるから、神がお怒いかりになって世界は病やみ、貧ひん困こんはなくならないのですよ！」


　って、んなわけねぇだろうが！


　という突っ込みをいれる気力は、もはや最近のライナにはめっきりなくなっていた……


　どうせいま突っ込んだところで、同じようなことが繰くり返されるだけなのだ……


　とそこでフェリスがライナのほうを向き、突然の事実に驚おどろいた表情──いやもちろん、目だけはいつもの無感情──で、


「そんなまさか……世界の悪のすべてがおまえのしわざだったとは……」


　それにライナは半眼で、


「あー……そうだね。驚いたね。まさか俺が悪の大王だったなんて、びっくりだね。俺も初耳だったよ……んで？　気はすんだか？」


　するとフェリスはなぜか、ひどく寂さびしそうな声音で、


「……ん」


「んじゃ、さっさと仕事して帰ろうぜ？」


「……そうだな」


「っておまえなぁ……相手にしなかったからってなにがっかりした声だしてんだよ。なんか俺が悪者みたいで気分が悪いだろうが！」


「ふふ」


「あ！　てめぇいま笑ったろ！」


　というライナの言葉はあっさり無視され、フェリスは剣を引きぬく。


　どうやら満まん足ぞくしたらしい。


「さあ、お遊びの時間は終わりだ。いくぞライナ」


　とそこで、なぜかフェリスは声を少し大きくして、


「さあライナ！　あの過去にぼろくずのように捨てた女を奪って来い！」


　言った瞬間フェリスの姿が消える。いや、実際に消えたわけではなく、高速で移い動どうをはじめただけだが……そのフェリスの言葉に、


「はぁ……俺にあいつらの気を引いとけっていうわけね……めんどいなぁ……」


　ライナはため息をついた。


　見れば目の前では、司祭が顔を強こわばらせて、


「あなたのような悪の権ごん化げに、ミルクさんを渡わたすわけにはいきません！　シスターたち!!　ミルクさんたちを隠して！」


『はい！』


　言って、シスターたちがわらわらと、ミルクや、その部下たちに寄よっていって、


「え？　え？　え？　いったいなにを……って痛い痛い!?　あう……」


　首くび筋すじに無理矢理手しゆ刀とうを入れて気き絶ぜつさせようとするが、慣なれてないのかなかなかうまくいかなくて、何度も殴なぐりつけてから、ぐったりとしたミルクたちを別室へと連つれて行く……


「っておいおい……こ、殺すなよ？」


　ちょっと恐こわくなって思わずライナは突っ込んだ。当然それも完全に無視されるが……


「いまこそ、あなたたちの信仰心がためされるときです！　あの悪党にルーナの神の力を見せてあげなさい！」


『はい！』


　司祭の指し示じのもと、十数名のシスターたちが一いつ斉せいに魔法を唱となえ始め……


『天てん在ざいする神に請こう……』


　それを見てライナは、


「は？　まじかよ！　ただのシスターが魔法使えんの!?」


　思わず叫んだ。すると司祭がここぞとばかりに哄こう笑しようをあげて、


「あたりまえです！　ルーナは信仰の国。信仰の力によって神から力を借り受け、魔法を発動するのです。となれば神に仕つかえる聖職者たちが魔法を使えるのは当然。いざ、戦闘ともなれば、シスターや私も、神官兵として戦地へと赴おもむくのですから！」


「って………………はぁ？　戦地へ？　女は軍務につかないって聞いてたけど？」


　というライナの問いかけも、まるで馬ば鹿かにつける薬はないとばかりの表情で、


「軍には所しよ属ぞくしません！　神官兵です。そんなことの違いもわからないのですか！」


「そんなこともって言われても……名前が違うだけじゃんそれ……ってンな悠ゆう長ちようにしてる場合じゃなかった！　えーと……」


　言って、一斉に魔法を唱えているシスターたちを、彼特有の特とく殊しゆな目で見み据すえた。目の中心に、朱しゆの五ご方ほう星せいが浮うき上がった特殊な瞳ひとみ。その目で相手を観かん察さつしながら、ライナはうめくように言った。


「やばいな……信仰心が魔力の元になってるってのがほんとなら……俺の『複写眼アルフア・ステイグマ』で魔法を複ふく写しやしても、信仰心のない俺には使えそうにないしな……となると解除キヤンセルの仕方も当然……って……へ？」


　とそこで、ライナは思わず間ま抜ぬけな声をあげた。それからなぜか困こまったような表情で首をかしげ、


「いやえっと…………魔法に全然……神とかそういう要素が見られないんですけど……」


　その言葉どおり、彼が『複写眼アルフア・ステイグマ』でどんなに目をこらして見ても、まるでそういう様子は見つけられなかった。むしろ魔力の源みなもとは、シスターたちに最初から備そなわっている能のう力りよくを使用しており……それをどうも、信仰というわかりやすい形にして発動させているというだけのようだ。


　まあとにかく……


「これなら俺にも使えるわ」


　ライナは胸むねで祈いのるように手を組んで、言った。まだ呪じゆ文もんを唱え終わっていないシスターたちのさらに先を先読みし、


「天在する神に請う。憐あわれな我われらに、救すくいの風を」


　瞬間、ライナの両手に風の渦うずが発生し、それを放つ。その風の衝しよう撃げきを受けたシスターたちは……


『きゃああああああああああああああ[image: ]』


　着込んだローブのすそがめくれあがらないように、あっさり魔法を解かい除じよして押さえた。


「なんだかなぁ……」


　それを見て、ライナは頭をかく。確かにこんな代しろ物ものを兵とはいわないかもしれない……敵てきを目の前にして、ローブがめくれて下着が見えることを心配していては、殺してくれと言っているようなものだ……


　と──そこで、司祭が今度こそ本当に絶望したような声音で言ってきた。


「なぜ、おまえのような信仰心のないものにルーナの魔法が!?」


　ってか信仰心いらないし……という言葉は、なんかかわいそうだったので言わないでおいた。神の力と信じるのは個人の自由だし……


　そうこうしている間にも司祭の後ろで、なぜか状じよう況きようをゆったり眺ながめていたフェリスがライナの視線に気づいて、急に剣を引きぬき、シンボルに切り付けた。そして持てる限げん界かいの量の銀を切り取ってからまた高速でライナのもとへ戻もどってきて、


「ふう……意外とあのシンボルが手ごわくてな……切り取るのに苦労したぞ……」


「って噓うそつくなよ！　おまえ見物してたじゃ……ああもう。まあいいや。んじゃ、とりあえずこれで俺たちは金持ちってことか？」


　が、ライナの言葉に、フェリスはあっさり首を振り、


「いや、あのシンボルは銀じゃなかった」


「へ？　じゃあなんなんだよ？」


「これを見てみろ」


　と、フェリスが渡してきた銀──じゃないなにかを受けとって、ライナはわなわなと震ふるえた……


「ってこれ……木じゃん……」


「そうだな」


「……金にならないじゃん……」


「そうだな」


「…………いままでの苦労は……？」


「さあな」


　フェリスの言葉が空むなしく響ひびく。


　とそのとき、突然教会全体が震え始めた。


「は？」


　思わずライナが見上げると、天てん井じようからなにやら石がぱらぱらと落ちてきていたりして……


「まさか……崩くずれるのか？　またこのパターン？」


　するとフェリスがやはり淡々とした声音で、


「あのシンボルは柱の役目をしていたみたいだからな。まあ、当然だろう」


「いや……当然とか言われても……」


　もちろんそれにシスターたちも気付いたのか、きゃあきゃあと騒さわぎ始め、司祭は司祭で、


「なんてこと！　なんてことなの!?　私の神の家が、神の家が!?　これは天てん罰ばつなのですか!?　私が……銀の十字星を勝手に処しよ分ぶんし、そのお金をビーノ酒場の若くてたくましいバーテンに全部貢みついでしまった私への罰なのですか!?」


「って……」


　そんな司祭のバチあたりな悲ひ鳴めいに、ルーナの魔法は信仰心がなけりゃ使えないとか言ってなかったか？


　と、突っ込みを入れてみたくなったが……


　ライナは顔をあげ、しばらく半はん狂きよう乱らんになっている司祭を見つめてからげんなりして、


「ああ……えーと……んじゃ、帰ろか……」


「ん」


　結けつ局きよくなにも言わずに、夜よ闇やみの中へと再び姿を消したのだった……





　ちなみに後日。


　近きん隣りんでは有名な金持ちの鉄製金庫が、どうやったのかとんでもなく綺き麗れいな切り口でくり貫ぬかれ、中のものが盗まれるという事件が起きたが……


　それはまた、別の話である。







（はっぴー・うえでぃんぐ：おわり）







　みっどないと・びじねす







「うぁ……もう、だめだ。さすがにこれ以上は食えない……」


　言って、ライナ・リュートは苦しげな表ひよう情じようで、テーブルの上にぐったり倒たおれた。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やる気のなさげな猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀く。いつにもまして眠ねむそうな瞳ひとみ。


　ライナがいまいる場所は、昼時で活かつ気きのある食堂だった。


　ちょうどいま、彼は十皿目の料理をたいらげて、食べ過すぎの苦しみという、ここのところ金がなくて絶ぜつ食しよく続きだった彼にとっては至し福ふくのひとときをあじわっていたりする……


　一方彼の向かいの席には、信じられないほどの美人が……優ゆう雅がな動きでナイフとフォークを扱あつかい、黙もく々もくと食べ物を口へ運んでいた。ちなみにいま彼女が処しよ理りしている皿の料理も、十皿目……


　やがてそれを食べ終えると、平へい坦たんな、妙みように感情にとぼしい声こわ音ねで、


「デザートの三色だんごセットを追加だ」


　すると食堂の店主が顔を強こわばらせて、


「あ、あんたらまだ食う気か……か、金は大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」


　が、フェリスは懐ふところから金貨を数枚まい取り出して、


「三色だんごセットだ」


「か、かしこまりました」


　なんてやりとりを見ながら、ライナはため息いきをついた。


「よく食うなフェリスは。まだ入るのかよ」


「ん。だんごは別べつ腹ばらだからな」


「そういうもんなのか？」


「そういうものだ」


「ふ～ん。じゃあ俺おれも三色だんご追加」


　なんていう気けだるい会話。気だるい午後。


　結けつ局きよく二人で店のメニューを全すべて制せい覇はしてから……二人はやっと会話をはじめたのだった。


　ライナが言った。


「はぁ……俺は幸せだ……食べ物がこんなにうまいものだとは知らなかったよ……」


「うむ。やはり昨さく夜や、あの金持ちの金庫を襲おそって正せい解かいだったな」


　なんてことを平然と言い放つフェリスに、ライナは一いつ瞬しゆん顔を引きつらせて、


「いや…………盗ぬすみはどうかと思うけどな……でもまあ、餓が死しするよりはましか……」


　いったい彼らは昨夜、なにをしてきたのだろうか……？


　それはともかく。


　ライナが言う。


「んで、とりあえず、これからどうする？　泥どろ棒ぼうなんかしちゃったからには、さすがにこれ以上ルーナにもいづらいしなぁ。めぼしい勇者伝説もあと一つくらいだし。それを調べたら、次の国へいくか。当面の金もあるし」


　するとフェリスはうなずいて、


「うむ。その勇者伝説は、どんなものなのだ？」


「えっと、確たしか……勇者カールウェイドの七しち星せい武ぶ具ぐってやつが、ルーナに伝わってるはずだよ」


　とそこで、ライナはかつて調べた古い資し料りようからの記き憶おくをフェリスに説明した。


　その文ぶん献けんによると、かつてまだこの土地がルーナに統とう一いつされていなかったころ……ここにはルイード帝てい国こくとナスト帝国という二つの国があったのだという。そして両国は激はげしく争っており、永なが年ねんにわたり戦争を繰くり広げていた。ところがあるとき、カールウェイドという一人の男が現れて……男はたった一人で、その戦争を終結させてしまった……


　その男は、信じられないほどの戦せん闘とう能のう力りよくをもっており、ルイードとナストの両国は、戦うことなく屈くつ服ぷくさせられてしまったらしい。


　そして両国はそのカールウェイドの言うことを聞いて、和解し、それぞれの国の名前を取って……ルーナ帝国がこの地に誕たん生じようした。


「ってなわけらしいんだけど……どう思う？　今回はなんか、いままでと違ちがって話も具ぐ体たい的てきだし、ほんとにすごいものがありそうじゃないか？　国を圧あつ倒とうするほどの力。戦争を一人の力で、血を流すことなく止めちゃうほどの力。でもって、そのカールウェイドが身にまとっていたのがその、七星武具なんだ」


「なるほどな……それほどの力を他国が所有している状じよう況きようはまずいな。さっそく奪うばいにいくぞ。それはいま、どこにあるんだ」


　という問いに、ライナは少しだけ顔をしかめて、


「それが今回の問題点なんだよなぁ……実はさ、そのカールウェイドとかいう勇者は、ルーナを統一してから数年後にあっさり食あたりかなんかで死んじゃったらしくて、七星武具と一いつ緒しよに墓はかにうめられちゃってんだよね～」


「ん。それになんの問題がある？　墓を掘ほり返せばいいことだ」


「って……なんかすっごいバチあたりなこと平然と言うなぁ……いやまあ、そりゃそうなんだけどさ……俺が言いたいのはそういうことじゃなくて、カールウェイドって、たった一人で国を圧倒するほどの、とんでもない戦闘能力を持った化ばけ物ものなんだぜ？　それが、食あたりで死んだって？　そこに、なんかちょっと違い和わ感かんがなぁ……」


　が、ライナの言葉はそこで遮さえぎられた。


　突とつ然ぜん食堂に入ってきた数人の男たちの声に。


　男たちはライナを見るなり、なにやら手に持った紙と彼を見み比くらべて、


「み、見つけたぞ！　ローランドから盗み出した鎧よろいを着こんだ、黒髪黒目長身瘦軀の色しき情じよう狂きよう……貴き様さまか！　カイラルさんの金庫から金を盗んだのは!?」


「へ？　は？」


　事じ態たいがわからず、ライナは思わずそんな間ま抜ぬけな声をあげる。


　しかし男たちはさらにフェリスのほうを見て、


「ということは、あなたが『捕とらわれの天使』さんですね？　よく人ひと質じちの身でありながら、我われ々われに情報を残してくださいました。我々がきたからにはもう大丈夫ですよ！」


　言ってから男たちは再ふたたびライナをにらみ据すえ、


「さあ、この変へん態たい誘ゆう拐かい犯はん！　『捕らわれの天使』さんをすぐに放して、おとなしく投とう降こうしなさい!!」


「………………………………」


　その言葉で、おおよその事情をライナは理解した。そして彼は半はん眼がんになってフェリスを見つめ……


「フェリスおまえなぁ……またこれかよ」


　しかしフェリスは涼すずしげな顔で、


「ん。我らローランド帝国のものが他国で盗みを働いているなどという噂うわさが、少しでも流れるのはまずいからな。金庫から金を盗んだとき、真実を記しるした書き置きを残しておいたのだ」


「って……どの真実だよ……いや、まあいいや……だけどそれにしたってあの『捕らわれの天使』ってのはなんなんだよ」


「だから真実を……」


　とそこでライナはフェリスの言葉を遮って、


「はいはいそうですか。聞いた俺が間違ってたよ……んで、結局どうするんだよ？」


「うむ……ここは一つ派は手でに暴あばれて、それからここの食事代を踏ふみ倒たおして逃にげるぞ」


　なんてことを平気でいい放つ、『捕らわれの天使』をライナは見つめ……


　それから深いため息をついて……


「はぁ………………なんか俺、おまえと一緒にいると、際さい限げんなく堕おちていくような気がするんだけど……人間として……」


　するとフェリスはうなずき、


「うむ。数々の幼よう女じよ誘拐に婦ふ女じよ暴ぼう行こう。きっとおまえなら本当の悪あく魔まになれると私は確かく信しん……」


「するなって！　っていうか、んなこと俺はやってないだろうが。ああもうわかったから、んじゃこいつらぶっとばして逃げるぞ……」


　と──二人はあっさり彼らを取り囲かこんでいた男たちを気き絶ぜつさせてから、逃げ去っていったのだった……





　一方場所と時間は変わり。


　月の出てない暗い夜。あたりに光こう源げんはなく、本当の意味での闇やみが広がっている。


　数歩先が見えない……そんな中に、


「きゃーんぷきゃーんぷ、ばーべきゅー、いえーい!!」


　ミルク・カラードはいた。


　一いつ寸すん先も見えないような道を元気な足取りでひょいひょいと歩いていく。


　亜あ麻ま色いろのポニーテールに、くりくりお目目。愛らしい童どう顔がん。まだ幼おさなく見えるこの少女は、弱じやつ冠かん十六歳さいにして、ローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たい隊長の役やく職しよくにあったりする。


　いわゆるエリートだ。


　その彼女にしてみれば、こんな暗くら闇やみの中でも、周囲の気け配はいを感じ取って歩いていくことなど造ぞう作さも……とそこで、ミルクの体が地面に生はえていた木の幹みきにつまずいて大きく傾かたむく。


「きゃあ!?」


　しかし、


「た、隊長！」


　すぐさま横から伸のびてきた手に支ささえられ、すんでのところで転てん倒とうを免まぬがれた……


　言いなおそう……


　いくらエリートでも、ほとんどなにも見えないような状況で、さすがに足あし下もとも確かく認にんせずにスキップで進むことは困こん難なんなようだ。


　ミルクを支えた主ぬしが、まるで保ほ父ふさんのような口く調ちようで、


「もう気をつけてくださいよ隊長。あんまりはしゃいで怪け我がしたら、楽しいことも楽しくなくなっちゃうんですからね？」


「うう……ごめんなさい。でもでもルーク、私キャンプってば初めてだからなんか、わくわくしちゃうんだもん！」


　言って、またルークの忠ちゆう告こくがまるで聞こえてなかったかのように、うきうき顔を輝かがやかせてスキップしはじめるミルク。


　それにルークは思わず微笑ほほえんで、それから彼のあとについてきている、ミルク部隊の面々を振りかえった。


「しかし、キャンプ道具を買いこんできたのは正解だったな。このさきしばらくは町や村もないから宿をとることもできないし、それになにより、隊長……あんなに喜んで……」


　するとラッハが、


「だけど……まがりなりにも貴き族ぞくの養よう子しだったんだから、キャンプが初めてってこともないだろうになぁ」


　が、リーレがそれに首を振ふって、


「なにを言ってるんですかラッハは。君にもわかっているでしょう？　ミルク隊長の養子は、普ふ通つうのものとは違うんですから。日々軍ぐん事じ訓くん練れんのみに費ついやされていたはずです……」


　ラッハのその言葉に、一瞬ミルク部隊の面々は暗い表情になり、それからムーが、


「だから俺たちが隊長の思い出をいっぱい作ってやればいいんですよ！　よし！　今日はバーベキュー、はりきって作るぞー!!」


　言って、ミルクを追って走り出す。


　ルークはそれにうんうんうなずいてから、


「じゃあラッハ、ムーが隊長とはしゃぎすぎないようについてろ」


「はい」


「それからリーレは、このさきの地形で、どこかテントを張はったりキャンプファイアーをしたりするのにいい場所がないか先行して調べてきてくれないか？」


「わかりました」


　ルークの命令にすぐさま二人は駆かけ出していく。ルークはそれを見送ると、今度は背せ負おっていたなにやら木でできた楽器らしきものをとりだして、


「うん。これでよしと。キャンプファイアー用にテントと一いつ緒しよに買ったギターもあるし、今日はミルク隊長、喜びそうだな。ふふ。あとはミルク隊長があのライナとかいう男のことを忘わすれてくれたら……楽しい旅になるんだけどなぁ……」


　と、年とし頃ごろの娘むすめを持つ保ほ護ご者しやとしては、悩なやみの種がつきない今日この頃であった……


　まあ、それはさておき。





　再ふたたび場所は変わって……


　月の出ていない、暗い夜の墓ぼ地ち。


　地面からは、死者たちがそこに眠ねむっているということをあらわす無数のシンボルが生えていた。火か葬そうのローランド帝国とは違って、ルーナ帝国では、地中に死体をそのまま埋うめて、その上に十字星を立てるという習しゆう慣かんがある。


　ということはこの十字星一本一本の下に死体がそれぞれ埋まっているわけで……


　とそこで。


　風が木々を揺ゆらして、不ぶ気き味みにざわめく。あたりにはなぜか生なま暖あたたかい空気が広がり……


　スコップを担かついだまま、深夜、墓地の真まっ只ただ中なかに立っているライナはうめくような声音で、言った。


「なあフェリス。質問があるんだが……」


「ん？　なんだ？」


「あのさ、俺は勇者の墓はかは、一般人の墓とは少し違う場所に設せつ置ちされてるらしいから、昼間掘り起こしにいっても、目もく撃げきされる心しん配ぱいはなさそうだって言ったよな？」


「言ったな。それで？」


「いや、それで？　じゃなくてさ、なんで俺たちはこんな月も出てない夜中に墓にいるんだ？　別に明日の朝きてもよかっただろ？」


　が、そのライナの言葉に、フェリスは意味がわからないとばかりの口調で、


「おまえはなにを言っているんだライナ。墓といえば夜だろう？　私は昔、絵え巻まき物もので見たことがある。空から降ふり注そそいだ怪かい光こう線せんで、突とつ如じよ蘇よみがえった死者たちが、夜よな夜な墓を出て、人間の血肉を生きたたまま喰くらう……あれが本当なら、一度見てみたいだろう？」


「いや……だろう？　とか言われてもなぁ……それにそれなんか違うぞ？　確かにどっかの古い文献で、魔ま法ほうで死者を蘇らせて使し役えきするなんて魔法があるっていうのを読んだことはあるけど……スケルトンだのゾンビだのっていったかな？　でも怪光線って……なんだそりゃ？……どっからそんな話でてきたんだよ？」


　しかし、ライナのその質問は無視されて、


「他ほかにもこんな話を聞いたことがある。死者たちの怨おん念ねんが幽ゆう霊れいとかいう代しろ物ものになって人を襲おそうらしい。なんでも物理攻撃は一いつ切さい仕し掛かけてこないのだが……昔捨すてた女が毎晩枕まくらもとに立って泣き続けたり、恨うらみつらみを耳元で囁ささやき続けたりと、えぐい攻こう撃げきをしかけてくるようだ」


「うお……そ、そりゃけっこう恐こわいな……」


「うむ。色情狂で女の敵てきのおまえとしては、耳の痛いたい話だろう」


「いや、いまのところ俺には心当たりないつもりなんだけど……っていうかむしろおまえのほうが……」


　と──


　そこでフェリスがライナの言葉を遮って、


「ない」


　断言する。さらにライナが食い下がって、


「いやでも……」


「ない」


「だから……」


「ない」


　次の瞬しゆん間かん、フェリスが腰こしの剣けんを抜ぬき放ち、ライナの首くび筋すじへとあてて、


「それ以上言ったら首を刎はねるぞ。ないといったらないんだ。おまえがそんなことを言って、もし幽霊とかいう奴やつが私についたらどうする」


「………………ってもしかして、フェリス、幽霊が恐いのか？」


「…………」


　するとフェリスは真顔で、


「おまえは恐くないというのか？　幽霊は剣で斬きっても斬れないのだぞ？　斬れないものを斬れるようになるまでの、執しつ拗ようなまでの兄にい様さまの訓くん練れんがどれほど厳きびしいか、おまえにはわかっていないのだ」


「……っておまえ……幽霊まで斬る気かよ……」


　ライナはあきれ顔で言った。それから死んだとき、まっさきに幽霊になってフェリスの枕もとに立って嫌いやがらせしてやる計画は……とりあえず中止しておくことにする。


　二度も死にたくないし……


　なんてことはともかく。


　スコップを担いだ二人は、ほとんど先の見えない真まっ暗くら闇やみの墓地の中を、周囲の気け配はいだけを頼たよりにけっこうなペースであぶなげなくずんずん進み……


　やがて勇者の墓の前にたどり着いた。


　そこには、一ひと際きわ大きな十字星がどどんと地面から生えていた。この下に、勇者の死体が、七星武ぶ具ぐとともに埋まっているわけだ……


　ライナとフェリスは一度顔を見合わせ、それからフェリスが、


「掘るのにこの十字星が邪じや魔まだな。斬ろう」


　刹せつ那な。ライナの目には見えないほどの速はやさでフェリスの手が動いたかと思うと、鞘さやから剣が抜き放たれる音が響ひびき──


　直後。あっさり十字星が倒れる……


　それをライナは呆ぼう然ぜんと見つめて……


「って、フェリスはやっぱすごいなぁ……」


「ん。これくらいは造作もないことだ」


「いや……そうじゃなくて……平気で人の墓ぼ標ひよう斬り倒すそのバチあたりっぷりなところに驚おどろいてるんだけど……まあそれはいいや。んじゃ、掘るかぁ……めんどくさいけど……」


　そして二人はスコップを地面に突つき立てた。


　とそのとき！


　フェリスが突とつ然ぜん、なにかに反はん応のうするかのように振り向いて──


「なんだいまのは？」


「へ？　なにが？」


「いま、音がしただろう？　まるで、歌のような……叫さけびのような……」


「？　俺にはなにも聞こえなかったぞ？」


　しかしフェリスは、いつものまったく変化のない、冷れい淡たんな瞳ひとみで後方をにらみ据すえたまま、


「いや、かすかだが、なにものかの気配がまだ感じられる。この墓地には我々の他になにかいるぞ」


「まじで？　でも夜中に墓地にいる奴なんて俺たちくらいだと思うんだけどなぁ……」


「同感だ。だからおそらく……」


「ふむ。おそらく？」


「死者が蘇よみがえって歌をうたっているのだろう」


「…………」


　なんていう突然の言葉にライナは言葉を失った。が、フェリスは当然のことのようにさらに続ける。


「となると、まずいな。ルーナは死者に、夜な夜な歌をうたわせるほどまで、古いにしえの魔ま術じゆつを復活させているということだ。これはローランドにとって大きな脅きよう威いとなるぞ」


「って…………おまえなぁ……それ本気で言ってんのか？　いや、確かに死者を軍隊として使ったらそれなりに脅威だろうけどさぁ……でもいま、この国で死者を使し役えきする魔法が主流になってないってことは、やっぱりたいした魔法じゃないんだと思うぞ？」


　が、ライナのその問いかけに、フェリスは淡たん々たんとした口調で、


「もう一度だけ言うぞ、ライナ。死者が毎晩、枕もとで歌をうたうのだ。どう思う？」


　それにライナは……


「う……いや、そりゃちょっとは恐いけどさ……」


「という、冗じよう談だんはともかく」


「へ？　いまの冗談だったのか？」


「冗談だ」
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　とあっさり会話をうちきって、フェリスは続けた。


「我々は他国がローランドを超こえるような力を持つのを防ふせがなければならない義ぎ務むがある。ルーナがなにか軍事目的で魔法を開発しているのなら、いくら同どう盟めい国こくだとはいえ、ほうっておくことはできないな……調べにいくぞ」


　その言葉に、ライナはあわてて、


「って、ちょ、ちょっと待てって。でもさ、今日はぜんぜん月もでてないしさ、もし死者が蘇ってても、すっごいそばまで近寄らないと、確認できないぜ？　で、近づいてって相手がほんとに人間を襲うような化物だったら、ちょっとやばくないか？」


　しかしフェリスは、そのライナの言葉に、あっさり一言で解かい決けつ策さくを提てい示じしてくる。


　ライナの肩かたをぽんとたたき……


「じゃあ、がんばれ」


「……………………いや、もうなにも言わないけどさぁ……慣なれたし……」


　げんなりしながらライナは歩きはじめる。


　そうして二人は、気配を頼りに化物調ちよう査さへ乗り出したのだった。





　しばらく後……


　草くさ陰かげに隠かくれているライナとフェリスは、信じられない光こう景けいを目にしていた。


　場所は墓地の中にある、少し開けた広場。


　その広場の中央には、呪じゆ術じゆつかなにかの用意だろうか、なぜか細こま切ぎれにされた木の枝えだ々えだがうずたかく積つまれ、火が点ともされている。


　そしてその燃もえ盛さかる炎ほのおのまわりを、数人の男女が、生者とは思えない、ゆらゆらとした不気味な足どりでまわっていて……


　ライナはそれを見て、


「まじかよ……」


　それしか言えなかった。


　続いてフェリスが、抑よく揚ようのない声こわ音ねで、


「やはり私の言ったとおりだったな。死者が歩き回っている」


「って、おまえ、あれのどのへんが……」


　がしかし、ライナの言葉は、そこで遮られた。目の前でゆらゆらとぎこちない動きでうごめいていた女の足の上に、その横で、さらにぎこちない動きをしている男の足が乗っかって……


「痛～い！　ムー、足、足踏ふんでる!?」


「え？　あ、あ、す、すいませんミルク隊長！　僕、フォークダンスなんて初めてなもんで……」


　慌あわてて足をどける男。


　しかしそれに女は笑って、


「あはは。気にしない気にしない。じゃあ、ムーは私の動きを真ま似ねしてね！」


　再ふたたび不気味に揺ゆらめき始める。その動きは、フォークダンスというよりは……どう見ても幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎにしか見えないのだが……


　それを見た男が言う。


「すごい！　ミルク隊長はなんでもできるんですね！」


「ふふふー♪　あたりまえよ！」


　続いて、ミルクの動きにあわせるように、白はく髪はつの男がギターを弾ひき始めて、


「じゃあ、次の曲いきますよー」


「うん！　じゃあ、みんな私の動きを真似してね！」


『は～い』


　そして、全員でまた、ゆらゆらと不気味に踊おどりはじめる。そんな、恐ろしい光景……


　それに、


「はぁ……」


　深い嘆たん息そく。それから、


「っていうかさ、なんであいつらは、こんなにも俺たちのいく場所いく場所がわかるんだ？……それこそある意味、超ちよう常じよう現げん象しようだと思うんだが……あの様よう子すだと、俺たちがここにいるってのがわかっててきたわけじゃなさそうだし……」


　と、ライナは、ローランドを出しゆつ奔ぽんして以来、妖よう怪かい並なみの神しん出しゆつ鬼き没ぼつさで、執しつ拗ように彼を追いかけ続けてきている、ミルクを隊長とする『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいの面々を、呆ぼう然ぜんと見つめた。


　すると、ライナのその問いに答えるかのように、フェリスが真剣な表情で、


「簡かん単たんなことだ。あれが幽霊というやつなのだろう。かつておまえに、ぼろくずのように捨すてられて自殺した女が、おまえに復ふく讐しゆうを誓ちかってああして踊っているのだ。幽霊ならば、おまえがどこへ逃げようと関係ない。おそらくこれから毎晩、あの不気味な踊りをおまえの枕もとで踊り続けることだろう」


「って、あれはどう見ても幽霊には見えないけどな……まあ、冗談はともかく、どうする？　ま～たあいつらに見つかると、面めん倒どうなことになるぞ？」


「うむ。幽霊に取りつかれるわけにもいかないしな。ここは無視して、さっさと勇者の遺い物ぶつを掘り出して立ち去ろう」


「だな」


　言って、二人はその場から離れようとした──そのとき!?


　突然、キャンプファイアーが消えた……


「へ？」


「ん？」


　ライナたちは振りかえって、


「って、まさかミルクに気付かれ……あ」


　が、そこでライナは言葉を止める。


　周囲には、月明かりさえない、真の闇が落ちていた。キャンプファイアーの光に目が慣なれてしまっていたせいで、突然の闇に、ライナにはすぐそばにいるフェリスの姿まで見えなくなってしまっている。


　それでもライナやフェリスには、気配である程てい度どは周囲の様子がわかるが……


　ミルクたちは……


「えー？　なになに？　ルークなんで火消しちゃったの？　もう、キャンプファイアー終わり？　あとちょっとだけだめ？　だめ？」


　それに続いてルークが、ミルクとは違い、少し緊きん張ちようした声音で、


「いえ、私が消したわけじゃありませんよ。ラッハ、リーレ、ムー、おまえたちは？」


　すると少し落ちついた声こわ音ねの男が、


「というより、あれだけの勢いで燃えていた火を一いつ瞬しゆんで消すとなると……それは恐おそらく魔法でしょう。私も、ラッハもムーも、魔法は使ってません」


「そうか。となると……まさか、なにものかが……」


　とそこで……闇の中から突然、低い、まるで死者のもののような不気味な声が──


『我われらの眠ねむりを妨さまたげるものは誰だれだ～』


　続いてミルクの、


「え？　え？　なにこれなにこれ!?」


　動どう揺ようした声が響ひびく。


『また勇者様の墓を暴あばこうとする輩やからか～』


「墓？　墓って？」


　それにルークが緊張した声音で、


「墓？　リーレ、どういうことだ？　まさかおまえ、ここは……」


　続いてリーレと呼ばれた、落ちついた声の男が、


「これはまいりましたね。すみません。ここが一番、キャンプには地形的によかったもので……」


　その言葉を遮って、


『死者の魂たましいを弄もてあそぶ不ふ届とどき者たちよ、我らが呪のろいの力を受けて死ぬがいい～』


　同時に。


『リーレの馬ば鹿かぁああああああ!?』


　ミルクたちは叫さけんでいた。そして、なにやら戦せん闘とうがはじまったらしかった。


「って……へ？……うそ、なにこれ……きゃあああああああ本物のお化ばけぇええええええ……お化けきらあああああい……あう」


「んな!?　ど、どうしましょう!?　ミルク隊長が気き絶ぜつしちゃいましたよルーク先……うわわ!?」


「ムー!?　大丈夫か！　くそ、しかしなんだこの髑どく髏ろどもは!?　このままでは、うぁ!?」


　闇のせいで姿はまるで見えないが、気配だけを感じてみると、どうやらミルクは……早々に気絶したから関係ないとして、他のミルクの部下たちは、なにかで頭を殴なぐられて、気絶させられているようだ。そんなミルクたちと化物のやりとりを感じとって、ライナは、


「おい、ほんとに出たな」


「うむ。予想通りだ。やはり墓といえば夜だな」


「いや、それはいいから……んで、どうする？」


「ん。捕とらえよう。おまえの昔の女の言葉からすると、あそこにいるのは化物であって、幽霊ではないらしいからな。幽霊でなければ、問題ない。捕らえて調べるぞ」


「っていうか、俺が言いたかったのは、襲われてるミルクたちをどうするか？　ってことなんだが……」


　すると、なぜかフェリスは悲しげな表情をとりつくろって、


「……冥めい福ふくを祈いのろう」


「いや、だからまだ死んでないって……」


　とそこで。戦闘の音が聞こえなくなった。


　全員気絶させられたのだ。続いて──


「ふう。しかしけっこう手て強ごわかったな……」


「ああ。だが、これだけ脅おどせば、こいつらだってもう、墓はか荒あらしなんてよからぬことを考えることはないだろう」


「だな。ルーナの勇者伝説の真実を、こいつらに知られるわけにはいかないし……」


　なんて会話が、広場の中央から聞こえてきた……


　それに、ライナとフェリスは顔を見合わせて……


　ライナが言った。


「どう思う？　なんか、どうも化物じゃないみたいだけど……」


「ん。どうやら奴らは、勇者伝説についてなにか情報をもっているらしいな。とにかく方ほう針しんは変わらない。奴らを捕らえるぞ」


「ほ～い」


　そして、まだ少し目が慣れない闇の中を、二人は確たしかな足取りで動き始めたのだった。


　数秒後。


　積み上げられた薪まきにはライナの魔法によって再び火が点ともされ……化物たち──もとい、髑髏の仮か面めんをつけただけの男たちは、フェリスの圧あつ倒とう的てきな強さのまえに腰こしをぬかしており……フェリスはその男たちの中の一人の首筋に剣を突きつけて言った。


「さあ、選べ。首を刎はね飛ばされる。胴どうごと切断される。それとも私の言うなりになる。どれだ？」


　男たちの答えはもう、決まっていた……





　そして気絶したミルクたちはその場に残して……再ふたび墓ぼ地ち。しかし勇者の墓のほう。


　ライナが言った。


「なあフェリス……あのさ……どう考えても、これはおかしいと思うんだが……」


「ん？　なんの話だ？」


「いや……あいつらに、墓を掘り起こさせるのはまあ、わかるんだよ」


　と、目の前でフェリスに脅されながら一いつ生しよう懸けん命めい勇者の墓を掘り起こしている、さっき捕つかまえた憐あわれな男たちをライナは見た。


「ふむ。それで？」


「いや、それで？　じゃなくてさ……」


　それから今度は、手に持ったスコップで、彼に突きつけられている剣をどけるようにしてから……


「なんで俺も、おまえに脅されて作業しなきゃいけないんだ？」


　と、さっきから暇ひまそうに立ってライナたちの作業っぷりを監かん視ししているフェリスをにらんだ。


　が、次の瞬間、再びフェリスが手に持った剣をひるがえしてライナの首筋に突きつけ、


「さあ、選べ。首を刎ね飛ばされ……」


「だからそれがおかしいって言ってんだろ！　って……あ、あ、いや……ごめんなさい……ちゃんと掘りますからそれ以上剣を近づけないで……死ぬから……ううくそ！……てめぇいつか絶対仕返ししてやるからな！」


　そして、ぶちぶち言いながら、ライナは再び作業に戻もどる。そんなこんなをしながら……


　ライナたちは、男たちから、今回のことについての話を聞くことになった。なんで、あんなことをしているのか？　そして、さっき言っていた、勇者伝説の真実とは、いったいなんなのか……？　すると男たちが言った。


「そ、それだけは勘かん弁べんしてください……」


「お、俺たちはその秘ひ密みつを守るためだけに、代々、ここでこんなことをして生きて……」


　が、そこでフェリスの剣が閃ひらめき……


「ひぃ!?　わ、わかりました……ああ……もう俺たちは終わりだ……ご先せん祖ぞさまたちにも申もうし訳わけが……あ、あ、はい、話しますから殺さないで……」


「…………」


　ライナはもう、言葉もなかった。


　と、それはともかく、男たちの話によると。


　実は──勇者カールウェイドは、勇者などではなかったというのだ。


　フェリスの剣に脅されて、びくびくと話す男いわく、かつてルイード帝国とナスト帝国の王は、ともに暴ぼう君くんで、まるで人が死ぬのを楽しむかのように、残ざん酷こくな処しよ刑けいや、無意味な戦争を繰くり返していた。


　そんな中、ルイードの皇おう子じと、ナストの皇おう女じよが、どこでどう出会ったのか、恋こい仲なかになってしまったことから、コトは始まる。そして二人は、このままでは国民が苦しみ続け、やがて国は滅ほろびてしまうだろうと話しあった。


　で、なんとか戦争を止めようと思い立ったとき、二人は彼らがよく密みつ会かいに使っていたレストランの腕うで利ききシェフ、カールウェイドに目をつけたのだった。彼らはカールウェイドを宮きゆう廷ていに招まねいて、料理に毒どくを盛もってそれぞれの王を暗殺するように命令したのだ。で、まさか自分の子こ供どもが紹しよう介かいしてくれた料理人に毒を盛られるとも思わず、両国の王は死に、永年にわたる戦争は終わったのだった。


　その後、すぐさま王と女王に即そく位いしたそれぞれの国の皇子と皇女は、ルイードとナストをルーナ帝国として統とう合ごうすることにする。しかし、親殺しをしたものが王の国では、国民がついてきてくれないし、永年憎にくみあってきた国同士がそう簡単に統合できるわけもなく……なにか、国民を納なつ得とくさせるような、伝説が必要だった……


　そしてまつりあげられたのが、腕利き料理人あらため、伝説の勇者、カールウェイドだったということだった……


　さらに男が言うには、勇者の七星武ぶ具ぐというのも、カールウェイドが使っていた、包ほう丁ちよう、まな板、フライパンなどなど……そんなようなただの料理七つ道具だったり……


　そしてこれらの秘密は、皇子と皇女、そしてカールウェイドのレストランで働いていた見習いシェフたちだけに守られていて……


「俺たちは、その見習いシェフの、子孫なんだ……だから、俺たちにはこの秘密を守り通す義ぎ務むがある！　もう、いまとなっては、この国の王も知らないトップシークレットなんだ！」


　と、自じ慢まんげに言ってから……急に泣なきそうな顔になって……


「ああ、でももうこれでお終しまいだ!?　ついに真相がバレちまった!?」


「こんなところでバレちまうんだったら、いったい、いったいこれまでの俺たちの人生はなんだったんだ!?」


　などなど口々に嘆なげき悲しむ男たちを眺ながめながら、ライナが、


「ってか、なんで見習いシェフの子孫がそんなトップシークレットを守らせられてるのかのほうが、俺としては疑ぎ問もんだけどな……いや、でもまあそれはともかく……」


　と、もうだいぶ掘り返した墓の中から、フェリスを見上げて、


「あのさ、じゃあ、ここ掘っても全然意味ないんじゃないか？　料理七つ道具とか言っちゃってるし……はぁ、なんか、すっごいがんばって掘っちゃったのになぁ……」


　げんなりしながら言う。


　しかしフェリスはまったく表情を変えず、


「その男が噓うそをついていたらどうする？」


「え？」


　言って、ライナは振りかえり、涙なみだを流してほんとに泣いてる男たちを見て……


「いや、そりゃないだろ……もう、このへんで勘弁しといてやろうぜ？　俺たちが黙だまってりゃ、秘密も守られるんだしさ」


　すると男たちがライナにしがみついてきて、


「ほ、ほんとですか!?　ひ、秘密にしといてくれるんですか!?」


　が──そこでフェリスはそんな男たちの首筋へ、またも剣を突きつけ、


「だめだ。さあ、さっさと掘れ。朝は近い」


　そのとき……ライナはほんものの鬼おにを見たと思ったのだった。


　まあそれはともかく。


　ライナたちは墓を掘り続け……やがて、勇者の棺ひつぎを見つけ、それを開き、中に厳げん重じゆうに収おさめられていたいくつかの道具を見つけた。


　中にあったのはフライパン、包丁、鍋なべ……


　思ったとおり、そんな料理道具が七つ……


　男たちはその料理道具を見て、


「最悪だ……これで完全にバレちまった……何世代も隠かくし通してきたのに……俺たち一いち族ぞくの苦労は、全部水の泡あわになっちまった」


　言って、泣き崩くずれた……


　それをライナは困こまったような顔で見て、それからフェリスをにらみつけて、


「はぁ……おまえな～……ちょっと今回はひどすぎるんじゃないか？　フェリス」


　が、いつものごとく彼女はライナの言葉などまるで無視して、掘り起こされた料理道具の中から、包丁を一本、取り出す。


　そして……彼女は突然、それを一いつ閃せんした。


　途と端たん、彼女の目の前にあった鉄てつ製せいの棺が真っ二つに切り裂さかれて……それに、


『な!?』


　男たちは声を失うしなって、驚いた。ライナはもう、彼女の異い常じようなほどの剣の腕前を知っているから、驚きもしなかったが……


　と──フェリスはその、啞あ然ぜんとしている男たちの視線に応こたえるようにして一度わざとらしくうなずき、それから言った。
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「うむ。さすが勇者の遺い物ぶつだな。信じがたい切れ味だ。これがただの料理人の包丁だとは、私にはとても思えないのだが……それでも嘆くのなら嘆くがいい」


　なんてことを言ってから、ぽいっとその包丁を地面に捨てると、


「いくぞライナ」


　すたすたと歩き去っていってしまう。


　続いて、しばらく立ちすくんでいた男たちが、あわててその包丁を拾いあげた。そして、


「ま、まさか、カールウェイドは本物の勇者だったのか……？　じゃあ、俺たちは……解放されたのか？　もう、世間に背を向け……秘密を守り続ける必要はないのか!?」


　続いて、


「信じられない。でもこれは事実なんだ。俺たちは、俺たちは勇者見習いの子孫だったんだ!!」


　わー!!　などなど、さっきとは一転、歓かん喜きの声をあげる男たち……


　それをライナはぽかんと眺ながめたあと……フェリスを追いかけていって、


「おいフェリス。おまえ、もしかして、いまのをやるために、わざと最後まで墓を掘り起こさせたのか？　ずいぶんと今回は優やさしいじゃないか」


　が、フェリスは振りかえらずに、


「なんの話だ？　私は自分の任にん務むをこなしただけだ。ルーナはローランドの同盟国だからな。勇者伝説を失って、ルーナの国こく益えきを損そこなうような出で来き事ごとが起こるのは好このましくない」


　なんてことを、いつもの淡々とした抑よく揚ようのない声こわ音ねで言う。しかしライナはそれに、なぜかにやにや笑って言った。


「へ～。ま、そういうことでもいいけどさぁ……フェリスって実は意外といい奴……」


　がしかし、そこでふとライナは気がついた。どういうわけか、フェリスの手に数本のきらびやかな金きん属ぞくの串くしが握にぎられているのを……


　と──ライナのその視線に気がつき、フェリスはまったく表情を変えないまま、


「ん？　これか？　実は最近手に入れた、王おう宮きゆうに招まねかれるほどの料理人が使ったという串だ……うらやましいだろう？　ふふ。これでだんごを食べるのが楽しみだな」


「っておまえそれって……」


　ライナは言いかけて、しかしそこで言葉をとめた。それからただただげんなりして、


「はぁ。まあ……いいや。んじゃ、次はもう、ルーナでの仕事も終ったし、隣りん国ごくのイエットにいくか～」


「そうだな。イエットにはいったい、どんなだんごが待まち構かまえているのだろうか」


「やかましいわ！」


　なんて会話をしながら、二人は歩いていく。


　空を見上げるともう、夜は明けはじめていた。







（みっどないと・びじねす：おわり）







　くらいまー・くらいまー







　そこから見える景け色しきは壮そう大だいだった。


　天を穿うがつかのように高く、高く、雲さえ貫つらぬき、空へと伸のびている山さん岳がく。そんな、ほぼ垂すい直ちよくに空へと向かって伸びているその断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをライナ・リュートは見上げて、


「……………………まじであほだ」


　呟つぶやいた。いまいち整っていない黒くろ髪かみに、やる気という言葉が死し滅めつしている緩ゆるんだ瞳ひとみ。猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀くを少し寒そうに縮ちぢこめているライナがいまいる場所は、山だった。


　植物のない、岩石で構こう成せいされている寒さむ々ざむとした光景の山……


　そこで断崖絶壁をしばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめていたライナは振ふりかえって、


「っていうかフェリス、おまえ正気か？　こんなもんを登るなんて……この山だいたい標ひよう高こうどれくらいあんだよ？　見た限かぎり、雲とかより全然高いぞ？」


　が、その問いかけにライナの目の前にいるひどく無む表ひよう情じような美女が、淡たん々たんとした抑よく揚ようのない声こわ音ねで答えてくる。


「ん。問題ないな」


　艶つややかな長い金きん髪ぱつに、信じられないほど整った顔。革かわ製せいの鎧よろいを着こみ、腰こしには華きや奢しやな腕うでにはそぐわない、長ちよう剣けんを差している。


　あきらかにそれは、これから登山──それも、とんでもない高さの断崖絶壁を登っていけるような格かつ好こうには見えないのだが……


　フェリスはやはり感情のとぼしい声音で、


「隣りん国ごくのイエット共和国にいくには、この山を越こえなければならない。だから登る。問題があるとは思えないが？」


「思えないが？って……こんなん登って、間ま違ちがって落ちたら確かく実じつに死んじゃうんだぞ？」


「落ちなければいい」


「…………いや、そういう問題じゃ……」


　そんな、滅め茶ちや苦く茶ちやな答えを返してくるフェリスに、ライナはしばらく呆然と言葉を失ってから……


「……ってかさ……さっきからずっと気になってる、一番の疑ぎ問もんがあるんだが……確たしかにイエット共和国は、このとんでもなく越えるのが無理そうな山に囲かこまれてるせいで、あんまり他の国と国交を持ってないけど、それでも唯ゆい一いつここルーナ帝てい国こくとは海路でつながってんだよな。ってことは、船ふな便びんが出てるわけだ。それをなんでおまえは無む視しして、これを登ろうとするんだ？」


　と──フェリスはそこでなぜか、ライナから顔をそむけ、


「…………ん。あれだな。船という逃にげ場のない密みつ室しつ空間で、おまえのような色しき情じよう狂きようと一いつ緒しよに過ごすのはさすがの私も……」


「いや……もし仮かりに、百万歩譲ゆずって俺おれがおまえを襲おそったとしても、次の瞬しゆん間かんに海に浮ういてるのは俺の死体だと思うけどな……って、ンな話してるんじゃなくて！　俺の質しつ問もんに答えろよ。なんで船に乗らないんだ？」


「……………………ではあれだ。おまえはあの噂うわさを知らないのか？　この海には定期的に海うみ坊ぼう主ずが……」


「はいそこ噓うそ！　ってか、なにごまかそうとしてんだ？　おまえらしくないな。ほら、正直に言ってみ。本当の理由はなんだ？　さっさと吐はいてすっきりしちまえよ」


　言って、ライナがじーっとフェリスを見つめると……彼女はさらに顔をそむけ、しばらく沈ちん黙もくしてから……ひどく小さな声で……


「……私が船に酔ようからだ」


　ぽそりと言った。それにライナはといえば、


「…………………………」


　すぐさま踵きびすを返し歩き出した。


「さて、んじゃ、船に乗りにいこうか～」


「船はだめだ」


「いーやーだー!!　そんな理由で、こんな山に命賭かけたくなーい!!　だいたい俺はめんどくさいのは嫌きらいなんだよ！　こんなん登ったら息いきが切れるじゃ……あう」


　瞬間、フェリスの腰からキュィンと剣が抜ぬき放たれるような音が聞こえて……





　そんなこんなでしばらく後。


「うう……やだなーめんどくせぇなー」


　なんてことを言いながらも、結けつ局きよくライナは剣で脅おどされながら、この山の一番登りやすいとされているポイントにやってこさせられていた……


　そこは少し開けた場所で、崖がけの横にいくつかの小屋があり『なぜ山に登るかって？　なぜならそこに山があるからさ』とか言っちゃいそうな髭ひげ面づらの男たちが何人も集まっていた。


　と──そんな男たちのうち数人がライナたちを見て、


「よぉあんたら、見かけない顔だなぉ。そんな格好で、まさかこの山を登ろうってんじゃあないだろうし……」


　突とつ然ぜん近づいてきた。続いて次の、これまた髭面の男が、ライナたちを嘲あざけるように笑って、


「おいおいリックなに言ってんだよ。そんなわけないだろう。この山はこのへんじゃ登るのが一番厳きびしい、俺たち山登りクライマーたちの聖せい地ちベスルード山だぜ？　こんななんの装そう備びもしてないトーシロに登れるかよ」


「そ、そうだよな。ってことはあんたら観かん光こうか？　なら、あんまりこの山には近づくなよ。この山は普ふ通つうの山じゃないんだ。なんてったってこの山には……ほんものの神が住んでるんだからな」


　そんなことを言い合う髭面の男たちに、ライナはため息をついて小声で、


「ほらなぁやっぱこの山、素人しろうとが装備もなしに登るなんて無む謀ぼうなんだって。それをこのアホは……」


　瞬間！　キュィンと……


「ああもうわかったから!?」


「ん」


　それからフェリスは目にも止まらぬ速はやさで剣を収おさめると、髭面の男たちを見まわして、


「神だと？　なんだそれは？」


　言うと、髭面の男たちは目を丸くして、


「は？　おまえらそんなことも知らずにここに観光にきたのか？　まあいいや。じゃあ説明してやるから、それ聞いたらさっさと帰れよ。えーと、なにから話すか……とりあえずは、ほとんどの山で信しん仰こうされてる神は、大たい抵てい女め神がみだっての、おまえら知ってるか？」


　が、それにフェリスは首を振り、ライナは、


「あ～……なんか、そんな伝でん承しようは読んだことあるなぁ。確か山の女神ってのはどいつも化ばけ物ものみたいな外見で、おまけに嫉しつ妬と深くて女が山に登ることを許ゆるさないとか、そんな言い伝えだろ？　女が山に入ると自然災さい害がいが起こるとか……まあ、迷めい信しんだろうけどさぁ」


　それに男たちはうなずき、


「ああ。だが、それは他の山での話だ。この山は、少し違う。このベスルード山には、本当に女神が住んでいる。おまけに……」


　そこで、男たちの顔が急に緩み、


「とんでもなく美人の女神様だ……俺たちはあの女神様のためなら死ねる。今日だって、貢みつぎ物ものを持って登るつもりだったんだが……」


　と、そこで突然男たちはフェリスを見て、


「だがおまえもすげぇ美人だよな。人間離れしてる。まさかおまえも女神ってことは……いやだが、鎧を着ているところを見ると、おまえ男か？　まさか女神様を嫁よめにもらいにきた男の神とか。だ、だめだぞ。俺たちの女神様は渡わたせねぇ！　絶対登らせないからな！」


　なんてことを言ってくる……もちろんフェリスは正しよう真しん正しよう銘めいの女なのだが……ここルーナ帝国ではなぜか、女は絶対に軍ぐん務むにつくものではないと思われているため、鎧なんかを着ているとたびたびこんな誤ご解かいをされるのだ。だからライナはとりあえず訂てい正せいをしておいた。


「おまえら、なんか勘かん違ちがいしてるかもしれないが、フェリスは女神や男なんかじゃなくて、正真正銘の悪あく魔ま……うぎゃああ!?」


　と、なぜか悲ひ鳴めいが聞こえたような気がしたが、それはともかく、フェリスが言った。


「なるほど。だが、心しん配ぱいするな。確かに私は人間レベルを遥はるかに超ちよう越えつした驚きよう天てん動どう地ちの美人だが、人間だ。まあ、その女神とやらが私の美び貌ぼうに陥かん落らくするのは勝手だがな」


「ってだからおまえ、普ふ通つう美人って自分で……うぎゃああああああああ!?」


「ん。さてライナ」


「…………は、はい……なんでしょうか？」


　と、いつのまにか瀕ひん死しで地面に倒たおれていたライナが息も絶たえ絶だえに答えると、フェリスは彼の襟えり首くびをつかんで引き上げ、


「山を登るぞ」


　すると、髭面の男たちがあわてて、


「だ、だめだって言ってるだろ！　女神様があんたに惚ほれたら……いや、そうじゃなくても、よそものがこの山に登ることを女神様はひどく嫌いやがるんだ。もしあんたらを俺らが通したら、俺らは女神様の神しん罰ばつで……」


　が、フェリスはそんな男たちの声などまったく聞かず、ライナの襟首をつかんだまま、


「いくぞライナ」


　瞬間、フェリスはほぼ垂直の壁かべを駆かけだした。勢いきおいをつけて五、六歩壁へき面めんを蹴けりあがり、一気に壁を駆けあがる。勢いがなくなると途と中ちゆうで壁に剣を突つき立ててぶらさがり……再び同じ動作を繰くり返してあっというまにかなり高いところまであがってから……言った。


「重い。自分で登れ」


　それにライナは、


「いや……できればそういうことは、最初から言ってくれないか？　おまえが登ってる間、崖の壁に何度も頭をぶつけたんだけど……」


「ふふ」


「っておまえワザとか!?」


　なんて会話をしながら、ライナは適てき当とうな岩に片かた手てでぶらさがって、やる気なさそうに反対の腕で光の魔ま方ほう陣じんを描えがきはじめた。そして、


「求めるは光こう陣じん〉〉〉・縛ばく呪しゆ」


　途と端たん、描かれた魔方陣から光の縄なわがあらわれ……ライナはそれをつかむと、
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「目標の岩を捕ほ縛ばく──捕縛後収しゆう縮しゆく」


　呟つぶやく。瞬間、手にした光の縄が一気に伸び、目で見えるぎりぎりの高さにある岩に巻まきつくと、そのまま縮ちぢまっていく。ライナはそれに引っ張りあげられながら、


「あ～めんどいなぁ……眠ねむいなぁ……」


　どんどんと山を登っていってしまう。


　それをフェリスは確かく認にんすると、


「ん」


　さっきライナをつかんで山を登っていたときとは違う軽けい快かいなステップで、まるで平地を走るのとかわらないような勢いでとんとんと、剣も使わず、ほとんど垂直の崖を駆けあがっていってしまった……


　そんな二人の後ろから、


「こ、この山は、このへんでも一番登るのが難むずかしい危き険けんな山なのに……それを……やっぱりあいつら……人間じゃねぇ……」


　なんて言葉が、かすかに聞こえたような気がした……





　しばらく後。


「すごい！　たっか───い!!」


　やはりさっきの崖の麓ふもと。


　そびえ立つ山岳を見上げて、ミルク・カラードは叫さけんでいた。亜あ麻ま色いろのポニーテールに、愛らしい童どう顔がん。ささいなことでも、目を輝かがやかせて喜ぶお子様な──もとい、純じゆん粋すいなこの少女は、まだ十六歳さいにして、ローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たい隊長の役やく職しよくにあったりする……はずなのだが……ミルクは後ろからついてきている、あきらかに彼女よりも年上な部下たちを振りかえって、


「ねえねえルークルーク！　これ登るんだよね！　まだ？　まだ？　早く登ろうよ～」


　それにルークと呼ばれた、まだ二十五歳のくせに白はく髪はつの男が、困こまったような、それでいて、ミルクをかわいくてたまらないような保ほ護ご者しやの表情で、


「ミルク隊長。いくら楽しい登と山ざんだと言っても、あんまりはしゃぐと怪け我がをしますからね。わかってますか？」


「うん！」


「じゃあ、登山の支し度たくをはじめましょうか」


「やったー！　やっまのぼりー♪　やっまのぼりー♪　いえーい!!」


　と、鼻はな歌うたを歌いながら、背中のクマさんのかわいいアップリケがついたリュックから、登山道具を取り出しはじめる。それをルークや、他のミルクの部下たちは、微笑ほほえみながら眺ながめて……部下の一人、リーレが言った。


「しかし楽しい登山と言っても……この山を『忌いみ破やぶり』たちが越こえようとしているという情報があるんですよね……」


　するとルークはその言葉にうなずいて……


「ああ。できればもう、あの『忌いみ破やぶり』たちには会いたくないんだが……隊長があのライナって男を忘わすれてくれればなぁ……」


「あんなやる気のなさそうな男に、隊長をお嫁よめにやるわけにはいきませんしね……」


「むむむ……」


　などなど、ルークたちが父親役の悩なやみに頭をかかえたり……はたして、彼らは自分たちの本来の任にん務むは覚おぼえているのだろうか……？


　まあそれはともかく。


　やがて準備は終わり──


「じゃあ、山を登っちゃおー!!」


　ミルクが笑顔いっぱいに言った。それにルークたちもうなずいて……とそのとき、


「お、おいおまえらちょっと待て」


　突然髭ひげ面づらの男たちが声をかけてきた。


「おまえら、まさかこの山を登るつもりじゃないよな？　わかってないかもしれないが、この山は神しん聖せいなうえに、このへんじゃもっとも登るのが難しいと言われている山で、俺たちみたいな熟じゆく練れんの山登りクライマーじゃないと……」


　が、髭面の男がそんなことを言っている間にも……


「やーまのーぼりー♪　やーまのーぼり♪」


　ミルクは鼻歌まじりにさっさと壁に鋲ハーケンをうちこみ、たくみに縄ザイルをたくしあげながら、すごい勢いで崖をのぼっていってしまう……


　その動きはなめらかで、さすがローランド帝国軍部のエリートと言うべきだろうか……


　続いてミルクの部下たちも、


「あー待ってくださいよミルク隊長～」


　と、これまた簡かん単たんに崖を登り始める。


　ミルクはそれに振り向いて、


「あ！　ムー!!　だーめー。つかまらないもーん♪」


　そうしてミルクたちは、鼻歌まじりに崖を登っていってしまったのだった……





　数分後。ミルクたちを呆然と見上げていた髭面の男たちが……


「さっきの奴やつらといい、あいつらといい……あんなにいとも簡単に俺たちの山を……」


　言ってから、また放心状態のような様子で立ち尽つくす。とそこで、一人が急になにかを思いついたように顔をあげて、


「あ！　そ、そんなことより、また部外者を通しちまったぞ。どうする。女神様に怒おこられるんじゃないか？」


　その言葉に他の髭面たちも一いつ斉せいに顔を見合わせ、それから蒼そう白はくになって、


「や、やばい。どうする？　こないだ女神様怒らせたときは、何人も半殺しの上に三か月間貢みつぎ物もの倍に増ふやさせられたし……」


「なんとかあいつら止めないと!?」


「そ、そうだな。よし。いま上に登ってるやつらに魔法で報しらせを送れ！　あいつらを上までいかせるわけには絶対いかないぞ!!」


『おう！』


　と、髭面たちはあわてて動き出したのだった……





　場所は変わって……


　天と呼んでもいいような場所に、ライナたちはいた。まわりには薄うすく雲がかかっている。下を見ると……地面なんかもう、まるで見えないどころか、ちょっとした山もはるか下のほうにあったりして……


　そんな場所に、ライナは、崖に引っ掛かけた光の縄に足をからめて、逆さかさまにぼへーっとぶら下がっていた。フェリスはといえば、そんなライナの顔の横で壁に突き立てた剣にちょこんと腰をおろし、足をぷらぷらさせながらいつもの無表情で空を眺ながめている。


　手にはどこから出したのか、串くしに刺ささっただんごが携たずさえられていたりして……


　ちょっと落ちれば即そく死しのこの状じよう況きようで、二人はほのぼのしていた。


　まわりには二人のほかに誰だれもいない。


　正真正しよう銘めい二人きり。


　そんな状況で二人は……


「はぁ……俺ぁもう疲つかれたよフェリス……だいたいさーこんな山登りとかって俺は嫌いなんだよなぁ……だるいし、眠ねむいし……」


「うむ。こんな状況でも眠くなるようなおまえの鈍どん感かんさには驚おどろかされるな」


「って、こんな状況でだんごぱくついてるような奴に言われたくないけどな」


「ん。だんごは別べつ腹ばらだ」


「いや、そりゃだいぶ意味が違うと思うんだが……まあいいか。じゃ俺にも一個よこせ」


　するとフェリスは一瞬目を細め、それからライナの口元にだんごのついた串を差し出して、ライナがあーんと口を開ける。はたから見たらもう、完全にラブラブカップルにしか見えないが……


　その会話は……


「ふむ。ほれ、エサの時間だぞライナ」


「って犬かよ俺は……いや、もう反はん論ろんする気力はないけどさ……」


　とそのときだった。突然、鋲ハーケンが一本、すごい勢いで彼らのもとに飛んできたのは……


「ん？」


「なんだ？」


　しかし、ライナたちが驚く間まもなく、さらに次々と鋲ハーケンが飛んでくる。ライナたちはそれを、いとも簡単によけてしまうが……


　そしてまわりを見ると、いつのまにやら彼らのまわりには、さっき崖の麓で見たような、髭面の男たちが数人、崖にはりついて一いち様ようにこちらを見ていた。


　あいかわらず鋲ハーケンは次々飛んできて、


「よ！　っと……うわ……って、ちょ、ちょっと待てって。なんだよ！　おまえらなんで攻こう撃げきしてくんだ？　俺らがなんか……うお、って、こいつら全然話聞きやしねぇ……どうするフェリスこれ……」


　するとフェリスはこんな状況でもやはり顔色一つ変えず淡々とだんごをぱくつきながら、


「私はいま忙いそがしい。おまえいってなんとかしてこい」


「はぁ？　忙しい？　っておまえ……だんご食ってるだけじゃねぇかよ！」


　と──


「だんご食ってるだけ？　おまえ、いまだんごを馬ば鹿かに……」


　瞬間、ものすごい殺さつ気きがフェリスから噴ふき出したような気がして……


　ライナはあわてて、


「あ、えっと……そ、そうだよな。忙しいよな。なんか俺、ちょっとがんばってくるわ」


「ん」


「…………はぁ」


　もうため息しかでなかった……


　そんなこんなで、ライナはげんなりしながら、まわりを見まわした。まわりにはあいかわらず鋲ハーケンを投げ続ける髭面の男たち。男たちはなぜか涙なみだ目めで、


「この！　この！　くそぉ！　なんで鋲ハーケンが当たらないんだ！　もしこんなところ女神様に見られたら……女神様に見られたら……」


「急げ!!　もう時間がないぞ。ここは女神様のテリトリーだ!?」


　それにライナは逆さまのまま頭をかいて、


「女神って……だからんなもん迷信だろ？　なにをそんなに真しん剣けんに怖こわがってんだか……でも、どうすっかなぁ……攻撃するわけにもいかないし、逃にげるったって、そうそう簡単じゃないし……ま、やってみるか……」


　そして動き出した。光の縄で体を支えながら壁をのたのたと移い動どうする。その動きは本当にやる気なさそうで、眠そうで……なのになぜか、男たちの鋲ハーケンはまるで当たらなくて……


　ライナはゆったりとした、それでいてなめらかな動きで、あっという間に髭面の一人のところへと到とう着ちやくしてしまった。


　そのまま髭面の男の前に半眼の顔をだし、


「だ～からやめろって言ってんだろぉ」


「う、うわぁ!?　いつの間に!?　くう、殺すなら殺せ！　どうせ女神に見捨てられるくらいなら、俺は生きていたいとは思わない!!」


「っておまえなぁ……なんか俺のこと、えらい悪者みたいに言ってるけど……俺はおまえらを殺さないためにわざわざ……」


　が、そこで他の髭面たちが、


「テリー!?　くそ！　テリーが、テリーが殺やられちまう!?」


「ま、待ってくれ！　テリーを殺さないでくれ!?　お、俺たちが悪かった!?　俺たちはもう手を引くから、頼たのむ！」


　なんてことを言われてますますライナは憮ぶ然ぜんとした顔になって、


「だから俺は……」


　が、その言葉も、今度はうしろであいかわらずだんごをぱくついているフェリスに、


「無理だな。その男は幼よう児じ誘ゆう拐かいから男だん色しよくまでこなす、悪魔のような男だ。観かん念ねんしてその男に身を捧ささげろ」


　瞬間、男たちは目に見えて顔を真まっ青さおにし、


「ひいいい!?　ほ、本物の変へん態たい……それだけは許ゆるしてくれぇええええええ!?」


「……………………はぁ……ああ、もう、手っ取り早く終わるならそれでいいよ……んじゃ、もうおまえら攻撃しないな？　俺たちは登ってくけど、離れてろよ？」


　その言葉に、涙を流しながら男たちはこくこくとうなずく。しかしそこで、


『ほう。それは貴き様さまら、このエステラを裏うら切ぎるということかえ？』


　突然、あたりに声が響ひびきわたった。


　妙みように艶つやっぽい、それでいて、幼おさなさのまじるような女の声質。それにライナは、


「んぁ？　なんだ？」


　まわりを見まわしてみるが、やはり髭面の男たちしかいない……


　が、その髭面の男たちは今度こそ本当に絶ぜつ望ぼうしたような表情になって、


「め、女神様!?　ち、違う!?　違います!!　そ、そんな、俺たちは女神様を裏切ろうなんて……」


『では、どういうつもりで、きゃつらをこの山へ通した』


「そ、それは……」


『もうよいわ！　おぬしの言い訳わけなど、聞きとうない。あとでたっぷりお仕し置おきじゃ。さっさと下山して沙さ汰たを待てい』


「は、はい……」


　言って、髭面たちはすごすごと下山していく……それを呆然とライナは眺ながめてから、再びフェリスの横まで戻もどり、


「おい、なんなんだこれ？　本物の女神だと思うか？」


　が、フェリスは興きよう味みなさそうに一言。


「どうかな」


　とそこで、


『そこの男と女。貴様ら、わらわの地へ勝手に侵しん入にゆうして、ただで帰れるとは思ってなかろうな』


「へ？　男と女？　おまえ、フェリスが女だってわかるのか？　鎧着てるのに……ってことはおまえルーナの人間じゃないな」


　すると女の声はまるでライナを馬鹿にしたような声音になって、


『なにを言っておるのやら。わらわは女神ぞ。人間風情ふぜいと同じように考えるな』


　が、ライナはそれに肩をすくめて、


「女神……ねぇ。あんなこと言ってるけど、どう思うフェリス。俺は、全然信じてないんだけど……」


「ん。どうせはったりだろう。私を超える美び貌ぼうの持もち主ぬしなどいるわけがない」


「おまえ……それ言ってて恥はずかしくないのか？」


「…………べつに」


「って、顔赤いじゃねぇかよ。まあ、んなことはどうでもいいや。でも、俺も信じられないなぁ……本当にそうだってんなら、証しよう拠こ見せろよ証拠。じゃなきゃ帰っちゃうぞー」


　などなど、雲がかかるような崖の上で、突然山の女神が登場しているのに、ライナたちはまったく緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもなかった……


　むしろ、手て品じな師しに、タネあかせーと野や次じを飛ばすたちの悪い客のような態たい度ど……


　それに……


『ぬぬぬぬ。聞いておればどこまでも馬鹿にしおって……よかろう、証拠を見せてやる』


　声はさらに興こう奮ふんし、そして……


　突然あたりにある雲が飛び散ちった……


　それに対してのライナの反はん応のうは……


「おー……すごいすごい」


　やはり緊張感ゼロだが……


　そして、雲が飛び散り、視界がよくなった場所に突とつ如じよ、人が現れた。


　全身を巫み女こ装しよう束ぞくに包つつんだ、長い黒髪の女……


　その顔は、こちらをにらんでいるせいで多少目つきはきついが、それでも、絶世の美女と呼んでさしつかえのないレベルだった……


　フェリスと同じく、人間離れしている。


　艶つややかな長い黒髪。整った目鼻立ち。きめ細こまやかな肌はだ。年は見た目十六、七歳さいに見える。


　そんな女が、空中に浮ういていた……




[image: ]


　それを見た瞬間ライナは、


「って……う、浮いてる……？　まじで？　飛行の魔法は、難むずかし過ぎてどこの国も開発を断だん念ねんしてるはずなのに……これって……ほんとに女神なんじゃ……どう思うフェリ……」


　が、そう隣となりにいる相あい棒ぼうに声をかけようとして……ライナは言葉を止めた。そのときにはもう、フェリスとそのエステラとか名乗った女神との間に、なぜだかものすごい殺気が、ゴゴゴゴという妙に重い効こう果か音おんつきでうずまいているような気がしたから……


　と──フェリスはいつもの無表情のまま、エステラは勝ち誇ほこった笑えみを浮かべて、同時に言った。


『ほう。その程てい度どの容よう姿しで大言を吐はいていたのか』


　一いち言ごん一いつ句く同じ言葉……


　それからまたにらみあって、


「ん」


「ぬぬ」


　その二人をライナは交こう互ごに見て、


「え、えっと……あの……なんかよくわかんないけど……俺はなんていうか、先に山登ってイエットにいってても……」


　が、そこでエステラが、


「ふふ。逃げるか？　そうだろうな。わらわのあまりの美貌に、尻尾しつぽをまいて逃げるがよいわ」


　瞬間、ザク！　と、ライナの顔の横の壁にフェリスの剣が突つき刺ささった。そして、


「逃げるだと？　誰から？　こんな辺へん鄙ぴな山でお山の大たい将しようを気取っている、髭ひげをはやしたほうがお似合いの女神から逃げる必要など感じないな」


「なにを!?　言わせておけば。もう許ゆるさんぞ。神罰じゃ！　わらわが滅ほろぼしてくれる！」


「ん。かかってこい」


　刹せつ那な、フェリスの剣が閃ひらめき、それと女神が高速で放ったなにかが交こう錯さくして……


　ライナはそれを見て、


「あら？」


　声をあげた。それから目を見開く。途と端たん、彼の目に、朱しゆの五ご方ほう星せいが浮き上がる。


　すると彼の特とく殊しゆな瞳は一瞬にして、その場に発動している魔法をすべて処しよ理り、解かい析せきして、さらには自分のものとしてしまう……


「って……これって……」


　と──エステラが手から雷いかずちを放ち、それをかわしてフェリスが跳ちよう躍やくする。そしてエステラを蹴けり飛ばすと同時に、自分の腰こし紐ひもをほどき、剣に巻きつけて壁へと投げつけ、それを手がかりに体を再び崖にもどす。


　エステラはそれに、


「ぬぬ。おのれ……」


　続いてフェリスも、


「ん。まずいな。場所が悪い。このままでは不利だ……」


　が、そこでライナが言った。


「フェリスあのさ、やっぱりあの女、女神なんかじゃないぞ。いま『複写眼アルフア・ステイグマ』で見てみたんだけど……あいつのまわりに魔法で構こう築ちくされた透とう明めいなワイヤーが崖に張り巡めぐらされてて、あいつを吊つってんだ……空中に浮いてるように見えるけど、あれ普ふ通つうの魔法だ。やっぱり人間だよあれ。たぶん、ワイヤーを切せつ断だんしちゃえば、あいつ落ちるぞ」


　するとフェリスはうなずいて、それからエステラを上から下まで眺めて、


「なるほど。やはり人間か。どおりで……」


　そこで意味ありげに言葉を止める……


　それに、


「貴様！　どおりでなんだ！　続きを言え続きを！　ええいどこまでも癇かんに障さわる!?　しかし……男、よく見み破やぶったな。確かにわらわは、神ではない。イエットの人間だ……もちろん、そこの下げ賤せんな女とは違い、神すら凌りよう駕がする美貌の持ち主ではあるがな」


　言って、気持ち良さそうにはっはっはと笑うエステラ……


　ライナにしてみれば、どっちもすごい美人だが性せい格かくは死し亡ぼうだなと……口が裂さけても言えないようなことを思ったり……


　それはともかくエステラが続ける。


「しかし、そこまで見破られては帰すわけにはいかぬな。わらわはこの美貌で山男どもに貢みつぎに貢がせ、その金でこの山のてっぺんに白い小さな家を建たてていつか現れる白馬の王子様と……ふふふふふ[image: ]」


　と、なんか後半はずいぶんと月つき並なみな夢ゆめを顔を赤らめて言うエステラ。


　それをフェリスは鼻で笑い、


「ずいぶんと小さな夢だな。田舎いなか町まちにこぢんまりとした一いつ軒けんのだんご屋を建て、旦だん那なと二人で店をきりもりしながらだんご屋通信うまいだんごランキング三年連続一位を狙ねらうという私の壮そう大だいな夢とはくらべるべくもない」


「なにを！」


「ふん」


　なんて低レベルな争いを呆然と眺めてから、ライナは自分に光の縄を巻きつけて、それから一つあくびをし、


「じゃあまあそういうことで、俺ちょっと寝るから、決着がついたら起こしてくれる？」


　とそのときだった。


　それが現れたのは……


「ああああああああああああ!?」


　聞き覚おぼえのある、少女の声……


　それにライナは思わず飛び起きて、


「へ？　う、噓うそだろ？　まじでこんなとこまで……？」


　声のしたほうを見る。するとそこには、やはり見覚えがある少女の顔があって……


　亜麻色のポニーテールに、愛らしい童顔。いや、もう説明するまでもないだろうが……


　ミルクだった……


　そこで再びミルクの声が響ひびく。


「ら～い～な～見つけたああああああ!!」


　地の底から響いてくるような声。


　それにライナは震ふるえて……


「こ、怖こわいって……」


　と──ミルクは、こんな高さまで登ってきてるのに、まるで緊張していない軽い動きでどんどん崖を登ってきて、


「おいおいおい……」


　ライナはそれに怯おびえるように光の縄をつたって上へと逃げる。


「あ！　あ！　ライナまた逃げようとして！　んもう絶対逃がさないんだからね!!　ルーク、ラッハ、リーレ、ムー！　ライナを捕ほ縛ばくします！　援えん護ごして！」


「って、こ、ここでですか隊長？　無理ですよ。お、落ちたら死んじゃうんですよ？」


　が、ミルクはあっさり、


「落ちなければ大だい丈じよう夫ぶ！」


　なんて、どっかで聞いたことがあるようなセリフを言い放つ。そして……


「さあライナー!!　いっくわよぉ!!」


　ミルクは両手を壁から離した。そのままひっくり返っていく体を、ルークたちがあわてて押おさえて、


「うわ隊長!?　無む茶ちやしないでください!?」


　悲ひ鳴めいをあげる。しかしミルクはといえば、そんなことはおかまいなしに両手を空間に踊おどらせ、光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。


　それを見たライナは、


「じょ、冗じよう談だんだろ!?　こんなところで攻こう撃げき魔法？　それもそれって広こう範はん囲い魔法じゃねぇかよ！」


　続いてエステラが、


「な!?　広範囲魔法だと？　そんな馬ば鹿かな……それではわらわのワイヤーも……なんなんだきゃつは!?　ま、魔物か！」


　するとそれにフェリスがうなずいて、


「うむ。この男にボロクズのように捨てられ、あまりの恨うらみに悪魔化した女だ。あの女以外にも、この男のせいで次々悪魔と化した女、幼よう女じよ、男を退たい治じする……それが私の仕事だ」


「な……そんな険けわしい運命さだめを貴き殿でんは背せ負おっておられるのか……」


　とそこでライナが、


「っておまえらはなに言ってんだよ。あいつどう見ても人間だろ……確かに迷めい惑わく度どは悪魔じみてるけど……」


　がしかし、そこでエステラがライナのほうをにらみつけて、


「うるさい女の敵てき。嫌いや味みに決まっておろうが」


「いや……嫌味言われる心当たりが俺にはないん……」


　が、そこで得意満面のミルクが、手をびしっとライナのほうへ突き付けて、


「いっくわよーライナ！


　求めるは焼しよう原げん〉〉〉・紅蓮くれない」


　瞬間、ミルクが生み出した魔方陣の中央から爆ばく発はつ的てきな炎ほのおの弾だん丸がんがいくつも放たれて……


「うわわ!?」


「ん」


　ライナとフェリスは同時に跳ちよう躍やくしてさけた。そして一瞬だけ滞たい空くうすると、ライナはフェリスの腕をつかんでから、高速で魔方陣を描き、光の縄を崖に飛ばす。


　が──


　いつのまにかミルクが新しい攻撃魔法を作製していて……


「もーライナ！　よけちゃだめじゃない！　せっかく私ががんばって魔法唱となえてるのにぃ!!　今度こそ、えい！」


　刹せつ那な、再び爆ばく炎えんが生み出され、ライナが光の縄を飛ばしていた場所が、岩がん盤ばんごと吹っ飛んで……


　ライナはそれを見て……


「う、うそだろ……？」


　とそこで、


「ん！」


　そのまま落下をはじめようとするライナの体を踏ふみ台にして、フェリスがもう一度跳躍し、空中にワイヤーで浮いているエステラの足に摑つかまった……


　そして──


「ライナ！」


「くう!?」


　フェリスから差し出された剣にライナは必死でしがみつき……なんとかエステラまでよじ登って一息つくと、ミルクを振り返って、


「おまえなぁ……まじで俺を殺……」


　がそこで、ライナはミルクの様子がおかしいのに気付いた。彼女はライナのほうを呆ぼう然ぜんと見つめ、わなわなと震えている。いつのまにやら涙目になって……


「っておまえ、どうし……」


　しかしいつものごとくライナの言葉はそこで遮さえぎられ……


「な、なんなの!?　どういうこと!?　ま、またそんな美人なだけの女と……それも二人……なによなによ！　空に浮いちゃって！　私だって鳥さんごっこしたいのにぃ！　もう怒ったんだから!!」


　言ってミルクは再び魔方陣を描きはじめ……それにエステラが信じられないという顔で、


「あ、あいつはいったいなんなんだ……」


　続いてライナが半眼で、


「はぁ……俺の人生……どこから間違っちゃったんだろう……」


　さらにフェリスは、ふむとうなずいてから懐ふところからもう一本だんごの串を取り出したりして……


　とそこで、ミルクの魔法が炸さく裂れつし、エステラのワイヤーはあっさり千ち切ぎれ……


「ぬぅ」


「はぁ……」


「……ん……」


　それぞれがそれぞれの悲鳴？　をあげながら、死への急きゆう降こう下かをはじめたのだった……





　奇き妙みようなものが崖からぶらさがっていた……


　風に揺ゆられてゆらゆらと、まるでブランコのように揺れ続ける。


　地面すれすれという場所。


　そこにライナたちはいた。


　壁に突きたてられ、いくつかの魔法で無む理り矢や理り固定された剣に、フェリスが片足でさかさまにぶら下がっている。そしてその両手にはそれぞれ、ライナとエステラの足が握にぎられており……ライナとエステラはその地面すれすれで、地面に衝しよう突とつしないようにエビ反ぞりに硬こう直ちよくしていた……


「ぜ、絶対死ぬと思った……最後の最後で落下が止まんなかったら……」


「うむ。そうだな。わらわも途と中ちゆう何度も死んだおばあさまがわらわの首をしめつけて、許さんぞ～おまえもこっちへこい～と叫さけび狂くるう光景が走そう馬ま灯とうのように……」


「っておまえ……ばあさんにいったいなにしたん……ぐぁ!?　ってフェリス！　おまえなんでわざわざ俺の上に落ちてくるんだよ！」


「ん。いたのか」


「やかましいわ！　いや、もうだめだ俺。人生に疲つかれてきた。ちょっと寝ていいか？」


　なんてことを言って脱だつ力りよくするライナ。


　が、そこで急にまわりが騒さわがしくなり、


「あ、あれ、女神様じゃないのか……め、女神様が……天から降ふってきた……」


「あ、もう一人、あの美形の男もいるぞ……まさか、結婚して女神様、この地を去るんじゃ……そ、そうはさせないぞ！　みんな、女神様を取り戻せ！」


『おー!!』


　なんてことを言って、髭ひげ面づらの男たちが殺さつ到とうし始める……


　おまけに上空からは、


「らーいーなー!?　そこで待ってなさいよー！　絶対逃がさないんだからねぇ～!?」


　と、悪魔の叫び声も聞こえてきて……


「うう……平和は……平和はいったいいつ訪おとずれるのだろう……」


　ライナは頭を抱かかえた。そしてひとしきり嘆なげいて満まん足ぞくすると、やがてあきらめた表情で顔をあげ、


「はぁ……で、どうするフェリス。上からは悪魔がくるし、髭面のおっちゃんたちは襲おそってくるし……」


「うむ。あの悪魔が絡からむと多少面めん倒どうだからな。仕方がない。イエットまでは船でいくか」


　続いてエステラが、


「わらわもそろそろ潮しお時どきだな……ここでは十分稼かせいだし、ここは一度本国へ戻もどって、おばあさまの墓はかにとどめをさしに……」


「っておいおい……」


　というライナの突っ込みも聞かずに、エステラは走り出しながら、


「女。そのときまで、勝負は預あずけておいてやる。今度会ったときこそは、本当の美女は誰なのか、雌し雄ゆうを決しようぞ」


　そして彼女が光の円を描くと、まわりにかすみが発生し、突とつ如じよ消えてしまった……


　それを見た男たちが、


「女神様が、いなくなっちまったぁ！……ま、また俺たちはむさくるしい男ばかりに……き、貴様らのしわざか!?　女神様を返せぇ!!」


　殺気だって襲いかかってくる。


　それにライナはため息をついて、


「はぁ……なんかさ～、俺のまわりに、どんどん迷惑な女が増ふえていってるような気がするのは、気のせいか……？」


「ふむ。まさかとは思うが、それに私が」


「あーはいはい。含ふくまれてないから剣に手をかけるな。んじゃ、殺される前にいくか」


「ん」


　そうして今度はライナが、いまエステラが使った魔法をそのまま模も倣ほうして……


　二人もかすみのように消えたのだった……





　ちなみに後日。この土地に──


　突とつ如じよあらわれた破は壊かいの悪魔から、美しい山の女神を取り戻し、一いつ緒しよにかすみの中へと消えていった美貌の勇者伝説というのが生まれたのだが……


　風のたよりにそれを聞いたライナが、


「………………一番の被ひ害がい者しやだった俺のことはまったく無む視しなのか……？」


　と、呟つぶやいたのは、かわいそうだから聞かなかったことにしよう……







（くらいまー・くらいまー：おわり）







　ぱいれーつ・あたっく







　近くに海があるというのは、空気の匂においをかぐだけでわかるものだ。


　磯いその香かおり。しっとりとうるおった空気。


　海のはるか向こうには、まだ誰だれもみたことのない、なにかがあるんじゃないか？　そんな光景に想おもいを馳はせる人々……


　夢ゆめや郷きよう愁しゆう、風情ふぜいに満ちた雰ふん囲い気きがそこにはある。


　しかし……どこかはるか遠い場所から吹ふいてきたのかもしれない、塩しお気けを含ふくんだ潮しお風かぜに顔をしかめると、


「うぁ、なんだこりゃ……空気がしょっぱい……顔がベタベタする……気持ちわる……」


　ライナ・リュートは風情もくそもない、気けだるげな口く調ちようで言った。


　いまいち整えきれてない黒くろ髪かみに、やる気なく緩ゆるんだ黒目。猫ねこ背ぜ気ぎ味みの長身瘦そう軀くからは、怠たい惰だと惰だ性せいといった雰囲気が垂たれ流されている。そんなライナが、やはり眠ねむそうな様子で、隣となりにいる美女に向かって、


「で、どうする？　俺おれたちは越えつ境きよう許きよ可かをもらってるわけでもないし、正せい規きのルートでルーナからイエットには入れないだろうから、やっぱ、密みつ航こう船せんとかを探さがして乗らなきゃいけないのかな？」


　すると艶つややかな長い金きん髪ぱつを潮風になびかせながら、こんな潮風の中でもまったくベタつくということを知らない白はく磁じのような肌はだを持った美女、フェリス・エリスが……


　いつものまったくの無表情で、


「ん。そうだな。とりあえずはこの街まちで一番うまいだんごを手に入れる必要があるな」


「……おまえ、俺の話聞いてたか？　俺は船の話をしてたんだぞ？　なんでだんごの話になってんだよ」


「うむ。花よりだんごというではな……」


「意味がちげぇよ意味が!!　ってか、いくらおまえが船が苦にが手てだからって、もうちょい協力的になれよなぁ……そうじゃなくたって俺、『よし密航船を探そうぜ！』とか、『次はどうしたらいいだろう？』とか、前向きな考え方はめんどくさくて嫌きらいなのにさ……」


　なんて会話をかわしている二人がいまいる場所は、港街だった。ルーナ帝てい国こくからイエット共和国へと船が出ている唯ゆい一いつの港……


　フェリスはしぶしぶうなずいて、


「……で、この港街の情報は？」


　するとライナは頭の隅すみから記き憶おくを引っ張ぱり出してきて言った。


「えーっと……確か名前はカーラル。ルーナ帝国からイエット共和国へ入ることができる唯一の船ふな便びんがでてる場所……いや、こう言ったほうがいいか。イエット共和国へと入ることのできる、唯一の場所だよ」


　しかしそれにフェリスはじろりとライナを見み据すえて、


「唯一？　噓うそをつくな。イエットにはベスルード山を越こえれば入ることができるではないか」


「…………ってか、それをやるのが嫌いやだから俺はいま、眠いのこらえてめいっぱいやる気になってんだろうが……おまえさ、前も言ったけど、ベスルード山って標ひよう高こうどんだけあると思ってんだよ……雲より高いんだぞ雲より。普ふ通つうの奴やつらはあんなのは登らねぇんだよ」


「だが我われ々われなら……」


　それを遮さえぎるようにライナは手をあげて、


「ちょい待ち。おまえの言いたいことはわかってる。ここにくるまでに何度もこの会話は繰くり返したからな……確たしかにこないだは登れそうだったが……だが、とんでもない高さから落ちて死ぬ思いして、『やっぱり船便にしよう。疲つかれたし……』ってな話になったんじゃなかったのかよ？　もういい加か減げんにあきらめろって。いくらおまえが船に弱かろうと、俺はもうあの山を登るのは嫌だからな！」


　それにフェリスはライナから綺き麗れいな顔をそむけ、切れ長のあでやかな瞳ひとみを地面に伏ふせるようにしてから、


「………………ちっ」


「ちっじゃねえ!!」


　そんなこんなを言いあいながらも、二人はとりあえずは密航船の情報を得るために酒さか場ばへと繰り出そうとして……


　しかし、


「は？　なんだありゃ……？」


　ライナはふと、奇き妙みようなものを見つけて、そんな声をあげた。


「ん？　どうしたライナ？」


「いや……あれなんだけどさ……」


　そう言ってライナが指差した先には、わりと大きめな、一軒けんの家か屋おくが建たっていた。長年の潮風にさらされたせいか、情じよう緒ちよ溢あふれるさびた感じの味のある建たて物ものだ。そこに一枚まいの看かん板ばんが堂々とかかっており、そこには臆おく面めんもなく、


『密航船はじめました。ご用のかたはお気軽にお声をおかけください』


　なんてことが書いてあって。


　気安かった。法を犯おかして密航船をだすのが、『あら、つい買い忘わすれちゃったわ。ちょっとすぐそばまでネギ買いにいってくるわね』くらいの気安さで書かれている……


　それにライナが半はん眼がんで呆ぼう然ぜんとしていると、フェリスが言った。


「………………密航船とは、あんなにも堂々としているものなのか？」


「……っていうか、堂々としてたら密航もくそもないだろう……一いち応おう密航っていったら、法を犯して海外へ出ることなんだし……」


「で、どうする？　あそこに頼たのむのか？」


「う～ん……まあ、とりあえず、あれ以外に手がかりないといえばないけど……」


「なら問題ない。いくぞ」


　と、ずんずんその小屋に向かって歩いていってしまうフェリス。


　それを後ろから眺ながめて、


「おまえ、ちょっとは疑うたがうとかしないのかよ……」


　言いながらも、ライナも渋しぶ々しぶそれについていったのだった。





　建物の中は、意外な盛もりあがりを見せていた。俺たちが海の男だといわんばかりの、よく日に焼けた腕うでっ節ぷしの強そうな男たちが、まだ昼下がりの時間から酒を酌くみ交かわしてにぎわっている。そんな男たちの間を抜ぬけて、店主らしき中年の人物がなにやらいそいそと酒の用意をしているカウンターまでライナたちが歩いていくと、その店主はにこやかに、


「毎度。見かけない顔だねぇ。なににする？　酒かい？　それとも船員でも集めてるなら、声をかけるが」


　それにライナはなにげない口ぶりで言った。


「いや、密航船をだしてるって外の看板を見てきたんだけど……」


　それに店主はあっさり、


「ああ、だしてるよ」


　認みとめる……もう、誰にはばかることもない、満面の笑えみで、


「なにを隠かくそう、うちは密航船の老舗しにせだからね」


「ってか密航船なんだから少しは隠せよ！」


　と思わず突つっ込こんだライナに、フェリスが横から、


「ん。おまえもな。たびかさなる後ろぐらい婦ふ女じよ暴ぼう行こうの遍へん歴れきを『俺こそはマスター変へん質しつ者しやだ！』だのと、自じ慢まんしてまわるのは人間としてどうかと思うぞ」


「……俺はンなことしてないし、自慢もしてないじゃないかよ」


「ん？　そうなのか？　そのわりにはいくさきいくさきでおまえの噂うわさが……」


「おまえが流してんだろうが!!」


　そう怒ど鳴なってから頭を抱かかえ、ライナは疲れた声こわ音ねで、


「……ああ、ちょっとおまえ黙だまってろ。会話にならないから……ったく、今回だけは俺ががんばらないと、山登りなんていうワイルド生活に逆ぎやく戻もどりだからな……よし……がんばれライナえいえいお～……」


　と、元気一いつ杯ぱいのセリフを、死んだように気だるい声音で言う。それから顔をあげて、


「で、おっさん、密航船がこんな堂々としてて平気なのかよって話まで話は戻るんだが……？」


　それに店主は納なつ得とくしたというような表情で、


「なるほど。お客さんはこのへんの人じゃないんだね。イエット共和国は、越境許可を持たない密航船を、黙もく認にんしてるんだよ」


「へ？　黙認？」


「ああ。なんでも密航船が出入りしたほうが、国に活気が出て経けい済ざい効こう果かあるとかなんとか言い出した奴がイエットの経済学者の中にいたとかいないとか、そのへんはまあよくわからんが、とにかくあそこは妙みような国なんだよ。全すべては金かね次し第だい。治ち安あんうんぬんはさておき、自分の身は自分で守れみたいな国でね。そんな奇妙な制せい度どのせいで、犯はん罪ざい者しやが逃にげてきて建てた国だとか言われてんのかもなぁ」


「なるほど」


　ライナはうなずいて、


「なんだってさ、フェリス。どうもここで船の手配してもらえば、イエットまで簡かん単たんにいけそうだ。ラッキーだったな」


「うむ。おまえのようなハイレベルな犯罪者ともなると、入国許可は絶対に下りないからな。毎度毎度苦労させられる」


　と、あてつけがましく言ってくるのを、


「はいはい。おまえがなんと言おうと今日の俺は前向きに船旅するぞ。もう絶対山登りなんてしないと決めたんだ。なんてったって、船の上では昼ひる寝ねもできるしな。よし、じゃあおっさん、俺たちイエットに入りたいんだが、どっかの密航船にいれてくれないかな？」


　その言葉に、しかし、店主は表情をくもらせ、


「それが、いまは船がだせないんだよ……」


「は？　なんで？」


「いや、最近、海かい賊ぞくがでるもんで」


「って、海賊くらいどの海だってでるだろう？　それに密航船っていうくらいだから、それもおおっぴらに法を犯す大だい規き模ぼな密航船なんだし、海賊とほとんどかわんないようなシロモンだろ？」


　言ってから振ふり返り、海賊なんかよりも全然性た質ちの悪そうな、荒あらっぽい海の男たちを指さす。


　しかしそれでも店主は顔をしかめ、


「もちろん密航船にかけちゃ、創そう業ぎよう六十年の歴史を誇ほこるうちの看板にかけても、海賊にびびって船がだせないなんて言いたくはないが、今回の海賊はちょっとレベルが違うんだよ。なんせ……竜りゆうをしたがえてる……」


「竜？」


　あきれた表情でライナが言った。


「なんだそりゃ？」


「噓じゃないんだ。もう、何人もが見てる。突然船が火を吹ふく竜に襲おそわれ、続いて海賊たちが船に乗り込んできて略りやく奪だつの限かぎりを尽つくす。奴らはなんでも、海竜団だんと名乗り、海の女め神がみに祝しゆく福ふくされた海賊だから、竜をも使し役えきできるとかなんとか。さすがにそんな状じよう況きようで船はだせんよ。ほとぼりがさめるまでは、護ご衛えい船せんのないイエットいきの船はだしたくないんだ」


　そんな話だった。


　するとそこでフェリスが、


「な？　海は危き険けんなのだ。ここはやはり、一度戻って、あの山を越え……」


「はい却きやつ下か。絶対嫌いやだ。ってかさ、海賊くらいならおまえ一人でも楽勝だろうし、竜なんてのはでたらめだろうし……なんの問題もないだろう？」


「なにを言っている。私のような可か憐れんでか弱い乙おと女めに、海賊など退たい治じできるわけがないだろう」


「……ってか、おまえのどっからか弱いって言葉がでてくんだよ。むしろ無む敵てきって言葉のほうがあってんだろうが」


「……ふ。甘あまいな。私の船ふな酔よいのレベルはそんなものじゃない。意い識しきがまったくなくなるのだ」


　それにライナは目を丸くして、


「へ？……まじで？　おまえ、そんなに船に弱いのか？」


「だから言っているだろう。でなければ、これほど船を嫌がったりはしない。昔一度、家の池で小船を浮うかべて乗ったことがあるが、次に目をさましたときには、ベッドの上だった。気を失うしなってからの記き憶おくはまるでなく、おまけにまわりのものはなぜか、青い顔をして二度と船には乗るなと私に厳げん命めいしてきた。そんな私が、海賊を退治できると思うのか？」


「ってか、おまえんちの池が船を浮かべられるほどでかいってののほうが、俺は気になったけどな……さすが貴き族ぞくだな……いやまあ、それでもだ。海賊の相手は……めんどいし、眠いし、やりたくないが……まあ、百歩譲ゆずって俺ががんばっとくから、おまえは寝ねとけ。どちらにせよ、あの山越えてイエットいくよりは、こんな場ば末すえの海でこそこそ海賊稼か業ぎようしてるような奴のほうが、よっぽどやりやすいだろ」


　言ってからライナは店主のほうを向いて、


「んじゃさ、俺らがその海賊と竜だっけ、それを退治してやるから、船だしてくれないか？」


「へ？　あんたらが？」


　店主はきょとんとした顔でライナたちを見つめ、それから急に噴き出して、


「冗じよう談だんはよしてくれ。あんたらみたいなやわな奴らにそんなことできるわけが……」


　がしかし、ライナは手近にあった鉄の鍋なべを手に取り、それを放ほうり投げて、


「フェリス。あれちょっと斬きってくれ」


「ん」


　瞬しゆん間かん、フェリスの姿すがたがかすんだ。いや、かすむほどの速はやさで彼女の体が動き、見えないほどの速さで剣けんを引きぬくと──


　キュィン！　と甲かん高だかい音が響ひびいて、けっこう遠くまで跳んでいた鉄の鍋が、あっさりと真っ二つ、四つ、八つ……落下が終わるまでのあいだに、もう見えない小さな砕さい片へんにまで分断されまくって、床ゆかにさらさらと落ちる……


　続いてフェリスも、まるでなにごともなかったかのように剣を腰こしに収おさめ、着地する。


　それを啞あ然ぜんとした表情で見ていた店主に、ライナが、


「あれでも無理だと思うか？」


「い、いや……しかし竜が……」


「あ～それも心配すんな。あー見えてもあいつは……これは実は秘ひ密みつなんだが……」


　と、小声で、


「人間じゃないんだよ。あんな綺き麗れいな顔してるけど、人間の皮をかぶった悪あく魔まなんだ。その証しよう拠こに性格は悪いし、俺に暴力は振るうし、だけどその腕前は保ほ証しようできるぞ。なんせ世界中の竜を殺しては、だんごの材料に……」


　が、その瞬間、再びフェリスの姿がかすんで、ゴン！　という衝しよう撃げきがライナを襲おそった。そして、いつのまにやら店主の前にあらわれたフェリスが、


「ん。この世界中をまたにかける色しき情じよう狂きようの言うことをまに受けるなよ。こいつこそ、数あま多たの国の魔ま法ほうを使いこなし、各国の姫ひめを誘ゆう拐かいしてはもてあそぶ、本物の悪の大魔法使いだ」


　そんなふうに相手をほめあう仲なかのいい（？）二人を店主は見つめ……


「た、確かにあんたらなら海賊も、竜も倒たおせるかもしれない……よし、船を出すぞものども！」


　そうして、その場にいた海の男たちは鬨ときの声をあげたのだった。





　それはともかく場面は変わって翌よく日じつ。


　ライナたちの乗る密航船は出航していた。


　風を受けて、海の上を軽けい快かいに進む船。


　さんさんと降ふり注そそぐ陽光のもと、甲かん板ぱんに立ってライナは、


「へーこりゃいいや。陽気もいいし、風も気持ちいし、昼寝にもってこいだな」


　上々の船旅日和びよりだった。


　しかしそれとは対たい照しよう的てきに横では、フェリスが青い顔をして、


「…………………………………揺ゆれる、気持ち悪い、死ぬ。ライナ、そういうわけだ」


「あ？　なにがそういうわけだって？」


　と、ライナが振り返るとすぐに、フェリスはその場にばたんと意識を失って倒れてしまった……


　それをライナはまじまじと見つめ、それからなぜか楽しげな表情になって、


「って、まじで？　おまえにも苦手なもんがあったんだなぁ……でもまあ、よかったよかった。ほんとに無敵の化ばけ物ものかと思ってたよ」


　しかしそれに、今回の密航船を取り仕切る、調整人コーデイネーターが、


「お、お連れのかたは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「え？　ああ、大丈夫だろ。ただの船ふな酔よいだし。ほっといていいよ。あとで俺が船室に運んどくから。でもって顔にラクガキとかして日ひ頃ごろの恨うらみをふふふ……」


　が、調整人コーデイネーターは首を振って、


「いや、そうじゃなくてですね、海賊とその……竜りゆう退たい治じのことですよ。その人がそんなありさまで本当に大丈夫なんでしょうか……」


「さぁ」


「さぁってあんた!?　無む責せき任にんな!?　やっぱり船を港に戻し……」


「ああ、うそうそ、やるよ俺が。海賊だろうが竜だろうが楽勝だから。ったくめんどいなぁ……んじゃ、そんときの力を蓄たくわえるために俺ちょっとここで昼ひる寝ねするから、海賊でもなんでもでたら起こしてくれ。あ、起こさなくてもなんとかなりそうだったら起こしちゃだめだぞ？」


　と、眠そうな声で言ってそのままフェリスの横にばたんと倒れ込み、すぐに寝息をたてはじめるライナに、船員たちは疑わしげな目を向けたのだった。





　そのまま日は暮くれて……


「きたぁ、やっぱりあいつらきやがった！」


「竜だ!?　まじで竜がいやがる!?」


　船の上、そんな悲ひ鳴めいが鳴り響ひびいた。


　それでもまったくどこふく風でライナは惰だ眠みんをむさぼっていたが……


「ちょっとライナさん。出番ですよ！　起きてください!?」


「んぁ？　あと五分……あと五分寝かしてくれキファ……そしたら学校いくから……」


「って、なに言ってんですか!?　あと五分もほっといたら、この船沈しずんじゃいますよ!?」


「ああ？　船……？　なんだ……？」


　と、ライナは寝ぼけた様よう子すで目をこすり、身を起こすと……


　まわりは霧きりで包つつまれていた。そんな視し界かいの悪い中、甲板の上ではわーわー騒さわぎながら船員たちが走りまわっている。それを確かく認にんして、


「ああ、なんだかみんな忙いそがしそうだから、俺はもうちょい寝るぞ？」


「って、いい加減にしてください！　あなたが海賊を退治するっていうから、船を出したんでしょう!?　ほら、竜もでてます、何とかしてくださいよ!?」


　そばにいた、調整人コーデイネーターがライナの前方を指差し、涙なみだ目めになって叫さけぶ。


　それにライナはぞんざいな態たい度どで顔をあげて……


「って……」


　そこには、信じられない光景が広がっていた。なぜかそこだけ微び妙みように霧がかかってはっきりとは見えないが、そこには巨きよ大だいな生物が蠢うごめいていた。トカゲのような頭に、鋭するどい牙きば。凶きよう悪あくな目つきに、鱗うろこに鎧よろおわれた体。


　それは確かに、伝説に聞こえた竜そのものだった。しかしそれを見あげたライナは、


「おーすげえすげえ。まじで竜だなぁ」


　まったく緊きん張ちよう感かんのない声こわ音ねで言うが……


　それに船員たちが、


「さ、さすが竜退治専門の魔法使いだ……あれを見ても全然うろたえてないぞ!?」


「みんな、あにさんの後ろに隠かくれろ！　きっとあの竜を退治してくれる!?」


「じゃ、じゃあよろしくお願いしますあにさん！」


　ライナはめんどくさそうに立ち上がって、
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「って、誰があにさんだよ……人をチンピラの親分みたいに言うなよな……まあいいけど。んじゃ、仕方ないからやるか……」


　と、一歩前へと出た。


　目の前には相あい変かわらず巨大な竜がこちらを威い嚇かくするようににらみすえてきている。


　それをライナは緩んだ瞳で見み据すえて、


「さてと、どうせ偽にせもんなんだろうから、化ばけの皮でも剝はいでやろうかね」


　言った瞬間、竜の顎あぎ門とが開いた。そして、中央に紅ぐ蓮れんの炎ほのおが集まり……


「火だ、火を吹くぞあの竜!?　船が燃えちまう!?」


　船員たちが恐きよう慌こう状態になるのを尻しり目めに、ライナは──


「へぇ。火も吹くのか。意外にこってんな。んじゃ……」


　手を軽快に踊おどらせ、空間に光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。そして、


「求めるは水すい雲うん〉〉〉・崩雨みすみ」


　刹せつ那な。


　竜が放はなった炎を打ち消すかのように、ライナの描いた魔方陣の中央に圧あつ縮しゆくされた液えき体たいが集まり、弾はじけ、激げき流りゆうが放たれる。


　そして炎と水が激げき突とつ。互たがいが互いの力を中和しあって消しよう滅めつしてしまう。


　それに船員たちの歓かん声せいがあがるが、それを無視してライナは走り始めた。


　そのまま目を一度閉とじ、再び開くと……


　そこには朱しゆの五ご方ほう星せいが浮かび上がっていた。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼よばれた、特とく殊しゆな瞳ひとみ。全すべての魔法を解かい析せき、複ふく写しやしてしまうこの瞳で、ライナは竜を見据えて、


「ほっほう」


　微び笑しようした。


「そういうカラクリね……」


　ライナの瞳にはさっきまでとは違ちがい、竜が数すう値ちで、記号で、グラフで、見えている。


　竜のカラクリは簡かん単たんだった。鉄製のハリボテの中に魔法のワイヤーが張はり巡めぐらされ、動いているにすぎなかった。


　このワイヤーの魔法はすでに、見知っているものだったし……というより、


「ま～たこのワイヤーかよ……これは確かイエットの魔法だから……ってか、イエットってのは、こういう手品みたいなのが好きなやつが多いのか？　まあ、んじゃとりあえずこれ操あやつってる術じゆつ者しやを見つければ……」


　と、そのまま『複写眼アルフア・ステイグマ』で、ワイヤーの出で所どころを探さぐり、


「見っけ」


　一気に船の甲板から飛び出していった。空中で鮮あざやかな手て並なみで魔方陣を描くと、


「求めるは光こう陣じん〉〉〉・縛ばく呪しゆ」


　瞬間、生み出された光の縄なわが竜の首に巻まきつき、それを手がかりに相手の船までライナは移い動どうする。


　そのまま空中で一回転すると、海賊船の甲板にいままでの軽やかな動きとは対たい照しよう的てきな、気だるげな動きでどたんと着地して……


「よ。元気にやってるか？」


　言った。


　目の前には性た質ちの悪そうな男たちが、手に曲刀を握にぎり締しめ、ライナたちの乗ってきた船を襲う準じゆん備びをしていたりする。


　そこに突然ライナが現あらわれたものだから男たちは驚おどろきの表情で、


「な、な、な……なにもんだ貴き様さま……あの竜りゆう神じん様さまの攻こう撃げきをくぐりぬけて……」


　それにライナは疲れた表情で、


「あ？　ああ、えっと～あれだよあれ。正せい義ぎの味方。単身傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいをする海賊船に乗りこんでくる好青年。どっからどう見たって正義の味方にしか見えないだろう？」


　というライナの眠そうに緩ゆるんだ瞳。やる気なさげな猫背気味の背中。怠たい惰だの塊かたまりとしか言えないその様子のどこらへんが正義の味方なのかはさておき……その、こんな敵地でもまったく緊張感のないという、ある種不ぶ気き味みな雰囲気に、海賊たちは気け圧おされていた……


　そんな海賊たちをまったく無視して、ライナは後ろの、玉ぎよく座ざのようなものにどっかりと座すわっている人物に目を向けるが……


　すると……


「……って……」


　ライナはそこに座っている人物を目にして、言葉を失った。竜が現れてもまったく動じなかったライナが、それを見た瞬間、目を丸くし、それから顔をしかめて、


「……冗じよう談だんだろ……またかよ……」


　うめくように言った。


　そこには、フェリスに勝まさるとも劣おとらない、絶ぜつ世せいの美び女じよが優ゆう美びな物もの腰ごしで座していた。


　艶つややかな長い黒髪。整った目鼻立ち。きめ細こまやかな肌。巫み女このような姿をした、年のころなら十六、七に見えるその美女は、美しいその姿からは想像できない堂々とした口調で、


「うむ。よくぞわらわの幻げん術じゆつを見破ったな。しかし、天地を切り裂さく神がかり的な美び貌ぼうを持ったこの海神の娘むすめ、エステラの前に、その汚きたない姿をあらわしたのが運の尽つきじゃ。なぜならわらわに会って、生きて帰れるものは、わらわにひざまずくものだけなのだからな」


　その言葉にまわりの海賊たちが歓声があげ、


「女神様！　やってやってください！」


「この罰ばち当あたりな男に天てん罰ばつを下してやってください!?」


　そんな会話……


　それをライナはあきれたような、半眼の瞳で見据えて……


「ってか、ま～たおまえはこんな詐さ欺ぎまがいのことやってんのかよ……女神？　海神の娘？　とりあえず突っ込んどくと、神がかり的な美貌って言ってる段だん階かいで、おまえ神じゃないじゃんかよ」


　そういうライナに、エステラはしまったというような表情になって、


「ぬぬ。貴様、なかなかやりおるな！」


「いや……そんなところをほめられてもなぁ……」


　と、ため息をつくライナ。


　ちなみにこのエステラという美少女は、以い前ぜんにもベスルード山で山男たちをだまくらかして山の女神としてそこに居い座すわり、荒あら稼かせぎをしていたのだが……


　今度は海で竜を従したがえる海神の娘らしい……


　ライナはげんなりした表情で、


「ったく……おまえもこりないなぁ……んじゃ次は川か草原とかでなんか詐欺をやらかすつもりじゃないのか？」


　適てき当とうに言うと、エステラはなぜかぎくりとライナを見据えて……


「……そ、そこまでばれてしまっては、どうやら貴様を生かして帰すわけには……」


　言い終わる前にライナは、


「図ず星ぼしなのかよ！」


　思わず突っ込んでいた。


「っていうか、おまえまるで俺のこと覚おぼえてないわけ？　ついこないだ会ったばっかりだろう？」


「む？　はて。わらわには人間の知り合いなど……」


　そんなことを言いながら、まじまじとライナを見据えてきてから、


「き、貴様は、あの万年無表情性格死亡娘の腰こし巾ぎん着ちやくか!?」


「誰が腰巾着だよ！」


　というライナの叫さけびは完全に無視して、急にエステラは緊張した面おも持もちになり、


「して、あの女はいまどこにおる。いまこそどちらの美貌が先に神のレベルを超こえるのか、雌し雄ゆうを決するときじゃ。あの勘かん違ちがい無ぶ愛あい想そうだんご娘に身のほどを教えてやるわ！」


　それに『おーさすがエステラ様』と歓声を送る海賊たち。それにライナはもうなんでもいいからというような表情で、


「……まあ、おまえらがなにしようと勝手だけどさ、こう、なんていうか、俺みたいな善良な市民を巻まき込こまないで、おまえらだけで適当にやってくれないか？　ここは一つこの海賊たちを連れて帰ってくれると嬉うれしいんだが……」


　言うと、しかし、意外なことにそれにエステラは大きくうなずき、


「そう。いまこそわらわこそが神に選ばれた美貌を持っているということ、あの女に示しめすときなのじゃ！」


「ってかおまえ、俺の話なんか全然聞いてねぇだろ!?」


「無む論ろんだ」


　その、どこぞで聞いたことがありまくるセリフに、ライナは再ふたたび頭を抱えて、


「なんかこいつら、似にてるよなぁ……無意味に迷めい惑わくなとことか……俺の、老後は昼寝したり居い眠ねむりしたり仮か眠みんをとったりして過すごそうなんていう壮そう大だいにして偉い大だいな人生設せつ計けいを無視しまくって振りまわしてくれるところとか……」


　そんなしょうもない夢ゆめをぶつぶつ語るライナをまったく無視して、エステラが、


「さあ言え。無ぶ様ざまにわらわの前にひれ伏ふすであろう憐あわれなあの女はいまどこにおる」


　それにライナはフェリスをかばうかと思いきや、


「なんか船ふな酔よいで向こうの船でぶっ倒れてるよ。だからおまえの勝ちでいいからさ、ここは見み逃のがしてくんないか？　おまえらぶったおすのはわけないけど、めんどいしさぁ……」


　と、説得とは思えないほど侮ぶ辱じよく的てきな言葉をライナは吐はくが、しかしなぜかエステラは嬉しそうな顔をして、


「なに、船酔いじゃと？　ふふふ。やはり神はわらわを選んだか。海神の娘のわらわをな！　よし、負けイヌの顔を拝おがみにいってやろう。ものども、あの船に接せつ舷げんしやれ。好きなだけ略りやく奪だつしていいぞ」


「……………だからおまえら俺の話を……ああもう仕方ねぇなぁ……」


　ライナはその海賊たちの前に立ちはだかって疲れた表情で魔方陣を描き始めた──


　と、そのときだった！


「ぎゃああああああああああああああ!?」


「あ、悪魔が、悪魔が目を覚さましたぁ!?」


　突然、ライナたちが乗ってきた船のほうから、切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴があがって……


「へ？」


　それに、ライナは思わず振り返ってそんな声をあげた。


　直後、どごーんだの、ばこーんだのと、なにやら船から轟ごう音おんが響き始め……


　ライナは再びエステラのほうを向いて、


「…………なんなんだよ一体……おまえらもう、俺らの船に攻撃をしかけたのか？　だがどうやって、接舷してもいない船に乗りこんだんだ？」


　それにエステラがにんまりと笑い、それからライナを小ばかにするような顔で、


「ふふふ。無知とは憐あわれなことじゃな。わらわの部下は貴様らと違ちがって優ゆう秀しゆうなのだ。船が離はなれていようがいまいが、関係ない！」


　指をびしっと突き出して、力強く言いきった。


　しかし……それに海賊たちは急におろおろとした表情になって、


「い、いえ……女神様。俺らはまだみんなここにいるんですが……」


「…………」


　しばらくの沈ちん黙もく。


　ライナはけだるげに頭をかいて、あくびを一つしたりため息をついたりしていると、エステラが、


「ぬぬぬ。また貴様の幻術か!?　おのれ卑ひ怯きようなまねばかりしおって！」


「……俺はなんもしてねぇけどな……」


「もう許ゆるさんぞ！　ここでわらわが引いん導どうを渡わたしてやる!!」


「だから俺はなんもして……」


　が、そこで、ヒュゴァ!!　という、空気が切り裂かれたような甲かん高だかい音が響いて、ライナの言葉が止まった……


　そのままライナは空を見上げて、そこで起こった出来事を呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、


「って……噓だろおい……」


　ひねり出すような声で言った。


　空中。


　そこでは信じられないことが起こっていた。


　光が一いつ閃せんしたかと思うと、巨大な竜の首がそのままあっさり刎はね飛び……


　それにエステラが驚きよう愕がくの表情で、


「な……あの竜の首には鋼こう鉄てつの支し柱ちゆうが入っておるのじゃぞ？　いったい……なにが起こっておるのじゃ？」


　しかしライナはその言葉に半眼になって、


「……ってか、ンなことできんのはあいつしかいないだろうが……」


　と、空を見つめる。するとそこには、月光に輝かがやく剣つるぎを手にした、一人の美女が跳ちよう躍やくしていた。


　その姿は……ぞっとするほど美しかった。


　伸のびやかな手足に、躍やく動どうする肢し体たい。


　誰もが目を奪うばわれるそんな光景を目にしながらも、ライナはだるそうな声音で、


「よおフェリス。船酔いはもういい……」


　が、そこで再びライナの言葉は遮さえぎられた。


　フェリスが手にした剣を振り上げると、そのまま一直線にライナのもとへ迫せまって、


「って、は？　ちょ、ちょっと待……うあ」


　とっさにライナがその場を飛とび退のくと、フェリスの剣はライナの元いた床ゆかを深々と切り裂く……


　ライナはそれに呆然として、


「って、いまのはやばかった……まじで、殺されるかと思った……」


　そこまで言って言葉を失う。


　続いてエステラが勝ち誇ほこった表情で、


「ついに現れおったな負けイヌ船酔い娘。しかし貴様が船酔いとはな。ふふ。やはり真の美女の座は私の……」




[image: ]


　が、彼女の言葉もそこで遮られる。フェリスの体が高速で……もう、完全に目に見えないほどの速さで動き、剣を振るってくる。


　刹せつ那な、船の中央にあった巨大なマストが切り裂かれ……続いて船のいたるところをあたりかまわず斬きりまくる……


「って、なにやってんだよフェリス！」


　ライナは思わず叫んだ。しかし、そのライナの声はまるで聞こえていないようだった。


　フェリスはただうつろな表情でなにやらぶつぶつと呟つぶやいており、


「……うう……気持ち悪い……船を、船を沈しずめねば……死ぬ前に……殺やる!?」


「…………」


　それを聞いて、ライナは顔をしかめた。そして、さっきフェリスが言っていた言葉を思い出す……


　船酔いで気絶してからベッドで気づくまでの記き憶おくがまるでなく、まわりからは二度と船には乗るなと言われたということ。


「まさかあいつ……いま意識がねぇのか？」


　なんてことを言ってる間にも、海賊船は次々と破は壊かいされていき、海賊たちは悲鳴をあげていた。


「悪あく魔まだ！　化物だ!?　殺されちまう!?」


　続いてライナたちが乗ってきた船も回頭し、


「悪魔なんかに竜退たい治じをさせようとした俺たちが馬ば鹿かだった。いま逃げなけりゃ殺される!?」


　なんてことを叫んで、港へ帰っていこうとする。それに海賊たちは、


「お、おいてかないでくれぇ～!?」


　と次々、海に飛び込んでは、向こうの船に乗り移うつって……またたくまに、船には悪魔一人と、迷めい惑わく女神、それにライナだけが残されてしまい……船の上を疾しつ走そうしながら、破壊の限かぎりをつくす悪魔を眺ながめながらライナは隣となりにいる女神に言った。


「と、とりあえずあいつを止めなけりゃ、この船は沈んじまうぞ」


「ぬぬ。おのれあやつめ、さてはわらわが世界最高の美貌を手に入れたのを妬ねたんで、わらわを亡なきものとしようとしておるな」


「ってか、おまえ頼たのむからいまだけは俺の話を聞いてくれって。俺らが協力してあいつを押さえ込まないと、まじで船が沈んでこんな夜の海の中に……」


　が──


「むう！　そっちがその気なら、わらわとて手加減せぬぞ!!」


　言って、エステラは走り出した。そのまま空間に円を描き、それを組み合わせてイエット特有の魔法を唱となえる。エステラによっていくつも生み出された炎ほのおの塊が、走りまわるフェリスを追って撃うち出されまくって……


「………………」


　ライナはもう、それに言葉を失っていた。


　撃ち出された炎の流れ弾だまは、船に容よう赦しやなく引火していき……


「おのれちょこまかと！　ならこれでどうじゃ!?」


　エステラが一ひと際きわ大きな炎えん弾だんを放ち、続いてフェリスが華か麗れいな剣技で船を切り裂いて……


　それが致ち命めい傷しようとなった。船はがくんと傾かたむき、沈み始める。


　ライナはそんな光景に、船の甲板の上で頭を抱えて、


「…………は、ははは…………きっとこれは夢だ……こんな馬鹿な奴らが世の中にいるわけないじゃないか。寝ればいいんだ。んで目をさましたらきっと、幸せないつもの生活が待ってる。ごめんなさい神様、夜よ更ふかしした僕ぼくが悪い子でした……」


　完全に現実逃とう避ひしてそのまま、沈んでいったのだった……





　広大な海に、ライナとフェリスはぷかぷかと浮いていた。フェリスは海に浸かったせいか意識を取り戻しており、


「ん。なんだここは。ここがイエットか？」


「…………はぁ」


　が、ライナはもう、ため息をつくばかりで答えなかった。そのまままわりを見まわして、もう一人の迷惑娘を探すが、姿が見えない。


　だがどうせ、生きてるだろう。


「あいつ、しぶとそうだしなぁ」


　と、ライナは呟いた。


　続いてフェリスが一つしたり顔でうなずき、


「しかしなんにしても、竜も海賊もでることなく無ぶ事じにイエットにつくことができたな」


「ってこれのどこが無事なんだよ！　だいたいイエットじゃねえだろここは!?」


「ん？　違うのか？　ならばなにを悠ゆう長ちようにそんなところにぷかぷか浮いている」


「悠長にって……全部おまえのせいじゃ……いや、もういいや。おまえに道理を求めた俺が間違ってた」


「うむ。おまえは人生丸ごと間違っているからな」


　それになぜかライナは納なつ得とくして、


「確かにおまえと出会ったあたりから人生踏ふみ外はずしてるような気がしないでもないよ」


　なんてことを言ってから、ぼーっと体を海に身を委ゆだねた……


　するとそこに、ぽつりぽつりと雨が降ふり始めて……ライナは目を細めた。続いて雷らい鳴めい。月は雨雲に隠れ、波が少しずつ高くなり始めている。


　ライナはその空の雲の形で、いまから起ころうとしているなにかに気づいていた。


　この形は……


「嵐あらしだ……」


　そう呟いて、泣なきたくなった。風はどんどんとその強さを増まし、海は荒あれはじめていた。


　しかしだからといってもう、慌あわてたりしない。


　そう、ここにきて彼は、全すべてを理解したのだ。まるで悟さとりをひらいた僧そうのような顔で、


「……いいさいいさ。俺の人生なんてどうなったってもう知らん……もう、このままどこへでも流れていけばいいんだ」


　悟りというよりは自じ暴ぼう自じ棄きと呼よんだほうがいいかもしれないが……


　すると横でフェリスがうなずき、


「うむ。そうしておまえはいつでもふわふわと根無し草のような生き方をして、だめな男の見本のように生きるのだな」


「って、誰のせいだと思ってんだよ!!」


「私ではないことは確かだ」


　あっさり言いきってくるその言葉に、


「おまえ絶対あとで殺……ぶわ!?」


　が、突然起こった大きな波に巻き込まれて……ライナの姿が消えた……


　それを眺めていたフェリスが片かた眉まゆをあげて、


「ん？　おいライナ。いったいどこに……」


　が、その言葉が終わる前に、再び巻き起こったさらに大きな波を受けて、


「む」


　フェリスの姿も消えて……


　そして誰もいなくなった。


　はたして、彼らはどうなってしまうのだろうか？





　ちなみにそれとは少し離はなれた、やはり海上。


　エステラがぷかぷかと海に浮かびながらまわりを見まわして、


「ふむ。奴らの姿が見えぬな。まあ、どうせ生きておるのじゃろうが。奴ら存ぞん外がいにしぶとそうだしな。憎にくまれっ子世にはばかるとはようも言ったものじゃ」


　なんてことを言う。


　彼らはどうも、類は友を呼ぶという言葉については、まるで知らないようだった……







（ぱいれーつ・あたっく：おわり）







　めもりある伝勇伝



　暗殺者の見る夢は……








『陰いん成せい師し第四十二部に所しよ属ぞくしている、ライナ・リュートを殺せ』





　ビオ・メンテは、そう書かれた紙に、無言で目を落とした。


　肩かたまで伸のばした赤い髪かみ。


　十五歳さいという年ねん齢れいにはそぐわない、落ちついた雰ふん囲い気き、暗い表ひよう情じよう、冷たい瞳ひとみ。


　そのすべてが、彼女の生きてきた、いままでの人生を物語っていた。


　暗殺者という、彼女の人生を……


　ビオは手にした紙を、もう一度読んでみる。





　ライナ・リュート。


　十歳。陰成師第四十二部所属。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しや。





　それだけで、もう、対象のことはほぼわかった。


　相手のことも、殺される理由も……


　陰成師に所属しているのは、ローランド軍の中でも特とく異いな人間たちばかりだ。


　その上このライナ・リュートというのは、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者らしい……


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者……


「…………今度は私に、『化ばけ物もの』を殺せというのか……」


　ビオは薄うす笑えみを浮うかべて、自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう呟つぶやいた。


　それが、ローランド帝てい国こく軍ぐんに育てられた、暗殺者の一人である彼女の、今回の仕事だった。


　暗殺の任にん務む。


　十二のときから、もう、三年間も続けてきた、暗殺の仕事……


　命令を受け、対象を殺す。命令を受け、対象を殺す。命令を受け、対象を殺す。


　毎日がその繰くり返し。


　そして、そのすべてを、彼女は完かん璧ぺきにこなしてきた。


　対象は、敵てき国こくのスパイのときもあれば、ローランド側の幹かん部ぶや、ローランドの秘ひ密みつを知ってしまった誰だれか。さらには、痴ち情じようのもつれから、どこぞのお偉えら方がたの愛人を殺せと命じられることもあれば、逆ぎやくにその夫人を殺せと命じられるときもある。


　女も、男も、子こ供どもも……関係なかった。


　命じられるままに、殺し尽つくしてきた。


　ビオは常つねに、その方面でトップクラスの実じつ績せきを収おさめていた。


　彼女の暗殺技ぎ術じゆつは神かみ業わざと言ってもよかった。脅きよう威い的てきな身しん体たい能のう力りよくと、刃は物ものの先のように研とぎ澄すまされた鋭するどい感覚。


　弱じやつ冠かん十五歳で、暗殺の天才と呼よばれ、重要な暗殺は、すべて彼女に任まかされた。


　暗殺は彼女の天てん職しよくだった。


　いや、そうなるように、教育されたのだ。


　そうなれなかったものは、みな死に、そして、彼女だけが残った……





　彼女の存そん在ざい価か値ちは、それだけ。


　そのためだけに育てられ、そのためだけに、生きる。


　そう、教えこまれてきた。


　なのに……


　渡わたされたその紙には……


　ビオは指令書の続きを読んだ。








『なお、この任務をもって、ビオ・メンテの暗殺者としての任を解とく。エスタブール王国との戦争がとりあえずの終結をみたこと……そして、貴き官かんの高い功こう績せきが評ひよう価かされた結果だ。相そう応おうの報ほう酬しゆうが与あたえられ、ローランド軍から外れてもらう。新たな名前と、新しい生を、自由に生きる権けん利りが与えられることになる。最後の任務だ。全力であたってもらいたい』








　なんてことが書かれていて……


「……最後の……任務……？」


　突とつ然ぜんのその言葉に、ビオは呆ぼう然ぜんとした。


　そんなことは、いままで考えてもみなかった。


　最後の任務。


　別の人生。


　殺しのない、別の人生……


　考えたことも、いや、夢ゆめ見みたことすらなかった。


　新しい、自由な生……？


「…………なにをしよう……？」


　まだ、ほんの十五歳の、少女といってもいい年齢にもかかわらず、彼女は、暗殺以外の目的や夢のことなど、いままで考えたこともなかった。


　無意味に人と触ふれ合うことは禁きんじられていた。心に壁かべを作り、何者かを演えんじずに人と接せつすることを禁じられていた。


　そんな彼女に、いまさら、自由になれという……


　しかし。


「…………自由……か……」


　一言、呟つぶやいてみる。


　思いのほか、悪くない響ひびきだった。


　ほんとうに、なにをしよう。


　そんなことを考えながら、淡たん々たんと彼女は、仕事の準じゆん備びを始めた。





　　　　◆





　今回の暗殺は、容よう易いな部類のものだった。


　目標ターゲツトは一人で暮くらしているのだから……


　というより、陰いん成せい師しに所しよ属ぞくしているものは、精神こころに異い常じようをきたしているものや、無む理り矢や理りに身体からだを改かい造ぞうされているものなど、特とく異いなものばかりが集められているため、集しゆう団だん生活はさせられない、という場合が多いのだ。


　ローランド帝てい国こくの黒い部分の集まり。


　過か熱ねつする戦争が生み出した、化ばけ物ものが集まる場所。


　民みん衆しゆうには見せられない忌いまわしき暗部。


　戦争が終われば、始末される者達なのだ。


　通つう常じようは普ふ通つうに始末される。


　大おお勢ぜいの兵たちに囲まれ、反はん逆ぎやく罪ざいやらなにやらの名目で、突とつ如じよ殺される……


　だが、このライナ・リュートの場合は、かの大だい虐ぎやく殺さつを引き起こした、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやなだけに、そうはいかない。


　仮かりに兵たちで囲み、殺そうとしても、『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴ぼう走そうしてしまえば、死ぬのは兵だけではなく、その周囲にいる人間たちも大勢死ぬのだ。


　おまけに、『複写眼アルフア・ステイグマ』には、魔ま法ほうの構こう成せいを読み取る能力という、脅威的な力もある。


　簡かん単たんには殺されてくれないだろう。


　そうなれば、民衆に、ローランド軍が災さい厄やくを撒まき散らす化物『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者を飼かっていたことがバレてしまう……


　それは、まずい。


　だからこそ、ビオに今回の仕事がまわってきたのだ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、感かん情じようの高ぶりによって暴走する場合が多いという。


「なら、感情が高ぶる前に殺してしまえばいい……私の得意分野だ……」


　ビオはそう呟くと、目の前の建物を見上げた。


　煉れん瓦が造づくりの屋や敷しきだ。


　ライナ・リュートは、この建物を国から与あたえられ、一人で使っているらしい。


　それに、


「……一人で使うには、規き模ぼが大きすぎるな」


　これも陰成師に所属するものの特とく徴ちようだ。ローランド軍は、状じよう況きように応おうじて、化物たちにいい待たい遇ぐうを与え、コントロールする場合がある。


　おまえたちは選ばれた者達なのだ。


　普通の人間とは違ちがうのだ。


　ローランドのために選ばれた、特別な人間なのだ。だから、いい生活をさせてやる。そのかわりに、国のために尽つくせ。


　陰かげで『化物』と呼よびながら、陰成師に所属するものたちを、そうやってコントロールする。


　だからこそ、今回の目標ターゲツトは、簡単なはずだった。


　ライナは選ばれた人間であり、一人で暮らしているにもかかわらず、これほど大きな屋敷を与えられている……


　そして、お手伝いとして、ビオを雇やとい入れることにも、なんの不自然さも感じない……


　近づくことさえできれば、殺すのは容易だ。


　いくら『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者とはいえ、相手はまだ、十歳さいの、少年なのだ。


「そして、この依い頼らいが終われば私は……」


　そこで、彼女は言葉を止め、そして、目を細めた。


　仕事をするときの目。


　表ひよう情じようが消え、心に鍵かぎをかける。


　誰にも憐あわれみをかけない。誰も信じない。誰にも自分の心に触ふれさせない。


　十五歳の少女とは思えないほど、表情に感情が消える。


　ただ、目標を殺すためだけの、冷たい機械になる。


　そのまま、すぐさまさっきまでとはまるで別人のような笑え顔がおを顔に浮うかべて、ビオは建物の扉とびらをノックした。


　そして、


「あの、すいませぇん。ライナ・リュート様はご在ざい宅たくでしょうかぁ？」


　声をかける。柔やわらかい、優やさしい声。


　それに屋敷からは、


「………………」


　返事がない。


　ビオはあくまで十五歳の少女らしい動作で不思議そうに首をかしげ、


「あれ、いないのかしら？」


　そして思う。


　おかしい。情じよう報ほうでは、いまは家にいるはずなのだ。返事がないはず……


　とそこで、


「あーはいはーい。いま開けるよ」


　バタバタと駆かける音と、まだあどけない、男の子の声。そして、がちゃがちゃと扉の鍵を開ける音が聞こえて……


　それにビオは、かわいらしくほっと安あん堵どの息を漏もらす。


「あ、よかった。いなかったらどうしようかと思った」


　しかし心の中では、その、ライナの足音から、彼の身しん体たい能のう力りよくを正せい確かくに測はかっていく。


　ばたついた足取りは、別べつ段だん鍛きたえられているようには聞こえない。


　普ふ通つうの少年の動きだ。声にも緊きん張ちよう感かんは感じられない。


　そして、扉が開いて出てきたその姿すがたは……


　ちょっと眠ねむたげな、間の抜ぬけたような少年だった。ざんばらに刈かられただけの黒くろ髪かみに、緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。


　身長は、女じよ性せいの平へい均きん身長で、ほぼ止まってしまった自分と同じくらい。


　しかし、十歳の少年にしては高いほうだろう。


　仮かりに戦せん闘とうになったときの、リーチはほぼ互ご角かくということだ。


　まあ、動きを見る限かぎり、戦闘になるようなことはないだろうが……


　ビオはにっこり笑って会え釈しやくすると、


「初めまして。ビオ・メンテと申します。国からの命令で、こちらの家か政せい婦ふをするように言われてきたんですが」


　それに、ライナはうなずいて、


「ああ、うん。聞いてるよ。待ってたんだ。なんでも、すっごい料理が上手らしいね？」


「はい！　リュート様。料理は大好きです！　それに洗せん濯たくも、掃そう除じも得意ですよ！」


　その言葉に、なぜかライナは急に嫌いやそうな顔になって、


「うあ……リュート様……？　って、まさか俺おれ……いや、間ま違ちがいなく俺のことだよな？　うう～ん。その呼よび方は、ちょっと嫌やだなぁ。なんか俺が、すっごい偉えらくなったみたいじゃない？」


　そんなことを言う。


　それに、ビオはきょとんとした表情になる。


　そして、心の中では……


　本当は、嫌だなんて思っていないくせに……


　ビオはそう思った。


　陰いん成せい師しの奴やつらは、選せん民みん意い識しきが強いものばかりなのだ。


　自分たちは選ばれた人間だ。他の奴らとは違うんだ。


　そう思っているはずなのだ。


　そう、たかだか十歳で、家政婦を使うことなんてことに、違い和わ感かんを感じないほど、彼らの意識は麻ま痺ひして……


　が……


　ライナは困こまった表情で腕うで組ぐみして、


「んと、えと……そうだな。とにかく、俺のことはライナでいいよ。別に俺に仕えてるわけじゃなくて、国の命令できてるだけなんだから」


「はい。それでは、ライナ様と……」


「だぁあもう。ラ、イ、ナ。呼び捨すてにしなきゃ、返事しないからね。あ、あと、家政婦の仕事も、自分の食事を作るついでに、よかったら俺の分も作ってくれたら嬉うれしいなぁ、くらいにしか思ってないから、適てき当とうに楽しく過すごしてよ」


　なんてことを言ってきて……


「いや、あの……」


「部屋も不必要に広いし、好きなところで寝て。んじゃ、そういうわけで、はい、これこの屋敷の鍵かぎ。俺は昼ひる寝ねの続きをするから。おやすみ～」


　言って、とっとと踵きびすを返して、玄げん関かんの前にあった二階への階かい段だんを上っていく。


　そんな予想に反するライナの態たい度どにビオは戸と惑まどって、


「あの、ライナ様？　どこの部屋を使ってもいいと言われましても……」


　が、ライナは振ふり向かない。


「ら、ライナ様……？」


　しかし、まだ振り向かない。


　それに……


「え、えと、ら、ライ……ナ。話を、聞いてください」


　呼び捨てにした。すると、少年は振り返り、あどけない表情で笑って、


「んね？　呼び捨てのほうが、友達になりやすそうでしょ？　俺、上下関係とか、苦手なんだよね。で、君は俺に、なんて呼んで欲ほしい？」


「え？　あ、その、なんとでも、ライナさ……違った……ライナが呼びやすいように」


　すると、途と端たんにライナは意地悪そうに笑って、


「よし、じゃあ、ビオ様と呼ぼう」


「ええええ!?　そ、それは……」


「あれ、嫌なの？　俺のことはそう呼ぼうとしてたくせに？　もしかして最初のあれは嫌がらせ？」


「う……」


　言葉に詰つまるビオに、ライナはまた無む邪じや気きに笑って、


「冗じよう談だん。ビオって呼ぶよ。あ、それとも年上だからメンテさんがいいかな？」


　それにビオはあわてて、


「び、ビオとお呼びください」


「じゃあビオ。好きなところで、好きに暮らして。俺もてきとーにやるから。んじゃ。お休み～」


　と再ふたたび階段を上っていってしまうライナ。


　それをビオは呆ぼう然ぜんと見つめながら……


「……なにあいつ…………なんか、やりにくい……」


　完全に少年のペースだった。


　いまの会話だけで、十歳の少年とは思えない、完成した会かい話わ能のう力りよくと、思考能力を感じた。


　にもかかわらず……無邪気だ……


　いままで彼女が暗殺してきた、誰だれよりも……


　邪気なく、ちょっとだけ眠ねむそうに、笑う……


　なぜかそれに、彼女はやりにくさを感じた。


　しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんだけ。


　すぐに彼女は、さっきまでの穏おだやかな笑え顔がおに戻もどると、


「じゃあ、私の部屋はどこにしようかしら。部屋を決めたら掃そう除じをして、さっそく夕飯を作らなくっちゃ」


　仕事にんむを、開始した。





　　　　◆





　屋や敷しきの間取りは、事前に手に入れていた見取り図で頭に入っている。


　しかし、掃除をしながら、一通り自分の目で見てまわる。いざ、暗殺を実行するとなったとき、見取り図になかったなにかによって失敗してしまう、ということは、よくあることだ。


　消せる不ふ確かく定てい要よう素そは、すべて消す。その周しゆう到とうさが、彼女を常つねに暗あん殺さつ者しやのトップの座ざに君くん臨りんさせ続けた。


　そして、今回も、確かく実じつに目標ターゲツトを消す。


　決して失敗はしない。


　そのためには、焦あせらないことだ。どんなにひ弱な相手でも、決して焦らない。確実に仕し留とめることができる機会にだけ、動く。


「ふんふふーん♪　ふんふふーん♪」


　ビオは鼻歌混まじりに掃除を続ける。


　屋敷はほぼ、国から支し給きゆうされてきた見取り図通りだった。


　これなら、夜、寝ねこみを襲おそって殺すことも可か能のうだろう。


　そんなことを考えながら掃除を終えると、今度は食事を作り始める。


　パンを焼き、スープを作り、肉にスパイスをまぶして、オーブンに入れる。


「おっいしいーおいしい料理をつくろー」


　即そつ興きようで作った歌を歌いながら……


　しかし頭の中では、この料理に毒を入れるかどうかを考える。毒には多少の味がある。ほんのわずかの味……


　訓練されたものなら、致ち死し量りようを摂せつ取しゆする前に気付いてしまうだろう。


　だが、あの少年の動きを見る限かぎりは、まだまだ、未み熟じゆくに見える。


　毒を料理に混ぜれば、あっさり殺せるだろう。


　この毒を……と、ビオは胸むな元もとに潜ひそませてあった粉薬を取り出した。


　しかし、そのとき。


「ふわぁ～いいいいい匂においがする～。あんまり美お味いしそうな匂いがするから、目が覚さめちゃったよ。もしかして夕飯？　夕飯？　俺の分もあったりする？」


　それに、ビオは慌あわてて粉薬を胸元に戻もどしながら、しかし、見た目にはあくまで冷静に振ふり向いて、


「もちろんありますよ。もうすぐできますから、楽しみにしててくださいね」


「うん！　じゃあ俺、テーブル！　テーブルで寝てるから！　できたら起こして！　いやぁ俺ここ三日くらい、露ろ店てんで買い込こんできた干ほしイモしか食ってなかったから、すっげぇ楽しみ」


「……干しイモって……んもう、そんなのしか食べてなかったんですか？　育ちざかりなのに栄養が偏かたよるじゃないですか！」


「あ、怒おこられた……でも、今日からはビオの料理が食えるし、健康一直線だな。お子様は、よく寝て、よく食べるのがいいって言うしな……よし！　じゃ、俺は寝るから！　食事んとき起こしてくれ」


　言って、とっとこ駆かけていって食事テーブルにつくと、そのまま五秒とたたずにほんとにうたた寝をしだす。


　そんな少年の姿すがたをビオはあきれた表ひよう情じようで眺ながめていた。


　本当に、無む邪じや気きだった。


　自分とは、まるで違ちがう。


　物心ついたときには、暗殺者になるための訓練を受けていた。一歩間違えれば死んでしまうような、そんな訓練……


　彼女は再ふたたび、胸元から取り出した粉薬を見つめる。


　この毒薬でさえ、ビオは常じよう人じんの致死量の三倍の量を飲んでも、死ぬことはないのだ。


　子こ供どもの頃ころから少しずつ飲んで、耐たい性せいを身につけさせられている。


　毎日、毎日、少しずつ毒を飲んでは、もがき苦しみ、叫さけび、吐はき出し……その訓練によって、隣となりで同じ訓練をしていたものが発はつ狂きようして死に、さらには血を大量に吐いて死んでいくのを眺ながめながら……


　それでも、少しずつ薬の量を増ふやしていく……


　彼女が過すごしてきたのは、そんな日々だった。


　しかし、この目の前にいる少年は……


　きっと、そんな苦く痛つうを味わったことはないのだろう。


　ビオは台所から、テーブルに突つっ伏ぷして眠ねむるライナの顔をじっと見つめた。


　なんの警けい戒かい心しんもなく、すやすやとかわいらしい寝息を立てて眠るこの少年を……


　さっき、ビオの料理を楽しみだと笑った少年を……


　そのままビオは目を細めて、粉薬を胸元に戻した。この薬で殺す必要はない。


　この薬は、苦しんで死ぬのだ。


　この、なにも知らない少年に、自分と同じ苦しみを味わわせる必要はない。


　もっと簡かん単たんに、自分が死んだということさえ気付かせずに殺す方法は、いくらでもあるのだ。


　そして、彼女には、それだけの能のう力りよくがある。


　その上……


「…………」


　毒薬はやはり、致死量に達する前に気づかれる可か能のう性せいもあるしな……


　それが、やはり第一の理由だった。


　感かん情じように流されることなく、完全を期する。


　ビオは一つうなずいて、料理をライナへと運んでいったのだった。





　　　　◆





　料理を食べながら、ライナはしきりに、


「うわ！　これマジうまい！　干しイモより全然うまいよ！」


　なんてことを言ってきて、ビオは苦く笑しようしながら、


「干しイモと比くらべられても、あんまりほめられた気はしないですね」


「あ、ごめん。えと、とにかく、干しイモと比べなくても、そこらの料理屋より、全然うまいって！　こんなうまいもん、毎日食えると思うと、もう、あれだね。ここは天国だね。昼ひる寝ねができて、うまいもん食べて、また寝て、食べて、寝る！　これ以上の贅ぜい沢たくはないよ！」


　なんてちょっとおっさんくさいことを言うライナに、ビオはまた、微笑ほほえむ。


　自分が作った料理が、ここまでほめられたのは初めてだった。たいていは貴き族ぞくの館やかたにお手伝いとして入り、料理を作っても、けなされたり、嫌いや味みを言われるのが関の山なのだが……


　これだけほめられると、やはり、うれしい……


　料理は、暗殺の成功率を高めるために独どく学がくで勉強して、そのまま趣しゆ味みになってしまったものなのだ。


　ビオは嬉うれしげに、


「もう。ライナはお世辞がうまいんですから」


「お世辞じゃないって。ほんとだよ？　こんなところにいないで、料理屋やればいいんだよ。ぜったい繁はん盛じようするって」


「料理屋かぁ～。いいなぁ～」


　そう。料理屋もいいかもしれない。


　この仕事が終ったら……料理屋をやってみてもいいかもしれない。


　そう、思った。


　料理も、嫌きらいじゃないし。


　この仕事が終ったら。


　この少年を……


　殺したら……


「ふわあ。食った～。もう食えない！　っていうところを超こえたところまで食べちゃったよ」


「あ、お口に合いましたでしょうか？」


　するとライナは大きくうなずいて、


「ばっちり！　すっげーうまかった！」


「よかった。あの、まだデザートがあるんですが……お腹なか、いっぱいで……」


　が、ビオの言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられて、


「食う！　絶ぜつ対たい食う！」


「じゃあ、いまお持ちしますね」


「楽しみだなぁ……俺おれは子こ供どもってのはデザートに目がないっていうのが正しいあり方だと思うんだよね。で、俺は子供だから、デザートに目がないわけで、だからもう腹はらいっぱいでも、ここは一つ無理してもいいと思うわけだ、という、言い訳わけを自分にしてみる」


　なんてことを一人で言うライナに、ビオは笑いながら、


「はい。フルーツのゼリーですから、そんなにお腹にもたれたりはしないと思うんですが……」


　そう言って出すと、ライナはまた喜んでデザートを食べ始める。


　そして……


「あ、これも美お味いしい。こんなの食べたことないよ。どうやって作るの？」


「え？　これはですね……」


　と、ビオがひとしきり説明すると、ライナはうんうんとうなずきながら、


「あ～、いや、別に作り方を聞いても……自分じゃ作れないんだろうけどさぁ。ビオはほんと料理がうまいね。どこで覚えたの？」


　それにビオは照れた笑いを浮うかべて、


「ヘタの横好きというやつなんですよ。本屋さんで料理の本を買ってきては、作ってみるっていうだけで……」


「へぇ。独学でそんなうまくなるのかぁ。やっぱ才さい能のうあるんだよ」


「そんなにほめられたら、恥はずかしいですよ」


「え？　そうかな？　そういうもんか……あんま、ほめられたことがないから、わかんねぇや。もう少しほめないほうがいい？」


　なんてことを真顔で聞いてきて、それにビオはあわてて、


「ああ、いえ、ほめられるのは、嬉うれしいです」


　それは、正直な気持ちだった。


　彼女が暗殺の能力以外の部分をほめられることは、ほとんどない。暗殺さえできていれば、ビオは存そん在ざいを許ゆるされたのだ。


　なのに彼は……


「そっか。ならよかった。俺もほめるのは嬉しいよ。すっごくおいしかったし。ありがと」


「…………そ、その……はい。あ、あの、私も、ありがとうございます……あ、食後のお茶を出しますね」


「ああ、いいよいいよ。なんかお腹いっぱいになっちゃったら、また眠ねむくなっちゃった。俺は寝るよ」


　言って立ちあがると、またもさっさと部屋を立ち去ってしまう。今度も、本気で眠そうだった。足あし下もとが若じやつ干かんふらついている。


　それに、


「……よく……寝る子……」


　呟つぶやいてから、彼女は目の前にある、見事に空になった食器を見る。


　そして少しだけ、嬉しげに笑ってから、それを片かた付づけ始めた。


　テキパキと食器を洗あらい、片かた付づけながら……


　頭の中では、今夜の行動の計画を立てていく。


　殺やるなら、今夜だと思った。


　ライナが寝ている部屋に忍しのび込んで、ナイフで首を落とす。


　痛いたみは感じないはずだ。音すら鳴らないだろう。それだけの鋭するどさをもって首を切り取る技ぎ術じゆつを彼女は持っていた。


　絶対の自信があった。


　それでも、脳のう内ないで何度もシミュレートしてみる。


　扉とびらをそっと開ける。気配は完全に消している。ライナは気付かない。そのまま、そっと近づく。ナイフを振ふり上げる。


　首を……


　ライナの首を……


　彼女はあっさり落とした。


　さっきまで笑って会話していたライナの首を、彼女はあっさり落としていた。


　料理をほめられて、嬉しかった。


　無む邪じや気きな反はん応のうを返してくるライナに、好感も持っていた。


　ライナの笑え顔がおが頭に浮うかんだ。嬉しそうに食事をするライナの顔が頭に浮かんだ。テーブルの上で、無む垢くな表ひよう情じようで、眠るライナの顔が頭に浮かんだ。


　しかし──


　彼女の手は、何度シミュレートしても、鮮あざやかな手て並なみで、ライナの首をあっさり切り落とす。


　それが、ビオだった。


　三年もの間、暗殺者として、トップの座ざに居い続つづけた彼女……


　殺すことだけが、彼女の存在意い義ぎ。


　女も子こ供どもも、関係なく、殺す。


　殺るなら、今夜だ。


　そう、思った。


　ライナは、あっさり彼女に気を許した。食事も、食べ過すぎだ。


　あれでは、眠っていなくても満足に動けないだろう。


　痛みは感じさせない。


　ライナの笑顔は、好きだ。


　だから、ライナが気がつく前に、彼は死ぬことになるだろう。


　台所を片付け終わると、彼女は用意してきていたナイフの確かく認にんをし……





　夜を、待った。





　　　　◆





　深夜。


　ライナが寝ている部屋は、二階にあった。


　四つある部屋の角部屋。


　ビオは足音を忍しのばせて、その部屋へと近づく。


　木でできていた扉とびらは、半開きになっていた。中は暗くら闇やみ。灯あかりはない。


　かすかな、かわいらしい寝ね息いきが聞こえてくる。それで、ライナが寝ているのがわかる。


「…………」


　ビオは気配を殺したまま、そっと半開きになっていた扉を動かさずに、隙すき間まから体を部屋へと侵しん入にゆうさせていく。


　そのまま、まったく無音のまま、部屋へと入ると……部屋の暗闇にうずくまる。


　そしてもう一度ライナの状じよう態たいを確認しつつ、部屋の暗闇に目を慣ならす。


　訓練されている彼女の目は、すぐに闇に適てき応おうし、部屋の中を見み渡わたすことができるようになる。


　ライナは、相変わらずベッドの上で寝息をたてている。


　寝相が悪いのか、布ふ団とんは完全に床ゆかに落ちてしまっている。


　それに、ビオは小さく微笑ほほえむ。


　まるで、だらしのない弟を愛いとおしむような表ひよう情じようで微笑む。


　そんな微笑みを浮かべたまま、しかし、懐ふところからは、鋭するどく研とぎ澄すまされたナイフを取り出す。


　経けい過かは上々だった。


　あとは近づき、殺すだけ……


　ビオは立ちあがる。


　ライナの寝息は、かわらない。


　一歩、近づく。


　やはり、かわらない。


　もう一歩。あと、一歩のところまで近づく。


　それでも、かわらない。


　焦あせる必要はない。相手がこちらに気付くことはないのだ。彼女は完全に気配を絶たっているのだから。


　それに、寝息からして、眠ねむりは深い。


　あと一歩近づいて、ナイフを振り下ろせば、すべては終わる。


　気配を絶ったまま、ゆっくりと近づき、殺せばいい。


　焦る必要はない。


　さぁ、仕事を終らせよう。


　ビオはもう一歩、近づこうとした。


　しかしそこで！


「あ～……実は、俺的にはトイレにいきたいんだけど、どう思う？」


　突とつ然ぜん、やる気のなさそうな、疲つかれた声こわ音ねで、ライナが言った。


　それに、ビオは一いつ瞬しゆん驚おどろき、自問する。


　目が覚めた？　気付かれたのか？　こちらの姿すがたを確かく認にんした？　それとも本当に、たまたまトイレに目を覚ましただけ？　寝ぼけていてこちらのナイフは見えてない？


　しかし、その選せん択たく肢しを、一気にかき消し、思いなおす。


　どちらにせよ、殺やるならいまだ！


　ライナの動きは、訓練されたものじゃなかった。どんな状じよう況きようだろうと、不意を突ついたいまなら、間ま違ちがいなく殺せる！


　ビオの体が、信じられない速さで動いた。


　一瞬で間合いを詰つめ、ナイフを、振ふり上げる動作のない、直線的な動きでライナの首へと向けて突き出す。


　が……


「んしょ」


　ライナは軽く首を上げるだけでそれをよけると、そのまま、弾はじけるようにその場を跳とび退のく。


　それに、


「な……」


　ビオが思わず驚きの声を上げた。


　ライナの反はん応のうは、すさまじいものだったのだ。


　とっさにビオがライナの姿を追うが、彼女が見られたのは彼の後ろ姿だけ……


　彼は信じられないことに、ベッドから跳び退き、さらには壁かべを蹴けって、彼女の死角へと姿を消してしまった。


「くう……」


　ビオはうめく。最悪だった。こんな失敗は初めてだ。


　目標ターゲツトの力を、見み誤あやまった……


　自分はライナを見て、なんと言った？


　ただの、十歳さいの少年だと？


　自分とは違う、日々を安あん穏のんと過すごしてきた、無む邪じや気きな子こ供どもだと？


　なんて馬ば鹿かなことを思ったのだろう？


　十歳で、この動き……


　自分と同じ……いや、それ以上の血みどろになるような地じ獄ごくを経けい験けんしているはずだ。


　この目標ターゲツトは……


『化ばけ物もの』だ……


　背はい後ごから、強大な殺気が膨ふくれあがる。


　常じよう人じんなら、射いすくめられて動けなくなるほどの殺気。


　あの少年が……ライナが放っているのだ。


　攻こう撃げきしてくる。


　どっちだ？　右か？　左か？


　動かなければ、死ぬ。


　間違えても、死ぬ!?


　彼女はナイフを背後に投げ、そのまま左に飛んだ。部屋の出口とは反対方向。


　賭かけは……


　成功。ライナはいなかった。


　彼は、彼女が投げつけたナイフをあっさり受けとめて、部屋の扉とびらを塞ふさぐように、立っている。


　彼女が部屋から逃にげ出すとふんだのだろう。だからこそ、彼女は、その逆ぎやくに飛んだのだが……


　しかし、状況は変わっていなかった。


「くそ……」


　ビオは思わずそう呟つぶやいていた。


　いまの攻こう防ぼうだけでわかってしまった。あきらかに、ライナの能のう力りよくのほうが上だ。


　それも、圧あつ倒とう的てきに。


　さっき一いつ緒しよに食事をした、無邪気な表ひよう情じようをしたライナは、そこにはいなかった。


　ただ、彼は、つまらないものを見るような、疲れ果てた瞳ひとみで、手に持ったナイフを眺ながめている。


　それにビオは、


「……まんまと、騙だまされた。眠ねむそうな表情。やる気ない足取り……」


　くそ。さすがに、最後の任にん務むは、そう簡かん単たんには、終われないか……


「…………」


　しかし、まるで興きよう味みなさそうに、ライナはこちらを見ない。


　会話で時間稼かせぎはできない、ということだ。


　その間にも、ビオは周囲を見まわし、高速で頭を回転させる。出口はライナが塞いでいる扉と、そして窓まど。しかし窓にはいま、雨戸がかかっており、通りぬけられない。となるとやはり、ライナの後ろにある、扉を抜ぬけなければならないのだが……


　ビオは鋭するどい瞳でライナを見つめた。


「……さて、私に、あいつの後ろをとるだけの能力があるだろうか？」


　自分にも聞こえないほどの小さな声で、言ってみる。


　正直、自信がなかった。それだけ、ライナの動きはすさまじかったのだ。


　と──そこで、ライナはこちらへ顔をあげた。


　暗い、鋭い瞳だった。その瞳で、ビオを見つめると、


「めんどくさいから、すぐに終わらせる」


「そう、簡単に、やらせは……」


　しかし、ビオが言い終わる前に、ライナの体がゆらりと動いたかと思うと、低く、信じられないほど低い体たい勢せいで、突とつ進しんしてくる。


　それに反はん応のうして、ビオも動く。


　動きだけなら、ぎりぎりよけられない速さじゃなかった。ライナの動きを見つめ、それに向かって拳けん打だを放つ。


　しかし、ライナはそれをまるで見み越こしていたかのように軽く左手でつまむと、ビオの腕うでの関節を極きめて、そのままあっさり床ゆかへと押おし倒たおしてしまう。


　そして右手に持っていたナイフを彼女の首へと振ふり下ろしてくる。


　暗くら闇やみの中、廊ろう下かからの灯あかりに、ナイフがきらめく。


　鮮あざやかだった。


　あまりに鮮やかな手て並なみに、なにもできなかった。


　死ぬんだ。


　それだけがわかった。


　今度は、自分の死ぬ番……


　そんなことを、ぼんやり考える。


　しかし……


「ほい。そんなわけで、今回は俺おれが勝ったわけで……となるとやっぱ、負けた人は、勝った人の言うことを一つ聞くっていうのが、ルールだと思うんだけど、どう思う？」


　突とつ然ぜん、例の疲つかれたような、気だるい声こわ音ねでライナが言ってきて……


「へ？」


　今度こそ、ビオはそんな、間抜けな声を上げてしまった。


　それにライナは肩かたをすくめて、立ちあがる。そして、ナイフをひっくり返すと、柄つかのほうをビオへと差し出してきて、


「はいこれ、返すよ」


「え？　へ？　いや、だからいったい……」
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「あーとりあえず、黙だまって話を聞いてくれ。んと、それで、なにから話すかなぁ」


　と、十歳さいの少年は、困こまったような表ひよう情じようで腕組みをする。そして、


「そだ。えと、ビオは、どういういきさつで、ここにきたの？　ってか、まあ、俺を殺しにきたんだろうけどさ。誰だれに依い頼らいされて、俺を殺しにきた？」


　なんてことを突然聞いてきて……


　それで、納なつ得とくした。


　ライナは、自分がビオよりも圧あつ倒とう的てきに強いということを確かく認にんすると、今度は、彼女のバックにいる依頼者が誰かを確認しようとしているのだ。


　まあ、当然の反応だろう。


　だが、答えることはなにもなかった。暗殺者は、そう教育されているのだ。こちらの情じよう報ほうは、なにも明かさない。どんな拷ごう問もんを受けようと、たとえ殺されようとも、だ。


　ビオは、なにも答えなかった。


　抵てい抗こうもしない。


　抵抗しても無む駄だなほど、この少年と自分の力に差があることもわかってしまったから……


　しかしそれにライナはうなずいて、


「ああ、まあ、ビオが言わないなら、俺が言うけど。ビオはローランドに命じられて、俺を殺しにきたわけだ」


「…………」


　ビオは答えない。


　が、ライナはそのまま淡たん々たんとした口調で、


「おまけに今回の任にん務むで、ビオは暗殺者としての任を解とかれることになってんだよね。新しい名前が与あたえられ、新しい生を生きる、だっけ？」


　瞬しゆん間かん、


「なんで貴き様さまがそれを!?」


　ビオは叫さけんでいた。


　叫ぶとともに、再ふたたび思考が巡めぐり始める。


　どういうことだ？　なぜ、あの指令書の内ない容ようを、ライナが知っている？


　どこからか、情報が漏もれたのか？


　それともまさか……


　とそこで、ライナが、少しだけ悲しげな表情で、


「ちなみに、俺に与えられた任務を言うと……」


　彼はそばにあった机つくえの引出しから、書類の束を取り出して、ビオの方へと差し出してくる。


　そして……


「俺の任務は、暗殺者ビオ・メンテの抹まつ殺さつ。長い戦せん役えきの間に活かつ躍やくしたビオ・メンテは、まあ、あれだ。国の裏うらの部分を知りすぎてるから、そのままにしとくと危き険けんだってことで、消そうってことになったわけだ」


　なんてことを言ってきて……


　手て渡わたされた書類にビオは目を通していく。


　すると、確たしかにそれはローランド軍からの指令書で、そして、暗殺対象は、ビオになっていた。


「そんな……馬ば鹿かな……」


　思わず呟つぶやくビオに、ライナが、


「いや、この国がやることは、いつもこんなもんだろ。さんざんこき使ったあげくに、邪じや魔まになりゃ殺す。ローランドのお偉えら方がたはいっつもそうだよ」


　まるで人生をあきらめているような、それでいて、達観しているような声音で、ライナはそう言った。


　十歳の少年の言葉とは、とても思えなかった。


　この少年は、十歳にしてすでに、ビオなどよりも遥はるかに完成された暗殺者なのだ。


　動きも、思考も……


　ライナが続ける。


「おまけに、これは俺の訓練でもあるらしいんだ。最高の暗殺者である、ビオ・メンテに狙ねらわれてもなお、殺すことができるか、どうか。ビオは俺の実験台なわけだ。すっごいよね。この、人の命をもてあそぶような、ローランドのやり方。もう、ここまでくると、感心しちゃうよ」


　それに、ビオは顔をあげ、ライナを見つめて言った。


「なるほど……で、私を殺すのか？」


　するとライナはうなずき、


「ん。そうだな。それが俺の仕事だからな」


　あっさり言う。


　それに、ビオは苦く笑しようした。


　そうだ。目標ターゲツトを殺す。それが暗殺者の仕事だ。そして今回は、その目標ターゲツトが自分だというだけのこと。


　自分は、ここで、死ぬのだ。


　そう思うと、急におかしくなってきた。


　ずっと国のために尽つくして、死ぬ思いの訓練を乗り越こえて、たくさんの人を、命ぜられるままに殺し……最後には自由になれると言われて、生まれて初めての自由に、ほんの少しだけ夢ゆめを見た矢先に……


　尽くしてきた国に、裏うら切ぎられるのだ。


　人をたくさん殺した。


　子こ供どもだろうが、女だろうが。


　命じられれば、誰だって殺した。


　そんな自分が、明日からの、自由な生活に夢を見たのだ……


　たくさんの人間の自由を奪うばった自分が、明日からは自由になれると思っていたのだ。


　それが、おかしかった。


　自分の甘あまさがおかしかった。


　こんな自分が、幸せになれるはずないのに。


　自分が尽くしてきたものに、裏切られて死ぬ……


　お似に合あいだ。


　そう思った。


　ビオは微笑ほほえみ、ライナを見つめて言った。


「さっさと殺やれ」


　するとそれに、ライナは困こまったような表ひよう情じようになって、


「えー、なんだよそれ。これから殺されるってのに、そんな笑顔になっちゃうわけ？」


「ん？　笑顔の女は、殺せないか？　泣き叫さけんで逃にげ惑まどう女を殺すのが趣しゆ味みとか？　変へん態たいだな。いくら実力があっても、暗殺者としては、二流以下だ」


　実じつ際さいにこの手の輩やからが陰いん成せい師しの中には多いのも知ってる。自分が選ばれた人間だと勘かん違ちがいし、他の人間はクズ以下だと思っている輩。


　が、ライナは肩かたをすくめて、


「いや、ンなことに興きよう味みはねぇよ。ってか、他の陰成師の奴やつらと一いつ緒しよにしないでくれよ。俺が……他の奴らにどう呼よばれてるかだって知ってるしな……本当にいなくなるべきなのは……」


　瞬間、少年の顔が、悲しげに歪ゆがむ。しかし、その表情はすぐに眠ねむそうに緩ゆるんだものにかわって、


「ああもうとにかく。俺的シナリオでは、俺が暗殺者ビオ・メンテを殺して、ビオは新しい名前になって、新しい生を生きるっていうシナリオなんだよ。だから、あんまりそう、死ぬ気満々な表情になられても、困るんですけど？」


　突とつ然ぜん、そんなことを言ってくる。


　それに、


「はぁ？　って、ちょっと待て。おまえは、なにを言ってる？」


「だぁから、とりあえずビオをローランドから国外に逃がして、新しい人生を送らせる。んでもって、ビオはちゃんと始末したって俺が国に報ほう告こくするってな筋すじ書がきなわけ。理り解かいした？」


　理解した？　と言われても、なにを言ってるんだこの少ガ年キは？


　ビオはきょとんとしてライナを見つめた。そして、


「おまえ、なぁ。そんなことが無理だってのは、子供でもわかってるだろう？」


　しかし、ライナは不思議そうに首をかしげて、


「へ？　なにが無理？」


「なにもかもがだよ。もう、全部無理！　ってもう、あのねぇ、まず無む断だんでローランドの国こつ境きようを越こえるのが、どれだけ大変かわかってんの!?」


「俺、越えたことあるよ」


「うそ？」


「まじ」


　あっさり言う。


　それにビオしばらく沈ちん黙もくしてから……


「………………で、でもよ？　仮かりにうまく国外に脱だつ出しゆつできたとしても、でもそれでも、あんた私を殺すように命令されてるんでしょ？　じゃあ、ちゃんと私を殺さなかったら、罰ばつせられるのは、あんたなのよ？　へたすりゃ、死し刑けいよ？　絶ぜつ対たい死体の確かく認にんをさせろとか言ってくると思うし。そしたらどうすんのよ？」


　が、それにライナはにっこり笑って、


「ねぇねぇ、もしかしてその喋しやべり方が、ビオの素すの喋り方なわけ？　なんか、さっきまでの淡たん々たんとした喋り方とも、最初会ったときの、ちょっとぶりっ子っぽい喋り方とも違ちがうよね？　なんだかんだ言って、新しい人生、生きるつもりになってきてる？」


「話をそらすな！」


　思わず叫んでから、


「ああもう……」


　ビオは疲つかれたようにため息をついた。


　最初に会ったときからそうだったけど……このライナとかいう少年は、あっさりこちらのペースを崩くずしてくる……


　だいたい、いまの会話はなんなんだろう？


　なんでこの少年が、私の人生の心配なんかしてるんだ？　私とこの少年の関係は、私が暗殺者だったにしろ、ライナが暗殺者だったにしろ、あくまで敵てき同士のはずなのに……


　ビオは少年を見つめ、そして、言った。


「ちょっと、聞きたいんだけど。いい？」


「なに？」


「私って、あなたに、昔会ったことあるっけ？」


「ないよ？」


「ないわよね。じゃあ、今日初めて会う他人なわけよね」


「だね」


「で、もう一度聞かせてほしいんだけど、あなたに私を助けるメリットってあるわけ？　さっさと殺しちゃえば、罰せられることもないし、ローランド軍からの評ひよう価かも上がるわけじゃない？　なのに、なんで殺さないの？」


　それにライナは腕うで組ぐみし、ちょっと眉み間けんにしわを寄よせて考え込こんでから、一言。


「めんどいからだな」


「へ？　めんどい？　なにが？」


「殺すのがめんどいからだよ」


「はぁ？　私を国外へ逃にがしてから、わざわざ軍に噓うそつくのはめんどくないっての？」


　すると、ライナはさらに顔をしかめて、


「いや、それもめんどいなぁ。ああもう、俺おれはめんどいことは嫌きらいだってのになぁ。でも──」


　と、ビオを優やさしげな表ひよう情じようで見つめて、


「でもさ、ビオを殺したっていうのを背せ負おうのよりは、ましだろ？　人殺すのがやっぱ、一番めんどいよ。どんなに平気な顔をしてても、人を殺したら、それだけなんかを背負っていくじゃん？　なぁんか後味悪いし、夜中には幽ゆう霊れいとかもでてきそうだしさぁ。殺せば殺すほど、どんどんそれが重くなって、もう歩くのもしんどくなってさぁ、ああ、もう眠ねむいから学校いきたくねーとかなって……って、ああ、まあ、それは違うかもしれんけど……とにかく、めんどーなわけだよ。だからビオも、いままで暗殺者やるの、大変だったろ？　戦争も終わったんだ。もう、人を殺す必要はないよ。おつかれさま」


　そんなことを言う。


「…………」


　瞬しゆん間かん、ビオは、言葉を失っていた。


　大変だった？


　自分は……大変だったんだろうか？


　人を殺すとき、自分はなにを考えていた？


　一人、また一人と殺していくたびに、なにも感じなくなっていった。人を殺しても、辛つらいと感じない。なにか楽しいことがあっても、楽しいと感じない。


　ただただ、毎日命令をこなすだけ。


　自分は、人を殺すためだけに、存そん在ざいするんだから……


　ライナが言った。


　殺せば殺すほど、どんどんそれが重くなっていって……


　でも、もう、人を殺す必要がない……？


（そうしたら……私は、なんのために存在するんだろう？）


　人を殺さない生き方なんて、教わってない……


　私は……


　私は……


　そう、彼女は自問した。


　少年が微笑ほほえんでいる。


　少年は眠そうな、しかし、優しげな微笑みでこちらを見つめて、


「実はさ、俺がいた孤こ児じ院いんは特別な場所でさ、俺の友達だった奴やつらの中からも、何人も暗殺者になってんだよね。俺はまあ、めんどくさがりだから、全然暗殺が成功しなくてさぁ、暗殺者としての適てき性せいはゼロっていう判はん断だんだったんだけど……」


　そこで一度、言葉を切ってから、再ふたたび、


「ああまあ、俺の話はいいや。とにかく、友達の話ね。そいつらみんなさ、最初は普ふ通つうに笑ってたんだよ。でも、次に会ったときは、辛そうな顔をしてた。で、最後に会ったときは、まるで死人みたい。みんな、苦労してんだ。社会人は大変だね。でもって、ビオを見たときも、すぐにわかったよ。ビオは、ほんとは、もう、人を殺したくないんでしょ？」


「…………」


　人を、殺したく、ない？


　誰だれが？　私が？


　人を殺すことしか知らない、私が？


　暗殺者の中で、常つねに最高の成せい績せきを収めてきた、私が？


「もし、殺人に快かい楽らくを感じてるような相手だったら、殺すつもりだったんだ。でも、ビオは違ちがう。なら、人生をやりなおせるよ。だってビオは……俺のような……『化ばけ物もの』じゃないんだから」


「…………」


　ビオは、ライナを見つめた。


　笑いながら、眠そうな顔で語り掛かけてくる少年を……


　彼女が受けた命令は、『化物』を殺せ、だった。


　しかし……


『化物』？


　これが『化物』？


　違う。


　そう思った。


　本当の化物は、この国だ。


　本当の化物は……


　なにも考えずに、人を殺し続けた、私だ……


　人を殺すことでしか存在できなかった、私だ……


　でも、それでも、この少年は……


　そんな彼女を生かそうとしていた。


　もう、人を殺すことのない、存在価か値ちのなくなった彼女を生かそうとしている。


　こんな自分を……許ゆるしてくれるという。


　人生をやりなおせると言ってくれる。


　なんなんだこいつは……


　まるで、わけがわからなかった。この少年の言葉は、なぜか、胸むねをえぐる……


　ビオは、目の前の少年を見つめた。


　少年……たかだか十歳さいの少年……


　しかし、まるで子こ供どもには見えなかった。ひどく悲しい目をする。自分のことを『化物』だと呼よんで、ひどく疲つかれた目をする。そして、手玉にとるかのように、ビオを振ふりまわし、そうかと思えば、救うなどと言い出す。


　今日会ったばかりの、他人のくせに。


「…………私がローランドの外へとでたら、ライナは、私を殺したって、軍に報ほう告こくするんだよな？」


「そうだよ？」


「死体がなければ、バレるぞ」


「だろうね」


「バレたら、罰ばつせられる」


　が、それにライナはへらへらと笑って、


「知ってた？　忌いみ嫌きらわれる『化物』は、理由がなくても罰せられるんだよ。だから、慣なれっこなんだ。気にしなくて……」


　その言葉の、途と中ちゆうだった。


　彼の表ひよう情じように突とつ然ぜん、胸が痛いたんだ。それがきっかけだった。十歳とは思えない、その自じ嘲ちようするような、それでいて、あきらめてしまっているような笑みを見て……


　ビオは思わず……


「私は、気にするっ!!」


　叫さけんでいた。なぜだかわからないが、叫んでいた。意い志しとはまるで別なところで、口が勝手に動いていた。


　なんだ、これは……


「ライナが気にしなくても、私は気にする！」


　そんな、突然叫んだビオに、ライナは驚おどろいた表情で、


「へぇ？　なんで？　だって、ビオと俺は、今日はじめて会ったばっかだよね？　他人も同然だよ？　なのに、気にするの？　別に殺されるわけじゃないんだよ？　それに俺は、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやの、『化……」


　しかし、ビオはそのライナの言葉を、最後まで言わせずに、言う。


「うるっさいなぁ！　とにかく、気にするんだよ！　だって……その………………だからだよ！　だから……仕方ないだろ!?」


「へ？　えと、なにが、仕方ないって？　ごめん。ちょっと聞き取れなかった。なに？」


　それに……


　ビオは顔をうつむけて、


「え……あ……だから！　その、だから、えと、とにかく！　なんだかわかんないけど、おまえに嫌いやな思いをしてほしくないんだよ……」


「なんで？」


　瞬しゆん間かん、


「だから、おまえが好きだからだよ！」


　そんな言葉が、自分の口から出た。


　声に出し、自分で言って、そして、自分で驚く。


　なにを言ってるんだ？


　なんだ、これは？


　なにが起こってるんだ？


　もう、自分で言って、自分で混こん乱らんしてしまっていた。


　ただとにかく、この目の前の、ライナの顔が苦く痛つうに歪ゆがむのを見たくないと思ったのだ。この目の前の顔が、悲しい顔になるのを見たくないと思ったのだ。


　なぜか突然、彼を、守りたいと思ったのだ。


　こんな感情は初めてだった。


『好き』だなんて……


　誰に対しても、こんな感情になったことはなかった……


　愛情に、いくつかの種類があることは、本で読んで知っている。


　自分の子こ供どもや、一いつ緒しよに暮くらしている動物や……そんな弱いものを守りたいと思う愛情が、一つ。


　そしてもう一つは、異い性せいに対する、突然訪おとずれる感情の変化……


　恋れん愛あいとか呼よばれる感情……


　どちらの本を読んでも、いつも、ぴんとこなかった。他人のために、なんの報ほう酬しゆうもないのに、命をかけられるということに、現げん実じつ味みを感じられなかった。


　しかし、いま、自分の中にある、この感情は、なんだ？


　少なくとも、自分はあきらかにライナよりは弱い……


　となるとこれは、恋愛と呼ばれる感情のほうか？　それとも自分の知らない、別の愛情の形があるのだろうか？


　なんて思考が、一いつ瞬しゆんのうちに頭の中をぐるぐる回る。


　当然のことながら、それにライナは心底驚いた表情でしばらく呆ぼう然ぜんとしてから、


「………………はぁ!?　ちょっと待って……うそ？　えと、好きって、そういう、好きのこと？　なんで？　だって、俺ら、今日会ったばかりだよ？」


「わ、わかってるよ！」


「そ、それに俺ってばまだ十歳さいで、ビオは……」


「だからわかってるって！　でも、しょうがないでしょ！　私だってこんな気持ちになったのは初めてなんだから。私だってびっくりしてるんだよ！」


「あ、そ、そう。そか……んと……その……じゃあ、どうしよう……？」


「私に聞くなっ！」


　叫んで、今度こそ、ライナのほうを見られなくなる。頭に血が上って、くらくらしはじめる。こんな感覚は、初めてだった。


　重じゆう症しようだ……


　人を好きになったというだけで、身体的にこれほどの変化があるとは……


　人を殺すとき。


　危き険けんに見まわれたとき。


　すぐさま、平静を取り戻もどして、行動できるよう、訓練されているはずなのに……


　ビオは胸むねを押おさえて、


「うう……まいった……心しん臓ぞうが口から飛び出しそう」


「まぁじで!?　し、死にそうってこと？」


「だ、大だい丈じよう夫ぶだと思う。苦しいけど、嫌な感じはしない。心ここ地ちいい苦しさ。やはりこれが、恋こいというやつなのか？」


　聞いてみる。自分の感情が、恋なのか、それともまた、別のものなのか……


　しかしライナは……


「うわ…………なんかそれ、すっごくクサイ台詞せりふのような気がする……」


　否ひ定ていは、しなかった。それにビオは微笑ほほえんで、


「…………そうか。そうだな。私もそう思う……しかし、普ふ通つうの十五歳の少女は、いつもこんな思いをしているのかな？　それはそれで、大変なことだと思うんだけど」


「ああ、そうだね。どうだろ？」


「どうかな」


　そんな会話。


　しかし、初めての会話だった。


　自分が、初めて人間になったような気がした。


　ビオは胸を押さえて、深しん呼こ吸きゆうをし、鼓こ動どうを落ちつける。


　ライナは、それを、無言で待っててくれる。


　ライナと話していると、新しいことばかりだった……





　　　　◆





　しばらく、落ちつくまで、くだらない会話をした。


　くだらない会話というのが、初めてだった。演えんじていない自分で、料理の話をしたり、読んだことのある本の話をしたり……


　そして……


　ビオは部屋の隅すみに置いてあった椅い子すに座すわっているライナを見つめて、言った。


「とにかく、そういうわけで、話を戻もどすけど、私はライナがローランドに残って罰ばつを受けるなんていうのは、絶ぜつ対たいだめだと思うわけ。理由はもう、わかるよね？」


「…………いや、わかるけど、でも、ローランドから出たあと、ローランドの国こつ境きようから離はなれるまでの時間を、俺おれが軍に噓うそをついたりして稼かせがないと、逃にげきれないと思うよ？　ビオは確たしか魔ま法ほうが使えるから、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいも追ってくるだろうし……」


「でも、ライナを置いていくわけにはいかないの！　こんな、ライナを『化ばけ物もの』扱あつかいする国に、あなたを残すわけにはいかない」


　それに、ライナは困こまったような表ひよう情じようになって、


「……う～ん……」


「あ、それともライナは、私と一いつ緒しよに国外へ逃げるのは、嫌いや？」


「いや、それは別にいいんだけど……成功するかなぁ……」


「私、ライナが一緒にきてくれないなら、絶対逃げないよ！」


「こ、殺されるんだよ？」


「それでも逃げない！」


　するとライナは困りきった表情で腕うでを組んでまた、


「う～ん」


「大丈夫だって！　ライナは、国外へでたことあるんだよね？」


「うん。でるのはわりと簡かん単たんだよ。ビオくらいの能のう力りよくがあれば、楽勝」


「じゃあ、いけるよ。ライナもすっごい強いし……きっとやっていける」


　しかし、ライナはそれでもしかめた顔で、


「俺も、国外へ出るのは成功すると思うんだよね。ただ、できるだけ、誰だれとも戦わずに出たかったなぁ。俺が軍を引きつけないで国を出たら、絶対に追っ手に追いつかれるだろうからなぁ……戦うのは、めんどいなぁ」


　なんてことまで、彼は考えているのだ。


　追っ手を傷きずつけたくない、ということなのだろう。


　でも、いまはそんなことを言っている状じよう況きようではないのだ。


　とにかく、この、地じ獄ごくのようなローランドから、逃げ出さなければ……


　ライナが少し考えてから、


「仕方ないなぁ……じゃあ、ちょっとがんばってみようか。国外へでるとなると……どこへいきたい？　ローランドに隣りん接せつしてる国は三つ。エスタブール王国、ネルファ皇こう国こく、ルーナ帝てい国こく……比ひ較かく的てき警けい戒かいが緩ゆるいのは、ローランドとは同どう盟めい国のルーナ帝国かな。でも、同盟してるだけに、追っ手がすぐくる。逆ぎやくにエスタブールは、休戦状じよう態たいにあるとはいえ、ついこの間まで戦争をしてた国だ。国境の警けい備びは異い様ように厳きびしいだろうね。でもそのかわり……」


　それにビオはうなずいて、


「追っ手もほぼ、こない。それどころか、ローランドから抹まつ殺さつ命令が出されてるような私は、歓かん迎げいされるかもね」


「だね。でもって、ネルファ皇国は、ルーナとエスタブールの中間くらいかな。追っ手もそこそこにくるし、国境を越こえるのもそこそこに大変と……さて、どれがいい？」


　しかし、答えはもう決まっていた。


　ビオはすぐに、


「私は、ネルファ皇国にいきたい」


「どうして？」


「だって、ネルファは、いまの国王が即そく位いして以来、一度も戦争が起きてないでしょ？」


「うん」


「ライナは人を殺したり、殺されたりするのが嫌きらいみたいだから……だったらネルファがいいかなって思って……」


　我われながら、なんか、かわいらしいことを言ってるな、とは思った。


　すると案あんの定じようライナはまた、例の困ったような、めんどくさそうな表情で、


「……そ、そう……じゃあ、ネルファにしようか……」


「うん！」


　そう、うなずいた。


　自分でもびっくりするくらい、弾はずんだ、高い声がでた。


　変わっている……


　こんな短時間で、自分が、恥はずかしいくらい変わっていくのがわかる。


　口調すら、どんどん変わっていく。奇き妙みようなくらいだ。ライナといれば、自分は、本当にやりなおせるのかもしれない。


　そう、思った。


　ライナが言う。


「じゃあ、出発は……ああもうめんどいなぁ。絶ぜつ対たい、今日の夜じゃないと、やっぱまずいよなぁ。二人同時にいなくなるんだし……明日午前中にビオを国外へ逃がして、午後に軍に言い訳わけしにいこうと思ってたけど……明日二人とも生き残ってたら、絶対怪あやしまれるだろうしなぁ……どう？　今こん晩ばんにも出発、できる？」


　答えはもう、決まっていた。


「もちろん。私を誰だと思ってるの？」


　ビオは胸むねを張はって言った。





　　　　◆





　深夜でもそこは、篝かがり火びが灯ともされ、明るかった。


　ローランドとネルファの国こつ境きよう。


　巨きよ大だいな門で隔へだてられているそこは、十数人もの国境警備の兵で厳げん重じゆうに守られている。


　もちろん、ビオとライナの力をもってすれば、皆みな殺ごろしにすることもできるのだが……


　しかし、まったく無音で殺すことはできないだろう。それなりの戦せん闘とうになる。そうなれば、控ひかえの兵がかけつけてくる。


　もたついていれば、本隊がでてくる。


　そして、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいもやってくるだろう。切れ者と名高いラッヘル・ミラーとかいう男が率ひきいる部隊などは、かなりの戦闘能のう力りよくを持っていると聞く。


　ここで騒さわぎを起すわけにはいかない。


　ビオはライナを見た。


　すると、


「もちろん、ここは通らないよ？　いや、できればここを通ってさ、整地された道をだらだら歩っていきたいけど、さすがにそれは無理だから、途と中ちゆうの山を抜ぬける。崖がけとか谷とかあるし、肉食の獣けものとかもいる上、火も灯せないけど……」


「大だい丈じよう夫ぶ。私、職しよく業ぎよう柄がら、夜目は利きくほうだから」


「だろうね。俺を襲おそってきたとき、部屋の中全部見通せてたもんね」


「ライナの動きを追うのは、大変だったけどね……でも、あのとき、勢いきおいあまってライナを殺さなくてよかったぁ。いやまあ、殺せなかったけど……ライナって、とんでもなく強いよね……年下とは思えない……」


「そうかな？」


「そうだよ！　なんか、かっこいい」


「…………」


　しかしそれに、またもライナは困ったような表ひよう情じようで肩かたをすくめるだけで応こたえて、


「そ、そんじゃ、いこうか」


　そのまま、すたすたと歩いていってしまう。


　それにビオも、


「うん」


　うなずいて、歩き始めた。





　　　　◆





　暗い夜道を、歩いた。


　その間、ぼそぼそと数回会話しただけ。でも、それだけでも楽しかった。


　国境沿ぞいに二時間ほどいったところに、そこはあった。


　とても、人が通れそうには見えない、山道への入り口。だからこそ、見み張はりもいないのだが……


　ライナが振ふり返って、


「ここなんだけど、いけそう？」


　ビオはその暗くら闇やみにそびえる山を見て、あっさりうなずいた。


「うん。大丈夫だと思う」


「じゃあ、いこうか」


「う、うん」


　そして、ライナはすいすいと、道のない、木がうっそうとしげる山の中へと入っていってしまう。


　しかし、ビオは、目の前の山道を見つめて、動けなかった。


　それにまたライナが、


「どうした？　大丈夫？」


　もちろん、大丈夫だ。これくらいの山道は、どうってことない。しかし、動けない。


　ここを、一歩踏ふみ出せば、そこはもう、ローランドじゃないのだ。この先は、いままで自分がいた場所とは違ちがうのだ。


　誰からも命令されない。誰も殺す必要のない。自由な場所なのだ。


　おまけにそこにはライナもいて……


　出来過すぎだった。


　自分には、出来過ぎだった。


　新しい人生。


　私は、やりなおせる。


　それは、すごいことのような気がした。ただの十五歳さいの少女になって、恋こいをして、普ふ通つうに働いて、笑って……


　すごい。


　そんなの、想そう像ぞうしたこともなかった。


「すごい……ライナ……すごいよ」


　それにライナは不思議そうな顔になって首をかしげて、


「へ？　なにがすごいの？」


　ビオは顔を上げ、ライナを見つめた。そして……


「私いま、すごい幸せな気分。それに、幸せになりたい気分なの。こんなの、初めて。震ふるえるくらい……ありがとう、ライナ」


「…………う～ん。俺にお礼を言うのはおかしいと思うけど……幸せってのはいいね。でもって、これからもっと幸せにならないとね」


「うん。そうだね。でも、これ以上幸せになったり、するのかな？」


　するとなぜかライナは得意げに、


「もちろん。昼ひる寝ねとかすると、もっと幸せになるよ」


　それにビオは笑った。


「あ、そーか。ライナってば、いっぱい寝る子なんだよね」


「うん。あの有名な言葉、『子こ供どもは寝るのが仕事』ってやつを実じつ践せんしている、まじめ人間なんだよ、俺は。ま、こんだけ働いてるんだから、きっと将しよう来らいは昼寝王国の王様になれると見たね」


「あはは。なにそれ？……でも、そうかも。そうだね……」


　毎日が平和で、平へい凡ぼんで……人が殺されることも、殺す必要もなくて……その、王様の寝顔をずっと眺ながめていられたら……


　そしたらきっと、いま以上に、幸せを感じられるかもしれない……


　そう思った。


　こころの底から……震えるくらい、そう思った。


　一歩を踏み出せば、もしかしたら、そんな幸せに手が届とどくかもしれないのだ。


　ライナが手を差し伸のべてくる。そして、


「さあ、いこう、ビオ」


　それにビオは大きくうなずいて……


　一歩、踏み出そうとした。


　そのとき。


　それは、一いつ瞬しゆんの出来事だった。


　風を切るような甲かん高だかい音がしたかと思うと、なにかが、とんっという、軽い音を立てて、わき腹ばらに当たったのを感じた。


「あ」


　ライナが、目を見開いて、ビオを見つめる。


「え？」


　ビオも、目を、わき腹へと向けて……


　そして……


　そこに、あるものを見た。


　わき腹に突つき立っている、細い、木の棒ぼうを……


　それは。


　矢だった。


　鏃やじりが見えないほど、わき腹に深く突き刺ささっている。そこを中心に、服が、じわじわとどす黒く染そまっていく。


「ビオ!?」


　ライナが叫さけぶ。しかし、ビオは冷静に自分の状じよう態たいを確かく認にんしていた。


　致ち命めい傷しようではない。内ない臓ぞうは傷きずついていない。まだ、動ける。


　でも……


「ライナ。私は大だい丈じよう夫ぶ。傷はひどくない」


　しかし、ライナはこちらに駆かけ寄よってきて、


「くそ。俺おれのミスだ。いったい、どこで気付かれた……なんで、ここに……」


　とそこで、暗くら闇やみの中から、数十人もの、鎧よろいに身を包んだ男たちが駆け寄ってきて……


　中でも、ひょろりと背せの高い、初老の男が言ってくる。


「はは。やはり、予想通りの反はん応のうだな、ライナ・リュート。貴き様さまは暗殺を、一度も成功させてない。こういう行動をとることは、わかっていた。この役立たずの化ばけ物ものが」


　それを、ライナがにらみつけ、


「……じ、じじい、てめぇ……」


　が、初老の男はまるで相手を小こ馬ば鹿かにするような表ひよう情じようで笑って、


「だが、すべては予想通りだ。どうやら、その小こ娘むすめと仲良くなったようじゃな。計画通りだよ。さて、実験を続けるか」


「じ、実験？」


　ビオはうめくように言った。すると、また初老の男は楽しげに、


「そうだ。実験だ。『複写眼アルフア・ステイグマ』は、保ほ持じ者しやの感情が極度に高まったときに暴ぼう走そうすることが多いらしくてな……とくに、親しくしているものが、殺されたり、虐ぎやく待たいを受けたりすると、発動するらしい。といっても、まだ一度も暴走したことがないから、くわしくはわからんがな。そこにいる『化物』は、まるで言うことを聞かんから、なかなか実験が進まんわ。いっそ殺してやろうかとも思うが……唯ゆい一いつの、暴走状態から元に戻れる特とく異い体たいなんで、殺すわけにもいかんしな……」


　そんなことを言う。


　実験……


　これは、実験なのだ。


　二人がこういうふうに、ここへ逃にげてくることまで、予想されていたのだ。


　すべては、計画通り。


　自分は、ライナを暴走させるための、引きがね。そして、自分が殺されて、ライナは暴走する。


　なにもかもが、計画通り……


　が、そこで、ライナはビオの肩かたをぐっとつかんて、


「そんなことには、させない。ビオは、殺させない」


　すると初老の男はまた笑って言った。


「おまえには止められんよ。兵は、ここにいるだけじゃない。百人から用意してるんだ。まあ、おまえの『眼め』が暴走すれば、別だがね。それとも、その女を殺さないでも、暴走を見せてくれるかね？」


「…………」


　ライナは、答えなかった。


　彼は、そのまま、ビオのほうを向いて、


「ごめん。俺のせいだ。俺が……化物だから……」


　しかし、ビオは首を振ふった。強く、首を振った。


「違ちがう。ライナのせいじゃない。この国が、狂くるってるのよ。いままで私、ぜんぜん気付かなかったけど……命じられるままに人を殺してきて、ぜんぜん気付かなかったけど……この国は、狂ってる……ライナのせいじゃ……」


　が、彼はビオの言葉を聞いてなかった。


　初老の男をにらみつけ、


「くそ……絶ぜつ対たいに、ビオは殺させないぞ。いつもいつも、おまえらの思いどおりにさせて、たまるか……ビオは、国こつ境きようを越こえろ。ここは、俺が誰だれも通さない」


　と、低く構かまえを取り始める。


　部屋で、ビオに放たれた殺気とはまるで別物の威い圧あつ感かんが、彼の体から生まれる。


　圧あつ倒とう的てきだった。


　それだけで、彼がどれだけ強いかがわかる。もしかしたら、百人いる兵たちを、足止めできてしまうかもしれない。


　それほどの強さを彼から感じた。


　でも、それは、彼が手て加か減げんをしなかった場合だ。すべての敵てきを、殺すほどの力で動いた場合だ。


　そうなれば、ここでライナは、たくさんの命を奪うばうことになる。


　自分を守るために、ライナはたくさんの命を奪うことになる。


　人を殺すのが、めんどくさいと言ったライナが……


　その上……


　ビオは矢が突つき立っている、腹はらの傷きずを見た。血は、少しずつだが、まだ流れ出ている。致ち命めい傷しようではないが、浅くもない……


　自分は、もう、逃げきることはできないだろう。


　ライナが戦っている間に、捕つかまる。


　そして……ライナの目の前で殺され……


　また、彼を寂さびしい目にさせる。


　彼はまた、『化物』と呼よばれる。


　すべては奴やつらの筋すじ書がき通りだ……


　本当の化物は、この狂った国なのに。目の前で、人の心をもてあそんで、笑っている男なのに。


　ライナはまた、そいつらに『化物』と呼ばれる。


　そんなのは嫌いやだった。


　好きになってしまったのだ。この少年を。これから、たくさん一いつ緒しよに笑って、生きてみたいと思ってしまったのだ。


　ビオは、一度、背はい後ごを振り向いた。


　あと一歩だった。


　あと一歩踏ふみ出せば、そこには自由が広がっていた。暗い、なんの光もない山道だったが、そこが、光り輝かがやいて見えた。自分なんかには手の届とどかない、自由な場所に見えた。


　遥はるか遠くに。


「一度だけでも、いってみたかったな……」


　小さく、呟つぶやく。


　目の前で、戦せん闘とう態たい勢せいに入るライナに目を戻もどす。


　自分を守るために、戦ってくれようとしているライナを見つめる。


　人を殺すのは、あんなに嫌そうだったのに。彼は、戦ってくれようとしている。


（私なんかのために）


　誰にも聞こえない呟くような声で、ビオは言った。


（人を、たくさん殺してきた、私なんかのために……）


　彼女は、そんなライナを、嬉うれしげに眺ながめた。


　最後にもう一度だけ、ライナの昼ひる寝ねをしている姿すがたを見たかったなぁ。


　そんなことを思った。


　ライナが昼寝王国の王様で、その一番近いところで、彼の無む邪じや気きな寝顔を眺めている自分の姿が、頭に浮うかんだ。


　そのときの自分は、もう、これ以上ないというくらい、幸せそうな顔をしていて。


　毎日が平へい凡ぼんなのに、それが、本当に幸せで……


　ビオは、優やさしく微笑ほほえんだ。


　そして、


「ライナ、ライナに出会えて私、すっごい幸せだった」


　それに、ライナが適てき当とうにうなずいて、


「別れの挨あい拶さつはいいから、早く逃にげろ。大だい丈じよう夫ぶ。絶ぜつ対たいにビオは殺させない」


　が、ビオは動かなかった。


　ただ淡たん々たんと、ライナの後ろ姿を見つめ続けて……


「もうね、これ以上ないくらいだよ。だから、もう、大丈夫。ライナは、めんどくさいことは、なんにもしなくていい。もう、誰にも、ライナのこと、『化物』なんて呼ばせないし……ライナは『化物』になったりしない……」


　その言葉に、ライナが振ふり向く。なにを言ってるのかわからないという顔で、ライナが振り向いてくる。


　それを見つめて、ビオはさらに笑った。その顔を見るだけで、安心した。彼女の自由は、すぐ、そこにあった。


「ライナに会えてよかった。私、ライナに会えてよかった。私……ライナに会えてよかった」


「ビオは、なにを……」


　ライナが言いかけた瞬しゆん間かん、ビオはわき腹ばらに刺ささっていた矢を引きぬいた。そして、


「もう、誰にも操あやつられたりしない。だって、私は自由なんだもんね。私はもう、ローランドの言うなりにはならない。私は、私が思ったとおりに生きて、幸せになるの」


「ちょ……」


　しかし、ビオはライナになにも言わせずに、彼に抱だきついた。


　そのまま、強く、抱きしめる。


「え？　へぇ!?　ちょっと、ビオ……」


　強く、強く抱きしめる。


　そのまま、ライナの背せ中なかに回した手を……自分の体までぐるりと回して……


　手に持った矢を、ぐいっと自分の胸むねに突つき立てる。


　痛いたみは、一瞬だった。


　胸に、熱いものがこみあげてくる。


　すぐにわかった。これは、致ち命めい打だだ。


　怖こわかった。


　死を怖いと思ったのは、初めてだった。いままでは、死を怖いと思ったことはなかった。


　なにも持っていなかったから……


　そう、教育されてきたから……


　でもいまは……


　ライナと離はなれることが怖かった。このまま意い識しきを失って、もう、二度とライナの声を聞けなくなることが怖かった。


　彼の顔を見られなくなる。触ふれることができなくなる。一緒にたわいもない話をして、笑いあうことができなくなる。


　それが、ひどく怖かった。


　彼のおかげで、初めて人間になれたような気がしたのだから……


　でも、それでも私は……


　小さく、呟つぶやくように、ライナにだけ聞こえるような、小さな声で言った。


「……私は、ライナを、好きになれてよかった。それだけでもう、十分に私、幸せになっちゃった。これ以上ないくらい。だから……だか……」


　そこで、急に言葉が、でなくなってくる。


　急速に体が弱っていくのを感じる。


　ライナがあわてた様子で、


「ビオ！　ちょっと、状じよう況きようを考えてって。いまこんなことしてる暇ひま……」


　が、そこで、ライナはビオがしていることに気付いたようだった。さっきまでとは違ちがう、まるで叫さけぶような声こわ音ねで、


「な!?　なにやってるんだ!?　離れろ！　な、なんでこんなこと!?」


　しかし、離れない。離れたらもう、二度とライナに抱きつく力はないのだ。少しでも長く、彼とくっついていたかった。


　だから、


「…………ラ、イナ……ごめんね。もう、離れても……」


「うそだ!?」


　ライナが叫ぶ。まるでそれは、悲鳴をあげるような、甲高い声で。


　それに……


「でも……悲しまないで。私が……好きでしてる……ことだから……あいつらになんて、私は殺されたり、しないんだから……ライナは『化ばけ物もの』なんかじゃ……」


　そこで、言葉が止まった。声が、出なくなった。言いたいことはまだたくさんあるのに、声がでなくなってしまった。


　好きって、もっと言ってみたかったのに。一緒にいられて幸せだって。自分が、まるで別人になったかのように、一緒にいると、変わっていけるって伝えたかったのに。


　もう、声がでない……


　それどころか、ライナに抱き着いている体の感かん触しよくすら、薄うすらいでいってしまっている。


　ライナが叫ぶ。


「うそだ！　だめだビオ!?　死んだら、なんにも……」


　しかし、その声すら遠のいて……


　死ぬっていうのは、こういうことらしい。


　どんどん、どんどん、いろんな感覚が失われていって……


　好きな人のなにもかもを、感じられなくなる。


　でも、薄く目をあけてみた。


　すべてがぼやけている。ほとんどなにも見えない。しかし、自分が、ライナに抱だかれていることはわかった。


　出来過すぎてる。


　そう思った。


　ひどく幸せで、ひどく眠ねむい。


　どうも、私は、ライナよりさきに、昼ひる寝ね王国の住人に……





　　　　◆





「あああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　悲鳴が上がる。


　悲鳴が上がる。


　ライナの悲鳴だった。


　それに、


「おお、ついに、暴ぼう走そうを……ん？　なんだその目は。まだ、理り性せいが残っている目だな。やはり、いまのじゃ暴走しないか……ちぃ。役立たずの女だ。計画通り動けばいいものを……自殺なんぞしおって……」


　そんな声が聞こえる。


　それに、ライナは男をにらみつけた。きつく、きつく、にらみつけた。


　これほどの殺意を感じたのは、初めてだった。


　どんな屈くつ辱じよくを受けても、どんなに拷ごう問もんをうけても、これほどの殺意を感じたのは、初めてだった。


　殺したい。


　殺したい。


　こいつを殺したい。


　こいつを……こいつらを、この国の奴やつらを、すべて殺したい。


　そう思った。


　そのためなら、どんなものになってもいい。


　どんな『化物』になってもいい。


　そう思った。


　だが、それを、ビオが許ゆるしてくれない。ライナに抱きついたまま、もう、動かなくなってしまった彼女が、それを許してくれない。


　ぎりぎりと、歯を食いしばる。


　きつく、男をにらみつけて……


　瞬しゆん間かん、男は怯おびえた表ひよう情じようになり、


「え、衛えい兵へい！　わしを守れ」


　そんなことを叫ぶ。


　しかし……


　ライナはにらみつけたまま、動かなかった……


　そして……


「……………………別に、そんなに警けい戒かいしなくても……殺したり、しないよ…………俺は……めんどくさいことは、しない主しゆ義ぎなんだ……」


　そのまま、彼は胸むねに抱いていたビオの肩かたを離し、彼女の顔を見て……


「人を殺すのは、めんどくさいもんな……」


　そう呟つぶやいた。


　すると、彼女の顔は、まるでそれに応えるかのように……








　　　　◆





　その国の王様は、よく眠るという。


　穏おだやかな時間が流れる、昼下がり。


　平へい凡ぼんな一日。


　彼女は、その王様の寝顔を眺ながめることで、一日を過すごす。


　そのときの彼女の表情は、ひどく幸せそうで……







（暗殺者の見る夢は……：おわり）







　あとがき







　まず、緊きん急きゆうにみなさんに宣せん伝でんです!!


　え？　いきなり宣伝かよって？


　うう……そう突つっ込こまれるとあれなんですが……


　でも、急がないと間に合わなくなるので、急いで宣伝です。


　えーと、この本が発売されるのが、六月二十日ですね？


　んと、月刊ドラゴンマガジンという雑誌は、みなさん、ご存知でしょうか？


　この、『とりあえず伝説の勇者の伝説』が連れん載さいされている雑誌なんですが……


　その、ドラゴンマガジン誌上で、『とりあえず伝説の勇者の伝説』の、ドラマＣＤが発売されることになったんです。


　いつ発売されるかというと、第一弾だんが、五月末に発売されたドラゴンマガジンに購こう入にゆう用紙がついていて……


　ということで、もう一度現状を確かく認にんをしてみましょう。


　この本が発売されるのが何日だったか、カレンダーを調べてみると……


　うぎゃ!?　もう、六月二十日だよ!?


　おまけに応おう募ぼ締しめきりを見ると……


　六月二十八日土曜日。当日消印有効とある……


　あと八日しかないよー!?


　ということで、欲ほしい方がいましたら、急いで書店へ走れば、まだ手に入りますー。


　もし、今回手に入らなくても、この第一弾ドラマＣＤに続き、七月末に第二弾、九月末に第三弾と、ドラゴンマガジン誌上で発売されるので、よろしくお願いしまーす!!





　って、明るく言ったものの……


　このことは、先月に発売された書き下ろし長編『伝説の勇者の伝説３』のあとがきで宣伝するべきだったね。


　本当にごめん。


　といっても、毎回タイミングよく、あとがきで告知できるわけじゃないんだよなぁ……


　もし、そういった情報を欠かかさず知りたい！　という方は、毎月三十日に発売されるドラゴンマガジンを見てください。


　いろんな情報や、楽しい小説がいっぱい載のってて、絶対損そんはないと思います！


　でもってでもって、宣伝ついでに言うと、アンケートハガキも送ってくれると嬉うれしいです！　とか、どさくさにまぎれて言ってみたりして（笑）





　でも、やっぱり今回は僕ぼくのミスです。


　まじでごめんね。


　実はね、このあとがきを書いているのは、ドラマＣＤの収しゆう録ろくの翌よく日じつだったりして……


　出来がすごくよかったので、みんな、楽しみにしててね！


　とにかく、まじですごかったんですよ。


　僕の作品を、誰だれよりも誰よりも、何度も何度も、うんざりするほど何度も読んでくれている担当のＭさんすら、収録を聞きながら笑っていたし、


「……こりゃ、出来いいわ……」


　と、感かん嘆たんしていたので、間ま違ちがいなしです。


　声せい優ゆうさんたちもみんないい人たちで、有名な人たちばかりなのに、すっごい頑がん張ばってくれて。


　演出も、すっごい細かくされていて。


　感かん謝しやしてます。はい。


　おまけに、一弾、二弾、三弾と、全部別の魅み力りよくがあって、笑いどころが違って……


　だからこそ、宣伝とかそういうの抜ぬきに、全部聞いて欲しい。


　だからこそ、この本を読んで、ドラマＣＤの存在を初めて知って、欲しいと思ってくれた人が、第一弾の応募用紙がついてるドラゴンマガジンに間に合うと、いいなぁ……


　ああもう、神に祈いのります。





　あと、プレゼントありがとうのこと。


　ちなみにいまこれを書いているのは、五月十九日です。


　あと二日で、僕は誕たん生じよう日びだったりするんですが、ファンレターで、早めの誕生日プレゼントをくれた方、ありがとうございました！


　しおり……僕は本をよく読むので、すっごく役にたちます！


　ありがとう！


　四葉のクローバー、幸せになれそうです！





　と、ここからは、いつものあとがき。


　現在、ダイエット中です。でも、ダイエットしてると言うと、


「え？　ダイエットしてるの？　太ってないじゃん？」


「いや、太ったよ。『伝説の勇者の伝説３』を、すっごい過か密みつスケジュールで書いたせいで、去きよ年ねんから比くらべて、十二キロも太ったんだよー」


「十二!?　全然そんなふうに見えないんだけど……背が高いせいかなぁ」


　そこで内心僕は叫さけびます。


（見えないところが太っていってるんだよ!!　ズボンがきつきつになってるんだ！）


　内ない臓ぞう脂し肪ぼうでしょうか？


　やばいよねぇ。体脂肪率でいうと、僕の中の標ひよう準じゆんである、十七％から、最高二十五％まで跳はねあがる始し末まつ。ちなみに男の場合は、女の子よりも値あたいが厳きびしくて、確たしか二十五％を超こえると、『肥ひ満まん』と表示され、糖とう尿によう病びように注意です。


　うう……職業病？　これは職業病なのか!?


　だ、だめだ！　こんなことでは、脂肪にずるずると殺やられてしまう！


　ということで、ダイエットを開始した矢先、敏びん腕わん担たん当とうＭさんからの電話が……


「あー鏡かがみくん？」


「あ、Ｍさん！　なんでしょうか？」


「んとね、サイン会決まったから。来月ね」


「は!?　誰だれのですか!?」


「鏡ハンサム貴たか也やのサイン会に決まってるじゃないか。雑誌の特集にも、ハンサムハンサム書いといたから、ハンサムでよろしく」


「ダイエット間に合わねぇえええええ!?」


　そんな叫びのもと、ダイエットが始まりました。


　まったく通っていなかったスポーツジムへまじめにいき、テニスを始め……


　食事を制せい限げんして、でも、筋きん肉にくが落ちるとリバウンドするから、プロテインで筋肉が落ちないようにタンパク質を補おぎなって……


　揚あげ物が食べたい。ポテチが食べたい。米を思いっきり食べたいという欲よつ求きゆうを抑おさえに抑えこんで……和食中心の生活。


　で、なんと！


　たった三週間で、五キロ減。体脂肪は二十％まで落とすことに成功して。ズボンもとりあえず、ぶかぶかになってきたし……


　昨日きのう仲良くなった、声優のかないみかさん（ミルクの声だよー）に、


「えー、それ以上瘦やせる理由がわかんないよー」


　なんて言ってもらえたので、おお、ダイエット成功してきてんのか!?


　と、期き待たいを持ったのも束つかの間ま、翌日ひさしぶりに会った親に、


「まだまだ、前よりは太ってるよ」


　と言われ、現在スネてます。


　そりゃそーさ！　まだ十七％にはなれてないさ！


　はふ。親はやっぱ、きびしーよ……


　おまけに敏腕スゴウデ担当Ｍさんは、すっごい嬉しそうに、


「あ、鏡くん？　作家早耳情報には、鏡ハンサム貴也が、そのハンサムを利用して、どれだけ女たらしで華か麗れいな生活をしているか、書いといたから」


　だから僕がいつ女をたらしたんだー!?　ンな暇、まったくないじゃん!!


　と、もう最近めっきり、ライナとフェリスの関係になっている僕とＭさんです。


　みなさん、くれぐれも、早耳情報は信じないように！（特に鏡貴也のコーナー）


　だいたい、ハンサムってことすら、どうなのよ？　って感じなのにさぁ。


　おまけに最後には、


「ま、化け粧しようでも覚おぼえて、サイン会頑がん張ばってよ」


　ううう……僕は、まじで化粧を覚えなければならないのだろうか……





　そんなわけで、スポーツクラブの、細くて、しなるような筋肉のついてる、ちょーかっこいい黒人のインストラクターの人に憧あこがれて、日々、運動中です。





　ああ、サイン会までには、十八％くらいになれてると、いいなぁ……まぁ、なんか最近、運動楽しくなってきちゃったから、いけるかな？　足が徐じよ々じよに速はやくなっていくのが、楽しくて。なんか、高校の頃の部活みたい（笑）


　というわけで、ではでは今日も、スポーツクラブへいってきまぁす！








　と、終わったと見せかけて……


　もう、いく暇ひまがないんだよおおおおおおお!?


　夏に出る、武ぶ官かん弁べん護ご士しエル・ウィンの締めきりが、目前なんだああああああ。


　おまけに七月に出る、月刊ドラゴンマガジン増刊号・ファンタジアバトルロイヤルで連れん載さいさせてもらっている、エル・ウィンの短編の締めきりも、すぐだし……


　す、スポーツジムなんかにいく暇が……


　あああああもおおー。


　ここは、睡すい眠みん時間を削けずるか！





　と、とにかく頑張ってますので、よろしくね……


　ではでは、次に会えるのは～……


　六月末売りドラゴンマガジンの伝勇伝……それにすぐに続いて、七月十五日に出る、ファンタジアバトルロイヤルの、エル・ウィンの連載……


　さらには、七月末のドラマガには、伝勇伝の特集で……


　うわぁ……どうよこのスケジュール……


　で、でも、頑張りますので、どちらも応おう援えんしてくれると嬉しいです。


　はい。


　それではまた、来月ー。







二○○三年五月　　鏡　貴也
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